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取扱説明書の分冊構成について
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● PDF 形式のマニュアルを表示するには、Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。ご使用のシス
Acrobat Reader がインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホームページからダウンロードし

● 本書は、改良のため画面などは予告なく変更されることがあります。正確な仕様が必要な場合はキヤノンまでお
● 本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡ください。
● 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。
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5

6

7

8

9
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11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

メニューの設定内容 .....................................................
用紙設定 ............................................
音量調整 ............................................
同報........................................................
共通仕様設定..................................
コピー仕様設定.............................
ファクス設定..................................
宛先表仕様設定.............................
プリント設定..................................
タイマー設定..................................
調整／クリーニング..................
レポート設定..................................
システム管理設定........................

レポート／リストの概要 ...........................................

レポートを自動でプリントする ...........................
送信結果レポート........................

受信結果レポート........................

通信管理レポート........................

レポートサンプル........................

レポート／リストを手動でプリントする .......

メモリ残量を確認する ................................................

プリント／スキャンのカウントを確認する .

用語集 .....................................................................................

索引 ..........................................................................................



トップ

戻る 前へ 次へ

xv

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

前のページまたは次のページを表示します。

一つ前に表示したページに戻ります。

トップページに戻ります。

「本書の使いかた」のページを表示します。

クリックすると、それぞれの章や目次、索引ページを表示し
ます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

本書の使いかた

■ トップページについて

JPN
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

一つ前に表示したページに戻ります。

前のページまたは次のページを表示します。

トップページに戻ります。

章の目次が記載されています。

クリックすると、それぞれの章や目次、索引ページを表示し
ます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 章扉について

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

のマークを付けています。

タンや項目を以下のように表記しています。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

本書では、安全のためにお守りいただきたいことや本製品を使用する上で役に立つ情報に、下記

警告

取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う恐れのある警告事項が書かれています。

注意

取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れや物的損害が発生する恐れのある注意事項が書かれています。

メモ

操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。

また本書では、操作するキー、ディスプレイに表示されるメッセージ、コンピュータ画面上のボ

･ キー名称：［ストップ／リセット］

･ ディスプレイ：＜ヨウシ　セッテイ＞

･ コンピュータ画面上のボタンおよび選択項目：［詳細設定］
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送信と受信

プリントとス

ネットワーク
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システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

、機械的、磁気的、光学的、化学的、手動、またはその他の
の記録、任意の言語やコンピュータ言語への変換などをする

は特許権の非侵害性に対する保証を含め、明示的または暗示
は、直接的、間接的、または結果的に生じたいかなる自然の
任を負うものではありません。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

商標および著作権について
商標について
Canon、Canon ロゴ、Satera および NetSpot はキヤノン株式会社の商標です。
Microsoft、Windows、Windows Server、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation
その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。

著作権について
Copyright 2007 Canon Inc. All rights reserved.
キヤノン株式会社の事前の書面による承諾を得ることなしに、いかなる形式または手段（電子的
形式／手段を含む）をもっても、本書の全部または一部を、複製、転用、複写、検索システムへ
ことはできません。

免責事項
本書の内容は予告なく変更することがありますのでご了承ください。
キヤノン株式会社は、ここに定める場合を除き、市場性、商品性、特定使用目的の適合性、また
的にかかわらず本書に関していかなる種類の保証を負うものではありません。キヤノン株式会社
損害、あるいは本書をご利用になったことにより生じたいかなる損害または費用についても、責
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原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

............................................................ 1-2

............................................................ 1-5

...........................................................................1-5

...........................................................................1-7

............................................................ 1-8

...........................................................................1-9

......................................................... 1-10

........................................................................1-10

........................................................................1-10

........................................................................1-10

......................................................... 1-11

取り扱い...............................................1-12

........................................................................1-13

口...............................................................1-13

......................................................... 1-14

する .........................................................1-14

......................................................... 1-15

する .........................................................1-15
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

1 お使いになる前に

各部の名称とはたらき .........................................

操作パネル...............................................................

メイン操作パネル......

ファクス操作パネル.

文字の入力方法 ......................................................

文字を入力する ...........

ディスプレイ（待受画面）...................................

コピーモード.................

ファクスモード ...........

スキャンモード ...........

トナーカートリッジ..............................................

トナーカートリッジの

トナー残量の確認......

消耗品のご購入相談窓

電話回線の種類 ......................................................

電話回線の種類を設定

タイマー設定...........................................................

スリープモードを設定
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リモート UI
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日常のメンテ

困ったときに

付録

原稿給紙装置）
た原稿を自動的に読み込み位置に送ります。

合わせて調節します。

レイ
トします。

レイ
されます。

作します。

リント、ファクスなどの出力紙を排出します。

ト
トします。

ト内の用紙をほこりやチリから保護します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

各部の名称とはたらき
A ADF（自動

セットされ

B 原稿ガイド
原稿の幅に

C 原稿給紙ト
原稿をセッ

D 原稿排紙ト
原稿が排出

E 操作パネル
本製品を操

F 排紙トレイ
コピー、プ

G 用紙カセッ
用紙をセッ

H 用紙カバー
用紙カセッ

A B C D

G F EH
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原稿と用紙の

コピー

送信と受信
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リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

取りエリア
トされた原稿を読み取ります。

ス
トします。

レイ
使用します。

パー
から出力紙が落ちるのを防ぎます。A4 サイズの用紙で出力する場合
パーを開いて使用します。

イ用紙ガイド
合わせて調節します。

イド
ットするときに使います。

イド
を押さえます。

イ
枚ずつプリントするときに使用します。

部
トリッジの交換や、つまった用紙を取り除くときに開きます。

ッチ
たり、切ったりします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

I ADF 読み
ADF にセッ

J 原稿台ガラ
原稿をセッ

K 排紙補助ト
引き出して

L 排紙ストッ
排紙トレイ
に、ストッ

M 手差しトレ
用紙の幅に

N はがき用ガ
はがきをセ

O 用紙後端ガ
用紙の後端

P 手差しトレ
手差しで 1

Q 操作パネル
トナーカー

R 主電源スイ
電源を入れ

M

N

I J K

OR

L

PQ
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日常のメンテ

困ったときに

付録

ト
クケーブルを接続します。

ト
ルを接続します。

紙を取り除くときに開きます。

ト／アース端子
およびアース線を接続します。

子
ドを接続します。

機用端子
機を接続します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

S LAN ポー
ネットワー

T USB ポー
USB ケーブ

U 後ろカバー
つまった用

V 電源ソケッ
電源コード

W 電話回線端
電話線コー

X 外付け電話
外付け電話

X VW

U

TS
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原稿と用紙の
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日常のメンテ

困ったときに

付録

小］キー
大／縮小率を設定するときに使います。

ー
信原稿の濃度を調整するときに使います。

ー
ァクスの画質を設定するときに使います。

2 in 1］キー
ーや 2 in 1 コピーを設定するときに使います。

ー
状態に設定したり解除したりするときに使います。節電状態のとき
に点灯します。

L

N M
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

操作パネル

■ メイン操作パネル

A ［システムモニタ］キー
プリント状況、コピー状況、送受信状況、送受信履歴、転送エラー状況、メモ
リ残量、またはレポート出力状況を確認するときに使います。

B ［設定確認］キー
コピーの設定を確認するときに使います。

C ［コピー］キー
コピーモードに切り替えます。

D ［ファクス］キー
ファクスモードに切り替えます。

E ［スキャン］キー
スキャンモードに切り替えます。

F ［初期設定／登録］キー
各種の設定、登録をするときに使います。

G ［両面］キー
両面コピーを設定するときに使います。

H ［拡大／縮
コピーの拡

I ［濃度］キ
コピーや送

J ［画質］キ
コピーやフ

K ［ソート／
ソートコピ

L ［節電］キ
手動で節電
はグリーン

A B C D FE G H J KI

X V U T S R Q P OW
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目次
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原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ー
値を上げるときに使います。また、次のメニュー項目を表示すると
ます。

した内容を確定するときに使います。

ー
値を下げるときに使います。また、前のメニュー項目を表示すると
ます。

イ
や動作状況を表示します。設定操作中は選択項目、テキスト、数字
します。

量］キー
を確認するときに使います。

L

N M
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

M ［ストップ／リセット］キー
ジョブを中止するときに使います。また、待受画面に戻るときにも使います。

N エラーランプ
エラーが発生したときに点滅します。

O 実行／メモリランプ
本製品が動作中に点滅します。待機中のジョブがあるとき、およびメモリにデー
タが蓄積されているときは点灯します。

P ［スタート］キー
コピー、スキャン、ファクス送信などを開始するときに使います。

Q テンキー
文字や数字を入力するときに使います。

R ［トーン］キー
プッシュ回線とダイヤル回線を切り替えるときに使います。

S ［クリア］キー
入力した文字や数字を削除するときに使います。

T ［ ］キ
設定する数
きにも使い

U ［OK］キー
設定、登録

V ［ ］キ
設定する数
きにも使い

W ディスプレ
メッセージ
などを表示

X ［トナー残
トナー残量

A B C D FE G H J KI

X V U T S R Q P OW
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送信と受信
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リモート UI

システム管理
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困ったときに

付録

キー
ダイヤルや短縮ダイヤルに登録した宛先を相手先の名前から検索す
います。

ダイヤルキー
ダイヤルに登録した宛先を指定するときに使います。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ ファクス操作パネル

A ［オンフック］キー
外付け電話機の受話器を置いたままダイヤルするときに使います。

B ［リダイヤル／ポーズ］キー
最後に指定した宛先を呼び出すときに使います。また、ファクス番号にポーズ
を挿入するときに使います。

C ［短縮ダイヤル］キー
短縮ダイヤルに登録した宛先を指定するときに使います。

D ［宛先表］
ワンタッチ
るときに使

E ワンタッチ
ワンタッチ

A

E

B C D
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原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス
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システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

位置で文字を削除するには、［クリア］を押します。文字を
するには、［クリア］を長押しします。

動かすには、［ ］または［ ］を押します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

文字の入力方法
宛先の登録の際などに、文字の入力を促す画面が表示されます。
以下のボタンを使用して、文字を入力します。

A 文字の入力は操作パネルのテンキーを使います。入力したい文字が表
示されるまでテンキーを繰り返し押します。

B 記号を入力するには、［#］を押します。

C 入力モードを切り替えるには［＊］を押します。
･ ［ｱ］：カナモード
･ ［A］：アルファベットモード
･ ［1］：数字モード

D カーソルの
すべて削除

E カーソルを

E CD

A

B
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困ったときに

付録

繰り返し押して、「キ」を入力します。

繰り返し押して、「ヤ」を入力します。

繰り返し押して、「ノ」を入力します。

繰り返し押して、「ン」を入力します。

］を押して、入力を確定します。

_

_

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

入力モードを切り替えることにより、以下の文字を入力できます。

■ 文字を入力する
例：「キヤノン」と入力します。

1. 画面入力モードが［ｱ］になっていることを確認しま
す。

メモ

入力モードは［＊］を押すたびに、カナ→アルファベット→数字と変わ
り、数字の次は最初のカナに戻ります。

2. を

3. を

4. を

5. を

6. ［OK

[ A ] [ 1 ]

ABCabc

DEFdef

GHIghi

1

2

3

4

5

6

7

8

0

JKLjkl

MNOmno

PQRSpqrs

TUVtuv

WXYZwxyz 9

_

2

_

8

_

5

0
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困ったときに

付録

クスモード

／時刻

モード

ャンモード

じて、主電源スイッチを入れたときに表示される待受画面を変更す
できます。変更する場合は、［初期設定／登録］→＜キョウツウ　シ
ッテイ＞→＜ショキキノウノ　セッテイ＞で設定登録を行ってくだ
メニューの設定内容：P.11-4）

イッチを入れると、ディスプレイに＜シバラク　オマチクダサイ＞と
たのち、待受画面に切り替わります。
も操作をしないと、ディスプレイが待受画面に戻ります。

 1 2 / 3 1  M O N  1 5 : 5 0
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ディスプレイ（待受画面）

■ コピーモード

A ズーム倍率

B 用紙サイズ

C 部数

D 濃度

E 画質

■ ファ

A 日付

B 受信

C 画質

■ スキ

メモ

･ 必要に応
ることが
ヨウ　セ
さい。（→

･ 主電源ス
表示され

･ 1 分間何

1 0 0 %         A 4

/

2 0 0 7



トップ

戻る 前へ 次へ

1-11

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

トナーカートリッジ
本製品に対応するキヤノン純正カートリッジの寿命は、約 2,000 ペー
ジです。このページ数は、「ISO/IEC 19752」* に基づき、工場出荷
時の印字濃度設定のままで、A4 サイズの用紙に印刷した場合の値で
す。トナー消費量は、印刷する書類の内容によって異なります。図、
表、グラフなどを多用した、空白部分が少ない書類はトナー消費量が
多くなるので、トナーカートリッジの寿命が短くなります。トナーカー
トリッジの交換の際は、必ず本製品専用のトナーカートリッジを使用
してください。
*「ISO/IEC 19752」とは、国際標準化機構（International Organization for

Standardization）より発行された「印字可能枚数の測定方法」に関する国際
標準です。

機種名 対応するキヤノン
純正カートリッジ

印字枚数

MF4270 カートリッジ　304 A4 サイズで
約 2,000 枚

トナーカートリッジ名：
カートリッジ　304
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ートリッジを本体から取り外すときは、トナーが飛び散っ
などにトナーが入らないように、丁寧に取り出してくださ
ーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と
ください。

どの消耗品は幼児の手が届かないところへ保管してくださ
トナーを飲んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

ートリッジは分解しないでください。トナーが飛び散って
どに入ることがあります。トナーが目や口に入った場合は、
で洗い流し、医師と相談してください。

火してやけどの原因になることがあるので、トナーカートリッジを
げ入れないでください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ トナーカートリッジの取り扱い
● トナーカートリッジをコンピュータ画面やディスクドライブ、フ

ロッピーディスクなどに近づけないでください。トナーカートリッ
ジ内部のマグネットによって破損する恐れがあります。

● トナーカートリッジは、高温多湿や急激に温度が変化するような場
所および火気のある場所に保管しないでください。

● トナーカートリッジを、直射日光や電灯の光に5分以上さらさないで
ください。

● トナーカートリッジは保護袋に入れて保管し、本製品に取り付ける
まで保護袋から取り出さないでください。

● トナーカートリッジの保護袋は保管しておいてください。本製品を
移動するときなどに必要になります。

● トナーカートリッジを、塩分を含んだ空気や、エアゾールスプレー
などから出る腐食性ガスが充満している場所に保管しないでくださ
い。

● 必要なとき以外は、トナーカートリッジを取り外さないでください。

● トナーカートリッジのドラム保護シャッターを開けないでくださ
い。ドラム表面を光にさらしたり、傷つけたりすると、プリント品
質が低下する恐れがあります。

● トナーカートリッジを取り扱う際は、ドラム保護シャッターに触れ
ないように必ず取っ手を持ってください。

● トナーカートリッジを立てて置いたり、逆さにしたりしないでくだ
さい。トナーカートリッジ内部でトナーが固まってしまい、振って
も元に戻らなくなることがあります。

● 使用済みトナーカートリッジを廃棄する場合は、トナー容器を保護
袋に入れてトナーが飛び散らないようにし、自治体の指示に従って
処理してください。

● トナーカートリッジからトナーが漏れたときは、吸い込んだり直接
皮膚につけたりしないように注意してください。皮膚についた場合
は、石鹸を使い水で洗い流し、刺激が残る場合や吸い込んだ場合に
は直ちに医師に相談してください。

● トナーカ
て目や口
い。トナ
相談して

● トナーな
い。もし

● トナーカ
目や口な
直ちに水

注意

トナーが発
火の中に投
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付録

品のご購入相談窓口
の販売店またはお近くのキヤノン販売店にてお買い求めく
不明な場合は巻末のキヤノンお客様相談センター（巻末参
問い合わせください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ トナー残量の確認
［トナー残量］を押して、トナーカートリッジのトナー残量を確認でき
ます。トナー残量はディスプレイに 4 段階で表示されます。
トナーカートリッジが寿命の場合は、トナーカートリッジを交換して
ください。

（→トナーカートリッジを交換する：P.9-11）

トナーカートリッジは充分に使用できる状態です。

通常に使用できる状態です。

トナーカートリッジの寿命が近づいています。
交換用のトナーカートリッジを用意してください。

トナーカートリッジが寿命になりました。
トナーカートリッジを交換してください。

メモ

待受画面に戻るには、［ストップ／リセット］を押します。

■ 消耗
お買い求め
ださい。ご
照）までお

0 %               1 0 0 %

0 %               1 0 0 %

0 %               1 0 0 %

0 %               1 0 0 %
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付録

］または［ ］を押して電話回線の種類を選
、［OK］を押します。

ッシュカイセン＞：お使いの電話がトーン回線の場合に選択します。
イヤルカイセン＞：お使いの電話がパルス回線の場合に選択します。
イヤルカイセン＞を選択した場合、回線速度を＜ 20PPS ＞か
0PPS ＞から選択します。工場出荷時の初期値は＜ 20PPS ＞に設定
ています。

メモ

いの電話回線の種類が分からない場合は、ご利用の電話会社にお問
わせください。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

電話回線の種類

■ 電話回線の種類を設定する
初期設定では、電話回線の種別は自動的に判別されるように設定され
ています。電話回線の種別を自動的に判別する場合は、以下の設定を
する必要はありません。
なお、構内交換機（PBX）、ホームテレホン、ビジネスホンに接続して
いる場合は、電話回線の種別が自動的に判別されないことがあります。
自動的に判別されない場合は、以下の手順に従い手動で設定してくだ
さい。
工場出荷時の初期値は＜ジドウ＞に設定されています。

メモ

電話回線の種別を自動的に判別する場合は、電話線コードを接続してから、電
源を入れてください。電源を先に入れた場合、電話回線の種別は自動的に判別
されません。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜キホントウロク＞
を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜カイセン　シュル
イ　センタク＞を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して＜シュドウ＞を選択
し、［OK］を押します。

6. ［
択し
＜プ
＜ダ
＜ダ
＜ 1
され

お使
い合

7. ［ス
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付録

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

メモ

リープモードに移行すると、［節電］がグリーンに点灯します。
リープモードから復帰するには、［節電］を押してください。
動でスリープモードにするには、［節電］を押してください。
下の状態の場合は、スリープモードが解除されます。
節電］が押された場合

ファクスを受信した場合
外付け電話機の受話器が外れている場合
コンピュータからプリントジョブが送信され、プリントが開始され
た場合
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

タイマー設定

■ スリープモードを設定する
本製品はある一定時間何も操作をしないと、自動的に節電状態に移行
します（スリープモード）。スリープモードに移行すると、［節電］が
グリーンに点灯し、他のランプやディスプレイの表示は消えた状態に
なります。
工場出荷時の初期値は＜ ON ＞と＜ 5 フン＞に設定されています。

メモ

以下の状態の場合は、スリープモードになりません。
･ 本製品が操作中の場合
･ 実行／メモリランプが点灯または点滅している場合
･ エラーメッセージがディスプレイに表示され、エラーランプが点滅している

場合
･ 手差しトレイに用紙がセットされている場合
･ 本体内で紙づまりが発生している場合
･ 外付け電話機の受話器が外れている場合

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜タイマー　セッテ
イ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜オートスリープ＞
を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して時間を選択し、［OK］
を押します。
時間は 3 分～ 30 分の間で設定できます（1 分刻み）。
テンキーを使って数値を入力することもできます。

メモ

初期値は 5 分に設定されています。

6. ［ス

･ ス
･ ス
･ 手
･ 以

･［
･
･
･
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付録

............................................................ 2-2

............................................................ 2-3

............................................................ 2-4

する ............................................................2-4

...........................................................................2-5

............................................................ 2-6

...........................................................................2-6

...........................................................................2-7

............................................................ 2-8

............................................................ 2-9

する ............................................................2-9

........................................................................2-10

......................................................... 2-13
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

2 原稿と用紙の取り扱い

使用可能な原稿 ......................................................

読み取り範囲...........................................................

原稿をセットする..................................................

原稿台ガラスにセット

ADF にセットする....

使用可能な用紙 ......................................................

用紙サイズ......................

用紙の種類......................

プリント範囲...........................................................

用紙をセットする..................................................

手差しトレイにセット

はがきをセットする.

用紙のサイズと種類を設定する ........................
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付録

ンク、修正液が完全に乾いてから、原稿をセットしてくだ

で原稿がつまるのを防ぐために、以下のものは使用しないで
。

り目のある原稿

紙やカーボンバック紙

た、または巻いた紙

稿

明紙や薄紙

スの針またはクリップが付いた紙

リンタでプリントされた紙

ィルム

読み込むことができる原稿は片面のみです。両面原稿の読み
きません。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

使用可能な原稿

*1 トレーシングペーパーや OHP フィルムなどの透過原稿をコピーする場合は、原稿
台ガラスに原稿を下向きにしてセットし、白紙を原稿の上に重ねて置いてくださ
い。

*2 80g/m2 の用紙

● のり、イ
さい。

● ADF 内
ください

･ しわや折

･ カーボン

･ カールし

･ コート紙

･ 破れた原

･ 薄質半透

･ ホッチキ

･ 熱転写プ

･ OHP フ

● ADF で
込みはで

原稿台ガラス ADF

原稿の種類 ･ 普通紙
･ 厚紙
･ 写真
･ 小型原稿

（名刺サイズなど）
･ 特殊紙

（トレーシングペーパー*1、
OHP フィルム *1 など）

･ 本（厚さ 24mm までのも
の）

普通紙（同じサイズ、厚さ、
重量の複数枚の原稿、または
1 枚の原稿）

サイズ
（幅×長さ）

最大 216mm × 297mm 最大 216mm × 356mm
最小 105mm × 148.5mm

重量 最大 2kg 40 ～ 105g/m2

枚数 1 枚 最大 35 枚 *2
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1
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3

4

5
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読み取り範囲
原稿の文字や画像が、以下の図の淡色部分に収まっていることを確認
してください。下記の余白は目安であり、実際とは異なる場合があり
ます。

2 mm 2 mm

2 mm

2 mm
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付録

サイズマークに合わせて原稿をセットしてくだ
。

が用紙サイズマークに合わない場合は、原稿の中心線を矢印に合わ
ください。

台ガラスカバーを静かに閉じます。

を読み込む準備ができました。

A5

B5

A4

A4

B5

A5
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い
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設定

ナンス
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原稿をセットする

■ 原稿台ガラスにセットする

1. 原稿台ガラスカバーを開きます。

2. 読み取る面を下にして、原稿を原稿台ガラスに置きま
す。

3. 用紙
さい

原稿
せて

4. 原稿

原稿
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付録

ガイドを原稿の幅に合わせます。

取る面を上にして、ADF に原稿をセットします。

を読み込む準備ができました。

メモ

み込み中に原稿を追加したり、抜いたりしないでください。
べての原稿が読み込まれたら、紙づまりを防ぐために原稿排紙トレ
から原稿を取り出してください。
回以上 ADF で同じ原稿を読み込まないでください。繰り返し読み

まれた原稿は、折りたたまれたり破れたりして、紙づまりを起こす
とがあります。
筆で書かれた原稿を読み込んで給紙ローラが汚れた場合は、清掃し
ください。（→日常のお手入れ：P.9-2）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

注意

･ 原稿台ガラスカバーを閉じるときは、指をはさまないよう注意してく
ださい。けがをする恐れがあります。

･ 原稿台ガラスカバーを無理に閉じないでください。原稿台ガラスが破
損してけがをする恐れがあります。

メモ

読み込みが完了したら、原稿台ガラスから原稿を取り出してください。

■ ADF にセットする

メモ

ADF で読み込むことができる原稿は片面のみです。両面原稿の読み込みはでき
ません。

1. 原稿をさばいてから、平らな場所で原稿の縁をそろえ
ます。

2. 原稿

3. 読み

原稿

･ 読
･ す

イ
･ 30

込
こ

･ 鉛
て
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付録

レポートやリストの印刷が可能です。
印刷が可能です。自動両面印刷は、64 ～ 80ｇ/m2 の用紙のみ可

能です。
105 ～ 128g/m2、手差しトレイ：105 ～ 163g/m2

らプリントするときに使用可能な用紙です。
mm、長さ 127 ～ 356mm の用紙をセットすることができます。

の初期値は A4 です。別の用紙サイズを使用する場合は、用紙サイ
変更してください。
イズと種類を設定する：P.2-13）

コ－オフィシオ ○ *1 ○

オ ○ *1 ○

メント－レター ○ *1 ○

メント－リーガル ○ *1 ○

SCAP ○ *1 ○

定義用紙 ○ *5 ○ *5
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使用可能な用紙

■ 用紙サイズ
使用できる用紙サイズは以下のとおりです。
表中の◎は片面印刷と自動両面印刷が可能、○は片面印刷のみ可能で
す。

*1 受信文書および
*2 受信文書の両面

能です。
*3 両面コピーが可
*4 用紙カセット：
*5 コンピュータか

幅 76 ～ 216

メモ

用紙サイズ
ズの設定を

（→用紙のサ

用紙カセット 手差しトレイ

枚数 最大 250 枚
（積載高さ
25mm 以下）

最大 1 枚

坪量 60 ～ 128ｇ/m2 60 ～ 163ｇ/m2

用紙
サイズ

A4 ◎ *1*2*3 ○ *3

B5 ○ ○

A5 ○ ○

レター ◎ *1*2*3 ○ *3

リーガル ○ *1 ○

エグゼクティブ ○ ○

郵便はがき
（100 × 148mm）

○ ○

郵便往復はがき
（148 × 200mm）

○ ○

封筒 *4 洋形 4 号
（105 × 235mm）

○ ○

洋形 2 号
（114 × 162mm）

○ ○

オフィシオ ○ *1 ○

ブラジル－オフィシオ ○ *1 ○

メキシ

フォリ

ガヴァ

ガヴァ

FOOL

ユーザ
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を防ぐため、以下の用紙は使用しないでください。

り目のある紙

た、または巻いた紙

い紙

リンタでプリントされた紙（裏面にコピーしないでくださ

紙ではプリントが不鮮明になります。

紙

した紙

こり、糸くず、油のしみが付かないようにしてください。

量に購入する際は、事前に用紙を試してください。

装紙で包み、平らな場所で保管してください。開封した用
包装紙で包みなおし、涼しい乾燥した場所で保管してくだ

温18℃～24℃、相対湿度40％～60％の場所で保管してく
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■ 用紙の種類
使用できる用紙の種類は以下のとおりです。

メモ

＜ B5 ＞、＜ A5 ＞、＜エグゼクティブ＞、＜ヨウガタ　4 ゴウ＞、＜ヨウガタ
　2 ゴウ＞、＜ハガキ＞または＜オウフクハガキ＞を選択した場合は、本体の
設定とプリンタドライバの設定は必要ありません。

*1 ＜フツウシ＞を選択してプリントすると用紙がひどくカールする場合は、＜フツウ
シ L ＞を選択してください。

*2 普通紙と厚紙は坪量によって積載枚数が変わります。
*3 用紙カセット：105 ～ 128g/m2、手差しトレイ：105 ～ 163g/m2

*4 ＜アツガミ＞を選択してプリントすると文字が薄くなる場合は、＜アツガミ H ＞
を選択してください。

*5 再生紙は、古紙配合率 100％の再生紙も使用できます。
*6 OHP フィルムは、レーザプリンタ用のものを使用してください。キヤノン機専用

の OHP フィルムをお使いになるようお勧めします。
*7 インクジェット用の郵便はがき、郵便往復はがきを使用することはできません。

● 紙づまり

･ しわや折

･ カールし

･ コート紙

･ 破れた紙

･ 湿った紙

･ 非常に薄

･ 熱転写プ
い。）

● 以下の用

･ 目の粗い

･ つるつる

･ 光沢紙

● 用紙にほ

● 用紙を大

● 用紙は包
紙は元の
さい。

● 用紙は室
ださい。

用紙の種類 本体の設定
プリンタドライ

バの設定

積載枚数
（用紙カ
セット）

積載枚数
（手差し
トレイ）

普通紙
（64 ～
90g/m2）

＜フツウシ＞ ［普通紙］ 170 ～
250 枚 *2 1 枚

＜フツウシ L ＞ *1 ［普通紙 L］

厚紙
（105 ～
163g/m2）

＜アツガミ＞ *3 ［厚紙］ 100 ～
170 枚 *2 1 枚

＜アツガミ H ＞ *3*4 ［厚紙 H］

再生紙
（64 ～
80g/m2）*5

＜フツウシ＞ ［普通紙］
100 枚 1 枚

＜フツウシ L ＞ *1 ［普通紙 L］

OHP フィル
ム *6 ＜ OHP　フィルム＞［OHP フィルム］ 100 枚 1 枚

はがき *7 － － 20 枚 1 枚

封筒 － － 20 枚 1 枚



トップ

戻る 前へ 次へ

2-8

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

プリント範囲
淡色部分は、A4 サイズ用紙のプリント範囲の目安です。下記の余白は
目安であり、実際とは異なる場合があります。

5 mm 5 mm

6 mm

6 mm
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をセットする場合は、プリントしたい面を上にし
差しトレイにまっすぐに差し込みます。

メモ

がプリントされた用紙をセットする場合は、プリントしたい面（ロ
）を上にして、用紙の上端から先に手差しトレイにセットします。
1
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用紙をセットする
用紙カセットに用紙をセットする方法については、スタートアップガ
イド「本製品のセットアップ」「用紙カセットを組み立て、用紙をセッ
トする」を参照してください。

■ 手差しトレイにセットする
用紙カセットにセットされている用紙と、種類やサイズが異なる用紙
にコピーやプリントする場合は、手差しトレイを使います。手差しト
レイには用紙を 1 枚ずつセットします。

メモ

･ 手差しトレイにセットされた用紙は、用紙カセットにセットされた用紙より
も先に給紙されます。

･ 洋形 4 号、洋形 2 号の封筒を使用してください。
･ プリンタドライバで正しい用紙サイズを設定してください。（オンラインヘル

プを参照してください。）
･ 受信した文書、レポート、リストのプリントは、用紙カセットからのみ給紙

が可能です。手差しトレイに用紙がセットされている場合は、＜テザシノ
ヨウシヲ　ジョキョ＞と表示されます。

1. 手差しトレイ用紙ガイドの幅を紙幅より少し広めに
セットします。

2. 用紙
て手

ロゴ
ゴ側
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トした用紙のサイズと種類を設定します。
のサイズと種類の設定方法については、「用紙のサイズと種類を設定
」（→ P.2-13）

きをセットする
トにはがきをセットする場合は、はがきが正しく給紙され
はがき用ガイドを使用します。はがきは「郵便はがき」と

はがき」をプリントできます。

カバーを用紙カセットから取り外します。

カセットの前面部を開きます。
1

2

3

4

5
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封筒をセットする場合は、プリントしたい面を上にして右端から先に封
筒をまっすぐに手差しトレイに差し込みます。

注意

封筒の短いほうの辺にフタがついている場合、必ずフタのついている側
から手差しトレイに差し込んでください。この向きに入れないと紙づま
りの原因になります。

3. 手差しトレイ用紙ガイドを用紙の幅に合わせます。

メモ

ガイドが用紙のサイズに合っていないと、きちんとプリントされないこ
とがあります。

4. セッ
用紙
する

■ はが
用紙カセッ
るように、

「郵便往復

1. 用紙

2. 用紙
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する面を上にして、はがきの上側を奥にセットし
。

カセットから、はがき用ガイドを取り外します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

3. 用紙カセットから用紙を取り出します。

4. 左右の用紙ガイド（A）をつまみながら、「はがき」の
位置に合うようスライドさせます。

5. 印刷
ます

6. 用紙

A4
LGL
LTREXEC

B5 A5

A
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7. はがき用ガイドを用紙後端ガイドに差し込み、前方に
倒します。

8. 用紙後端ガイドをスライドさせ、はがき用ガイドをは
がきの後端に合わせます。

9. はがきの種類に合わせて、用紙のサイズを設定しま
す。
用紙のサイズの設定方法については、「用紙のサイズと種類を設定する」

（→ P.2-13）を参照してください。
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］または［ ］を押して＜ヨウシノ　シュル
を選択し、［OK］を押します。

メモ

5 で、＜ B5 ＞、＜ A5 ＞、＜エグゼクティブ＞、＜ヨウガタ　4 ゴ
、＜ヨウガタ　2 ゴウ＞、＜ハガキ＞または＜オウフクハガキ＞を
した場合は、＜ヨウシノ　シュルイ＞は選択できませんので、手順
進んでください。

］または［ ］を押して用紙の種類を選択し、
］を押します。

の紙種を選択することができます。
紙（64g/m2 ～ 90g/m2）：＜フツウシ＞、＜フツウシ L ＞ *1

または封筒（用紙カセット：105g/m2 ～ 128g/m2、
しトレイ：105g/m2 ～ 163g/m2）：
ツガミ＞、＜アツガミ H ＞ *2

フィルム：＜ OHP　フィルム＞
フツウシ＞を選択してプリントすると用紙がひどくカールする場合
＜フツウシ L ＞を選択してください。
アツガミ＞を選択してプリントすると文字が薄くなる場合は、＜ア
ミ H ＞を選択してください。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
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用紙のサイズと種類を設定する
初期値は、＜フツウシ＞と＜ A4 ＞です。別の種類の用紙やサイズを
セットする場合は、以下の手順に従って設定を変更してください。
手順 3 と手順 6 で用紙カセットまたは手差しトレイを選択するのを除
いて、用紙カセットと手差しトレイとで手順は同じです。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜ヨウシ　セッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜カセット＞または
＜テザシトレイ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ヨウシ　サイズ＞
を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して用紙のサイズを選択
し、［OK］を押します。
以下の用紙サイズを選択できます。
＜A4＞、＜B5＞、＜A5＞、＜エグゼクティブ＞、＜ヨウガタ　4ゴウ＞、
＜ヨウガタ　2 ゴウ＞、＜ハガキ＞、＜オウフクハガキ＞、＜ OFICIO ＞、
＜ BRAZIL-OFICIO ＞、＜ MEXICO-OFICIO ＞、＜ FOLIO ＞、
＜GOVERNMENT-LETTER＞、＜GOVERNMENT-LEGAL＞、＜FOOL
SCAP ＞、＜ LTR ＞、＜ LGL ＞

6. ［ ］または［ ］を押して＜カセット＞または
＜テザシトレイ＞を選択し、［OK］を押します。

7. ［
イ＞

手順
ウ＞
選択
9 に

8. ［
［OK

以下
普通
厚紙
手差
＜ア
OHP
*1 ＜
は、
*2 ＜
ツガ

9. ［ス
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3 コピー

基本的なコピーの操作 .........................................

コピーの設定をする..............................................

画質を調節する ...........

濃度を調節する ...........

倍率を設定する ...........

コピー応用機能 ......................................................

ソートコピー.................

2 in 1.................................

両面コピー......................

コピージョブの中止..............................................
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基本的なコピーの操作
以下の手順に従ってコピーします。

1. 原稿をセットします。
原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセットします。
使用できる原稿については「使用可能な原稿」（→ P.2-2）を参照してく
ださい。

2. ［コピー］を押します。

3. テンキーを使ってコピー部数（1 ～ 99）を入力しま
す。

4. ［スタート］を押します。
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節

ピー］を押します。

度］を繰り返し押して＜ジドウ＞を選択し、［OK］
します。

メモ

は自動的に＜モジ＞に設定されます。

節

ピー］を押します。

度］を繰り返し押して、手動モードを選択します。

］または［ ］を押して濃度を選択し、［OK］
します。

］：濃い原稿を薄くコピーします。
］：薄い原稿を濃くコピーします。

メモ

べての設定を取り消すには、［ストップ／リセット］を押します。
ァクス］などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消さ

ます。初期値として登録したい場合は、［初期設定／登録］→＜コ
ー　シヨウ　セッテイ＞→＜ヒョウジュンモードノ　ヘンコウ＞→
ヨミトリ　ノウド＞→＜シュドウ＞で設定登録を行ってください。
メニューの設定内容：P.11-4）

+
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コピーの設定をする
［スタート］を押してコピーを開始する前に、読み込む原稿の種類に合
わせて設定を調整することができます。1 分間何も操作をしなかった
場合、または［ストップ／リセット］を押した場合は、調整した設定
は初期値に戻ります。

■ 画質を調節する
工場出荷時の初期値は＜モジ／シャシン＞に設定されています。

1. ［コピー］を押します。

2. ［画質］を繰り返し押して、原稿の種類を選択します。
＜モジ／シャシン＞：文字と写真のある原稿に適しています。
＜モジ＞：文字原稿に適しています。
＜シャシン＞：細かい文字または写真のある原稿に適しています。
＜モジ／シャシン + ＞：細かい文字と写真のある原稿に適しています。

メモ

･ 濃度が＜ジドウ＞に設定されている場合、［画質］を押すと濃度は自動
的に手動設定に切り替わります。

･ すべての設定を取り消すには、［ストップ／リセット］を押します。
･［ファクス］などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消さ

れます。初期値として登録したい場合は、［初期設定／登録］→＜コ
ピー　シヨウ　セッテイ＞→＜ヒョウジュンモードノ　ヘンコウ＞→
＜ガシツ＞で設定登録を行ってください。（→メニューの設定内容：
P.11-4）

■ 濃度を調節する
自動または手動で、原稿に最適な濃度に調整できます。
工場出荷時の初期値は＜シュドウ＞（5）に設定されています。

自動調

1. ［コ

2. ［濃
を押

画質

手動調

1. ［コ

2. ［濃

3. ［
を押

［
［

･ す
･［フ

れ
ピ
＜

（→

-
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付録

変倍を使って拡大／縮小する

任意のコピー倍率を指定し、画像を拡大または縮小できま
倍率は、50％～ 200％の範囲で指定できます。

ピー］を押します。

大／縮小］を 2 回押します。

キーを使ってコピー倍率を入力し、［OK］を押
す。

］または［ ］を押してコピー倍率を調整することもできます。
ー倍率を大きくするには、［ ］を押します。コピー倍率を小さく
には、［ ］を押します。

メモ

ー倍率を 100％に戻すには、［拡大／縮小］を繰り返し押して
00% ＞を選択し、［OK］を押します。

    5 0 - 2 0 0 %
      1 0 0 %       +
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 倍率を設定する
工場出荷時の初期値は＜ 100% ＞に設定されています。

定形変倍を使用して拡大／縮小する

原稿を拡大または縮小して、別のサイズに変更できます。

1. ［コピー］を押します。

2. ［拡大／縮小］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押してコピー倍率を選択し、
［OK］を押します。

･ 200% MAX.
･ 141% A5 → A4
･ 122% A5 → B5
･ 115% B5 → A4
･ 100%
･ 86% A4 → B5
･ 81% B5 → A5
･ 70% A4 → A5
･ 50% MIN.

メモ

･ ＜コピー　シヨウ　セッテイ＞の＜サイズ　ケイレツ＞が＜インチ＞
または＜ A ＞に設定されている場合は、定形コピー変倍は以下のよう
になります。
インチ：50%、64%、78%、100%、129%、200%
A：50%、70%、100%、141%、200%

･ すべての設定を取り消すには、［ストップ／リセット］を押します。

ズーム

1％刻みで
す。コピー

1. ［コ

2. ［拡

3. テン
しま

［
コピ
する

コピ
＜ 1

  
 -
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付録

］を押します。
の部数がコピーされます。

メモ

べての設定を取り消すには、［ストップ／リセット］を押します。
ァクス］などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消さ

ます。初期値として登録したい場合は、［初期設定／登録］→＜コ
ー　シヨウ　セッテイ＞→＜ヒョウジュンモードノ　ヘンコウ＞→
ジドウソート＞→＜ ON ＞で設定登録を行ってください。（→メ
ューの設定内容：P.11-4）
数ページの原稿を読み込んでいるときにメモリがいっぱいになった
合は、ディスプレイに＜メモリガ　イッパイデス＞と表示されます。
の場合は、［OK］を押して待ち受け画面に戻り、メモリに蓄積され
原稿をプリントするか、送信するか、削除してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

コピー応用機能

■ ソートコピー
コピーをページ順にそろえることができます。この機能は、「両面コ
ピー」（→ P.3-6）および「2 in 1」（→ P.3-6）の機能と一緒に使うこ
とができます。

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［コピー］を押します。

メモ

＜コピー　シヨウ　セッテイ＞の＜ヒョウジュンモード　ヘンコウ＞で
＜ジドウソート＞が＜ ON ＞に設定されている場合は、手順 4 に進んで
ください。

3. ［ソート／ 2 in 1］を繰り返し押して＜ソート＞を選
択し、［OK］を押します。
ソートコピー機能を「2 in 1」（→ P.3-6）と一緒に使いたい場合は、
＜ソート＋ 2 in 1 ＞を選択し、［OK］を押します。

「両面コピー」と一緒に使いたい場合は、P.3-7の手順3に進んでください。

4. テンキーを使ってコピー部数（1 ～ 99）を入力します。

5. ［スタート］を押します。
ADF を使っている場合は、ここで作業は完了です。
原稿台ガラスを使っている場合は、手順 6 に進んでください。

6. 原稿台ガラスに次のページをセットして、［スタート］
を押します。
この手順を繰り返して、すべてのページを読み込みます。

7. ［OK
残り

･ す
･［フ

れ
ピ
＜
ニ

･ 複
場
こ
た
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付録

コピー
機能を使って、片面の原稿から両面コピーをすることがで
の機能は、「ソートコピー」（→ P.3-5）および
→ P.3-6）の機能と一緒に使うことができます。

には以下の用紙を使用してください。
ズ：A4 およびレター
さ：64 ～ 80g/m2

縦原稿

コピー

左右開き

上下開き

コピー

左右開き

横原稿

上下開き

コピー

コピー
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 2 in 1
2 in 1 を使うと、A4 およびレターサイズに合うように 2 枚の原稿を
自動的に縮小してコピーすることができます。この機能は、「ソートコ
ピー」（→ P.3-5）および「両面コピー」（→ P.3-6）の機能と一緒に利
用できます。

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［コピー］を押します。

3. ［ソート／ 2 in 1］を繰り返し押して＜ 2 in 1 ＞を選
択し、［OK］を押します。
2 in 1 機能を「ソートコピー」（→ P.3-5）と一緒に使いたい場合は、
＜ソート＋ 2 in 1 ＞を選択し、［OK］を押します。

「両面コピー」と一緒に使いたい場合は、P.3-7の手順3に進んでください。

4. テンキーを使ってコピー部数（1～99）を入力します。

5. ［スタート］を押します。
原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに［スタート］
を押します。すべての原稿の読み込みが完了したら、［OK］を押します。

メモ

･ 2 枚目の原稿を読み込まずに［OK］を押した場合は、1 枚目の原稿の
み用紙の左側にプリントされます。

･ 2 in 1 でコピーすると、縮小された原稿間に最大で 4ｍｍ の余白がで
きます。

･ すべての設定を取り消すには、［ストップ／リセット］を押します。

■ 両面
両面コピー
きます。こ

「2 in 1」（

メモ

両面コピー
･ 用紙サイ
･ 用紙の重

2

1

1 2

原稿

コピー
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付録

タート］を押します。
台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに［スタート］
します。両面原稿のときは、片面の読み込みが終了したら、もう一
面をセットし［スタート］を押します。
ての原稿の読み込みが完了したら、自動的に両面コピーが始まりま

メモ

べての設定を取り消すには、［ストップ／リセット］を押します。
ァクス］などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消さ

ます。初期値として登録したい場合は、［初期設定／登録］→＜コ
ー　シヨウ　セッテイ＞→＜ヒョウジュンモードノ　ヘンコウ＞→
リョウメン＞→＜ ON ＞で設定登録を行ってください。（→メニュー
設定内容：P.11-4）
順 4 の代わりに、［OK］を押すだけで手順 5 に進めます。この場合
、＜サユウビラキ＞でコピーされます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

メモ

ADF で読み込むことができる原稿は片面のみです。両面原稿の読み込み
はできません。

2. ［コピー］を押します。

3. ［両面］を繰り返し押して＜ ON ＞を選択し、［OK］を
押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜サユウビラキ＞ま
たは＜ジョウゲビラキ＞を選択し、［OK］を押しま
す。
＜サユウビラキ＞：コピーの表と裏の面の上下を同じ向きにします。
＜ジョウゲビラキ＞：コピーの表と裏の面の上下を逆向きにします。

メモ

横原稿の場合、＜サユウビラキ＞を選択すると、コピーの表と裏の面の
上下を逆向きにします。＜ジョウゲビラキ＞を選択すると、コピーの表
と裏の面の上下を同じ向きにします。

5. テンキーを使ってコピー部数（1 ～ 99）を入力しま
す。

6. ［ス
原稿
を押
方の
すべ
す。

･ す
･［フ

れ
ピ
＜
の

･ 手
は
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付録
1

2

3

4
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コピージョブの中止
以下の手順で、原稿の読み込み操作や印刷操作を中止します。

1. ［ストップ／リセット］を押します。

2. ＜コピーヲ　チュウシ　シマスカ？＞と表示された
ら、［ ］を押して＜ハイ＞を選択します。

ジョブが中止され、コピー部数がリセットされます。
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付録

............................................................ 4-4

............................................................ 4-5

...........................................................................4-5

...........................................................................4-5

............................................................ 4-6

短縮ダイヤルを登録／
...........................................................................4-6

録／編集する........................................4-8

......................................................... 4-11

使用する...............................................4-11

る...............................................................4-11

用する....................................................4-12

........................................................................4-12
1

2

3
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は

4 送信と受信

基本的な送信操作..................................................

読み込み設定...........................................................

画質を調節する ...........

濃度を調節する ...........

宛先を登録／編集／削除する.............................

ワンタッチダイヤル／
編集する...........................

グループダイヤルを登

宛先を指定する ......................................................

ワンタッチダイヤルを

短縮ダイヤルを使用す

グループダイヤルを使

宛先表を使用する......
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付録

......................................................... 4-14

......................................................... 4-15

........................................................................4-15

......................................................... 4-16

......................................................... 4-17

........................................................................4-17

切り替える..........................................4-18

........................................................................4-18

（ポーズの挿入）.............................4-19

......................................................... 4-20

......................................................... 4-21

設定............................................................4-21

........................................................................4-22

........................................................................4-22

........................................................................4-24

........................................................................4-25

ト方法を選択する..........................4-26

........................................................................4-26

........................................................................4-27

......................................................... 4-28
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手動で送信する ......................................................

送信応用機能...........................................................

同報送信...........................

コンピュータからファクス送信する................

ファクスダイヤル機能 .........................................

リダイヤル......................

一時的にトーン発信へ

ダイヤル時回線確認.

海外にファクスを送る

基本的な受信操作..................................................

受信応用機能...........................................................

ファクス／ TEL 詳細

手動で受信する ...........

代行受信...........................

メモリ受信......................

リモート受信.................

受信した文書のプリン

DM 制限...........................

特殊なファクス出力.

送受信ジョブを中止する.....................................
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付録

......................................................... 4-29

....................................................................4-29

中のジョブを確認／
........................................................................4-29
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メモリ内の送受信ジョブを確認／操作する...

送受信履歴を確認する

送信中または送信待機
削除する...........................



トップ

戻る 前へ 次へ

4-4

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

タート］を押します。
台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに｢スタート｣を
ます。すべての原稿の読み込みが完了したら［OK］を押します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

基本的な送信操作
以下の手順に従って原稿を送信してください。

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［ファクス］を押します。
必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（→ P.4-5）
を参照してください。

3. テンキーを使って相手先のファクス番号を入力しま
す。
ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルなど、スピードダイヤルを使って宛
先を指定することもできます。（→宛先を指定する：P.4-11）

4. ［ス
原稿
押し

 = 0 1 2 X X X X X X X
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付録

を調節する
の初期値は（5）に設定されています。

ァクス］を押します。

度］を押します。

］または［ ］を押して濃度を選択し、［OK］
します。

］：原稿の濃度を薄くします。
］：原稿の濃度を濃くします。

メモ

順で手動調整した場合は、読み込みが終了すると、設定値が初期値
ります。基本設定として登録したい場合は、［初期設定／登録］→
ァクスセッテイ＞→＜キホントウロク＞→＜ヒョウジュンモードノ
ンコウ＞→＜ヨミトリ　ノウド＞で設定登録を行ってください。（→
ューの設定内容：P.11-4）

+

1
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キャン

設定

ナンス

は

読み込み設定
送信原稿の種類に合わせて、画質と濃度を調整できます。高い画質に
設定すると、出力画像は鮮明になりますが、通信速度は遅くなります。

■ 画質を調節する
工場出荷時の初期値は＜ファイン＞に設定されています。

1. ［ファクス］を押します。

2. ［画質］を繰り返し押して希望の画質を選択し、［OK］
を押します。
＜ヒョウジュン＞：文字のみの原稿に適しています。（200 × 100dpi）
＜ファイン＞：文字の細かい原稿に適しています（解像度は＜ヒョウジュ
ン＞の 2 倍）。（200 × 200dpi）
＜シャシン＞：写真を含む原稿に適しています（解像度は＜ヒョウジュ
ン＞の 2 倍）。（200 × 200dpi）
＜スーパーファイン＞：細かい文字と画像を含む原稿に適しています（解
像度は＜ヒョウジュン＞の 4 倍）。（200 × 400dpi）

■ 濃度
工場出荷時

1. ［フ

2. ［濃

3. ［
を押

［
［

本手
に戻
＜フ
　ヘ
メニ

-
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困ったときに

付録

のしかたについては、「文字の入力方法」（→ P.1-8）を参照してく

ダイヤルに登録した宛先は、お使いのコンピュータにファイルとし
たり、保存したファイルを本製品に取り込むことができます。詳細
は、「宛先表をファイルに保存する（エクスポート）」（→ P.7-15）
宛先表をファイルから読み込む（インポート）」（→ P.7-16）を参照
さい。
の宛先については、宛先一覧表を出力して参照できます。
ト設定：P.11-12）

タッチダイヤル／短縮ダイヤルを登録／
する

ッチダイヤル／短縮ダイヤルを登録する

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜アテサキヒョウ
ウセッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ワンタッチ　ダイ
＞または＜タンシュク　ダイヤル＞を選択し、
］を押します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

宛先を登録／編集／削除する
原稿の送信先はテンキー入力の他、宛先登録機能を使って指定できま
す。テンキーでは宛先を 1 字ずつ入力するのに対し、宛先登録機能で
はよく利用する宛先（ファクス／電話番号）をあらかじめ登録してお
くことで原稿送信時に宛先を入力する手間を省くことができます。こ
のように宛先をあらかじめ登録しておくことのできる機能を宛先表と
呼び、宛先表を使って素早く簡単に宛先を指定する方法をスピードダ
イヤルと呼びます。スピードダイヤルを使った宛先の指定方法は以下
の種類があります。

● ワンタッチダイヤル（→ワンタッチダイヤルを使用する：P.4-11）

･ 登録済みの宛先を 1 回のキー操作で呼び出す機能です。最大 8 件ま
で宛先を登録できます。

･ 原稿送信時は、登録先のワンタッチダイヤルキー（01 ～ 08）を押
すだけで宛先を指定できます。

● 短縮ダイヤル（→短縮ダイヤルを使用する：P.4-11）

･ 登録済みの宛先を短縮番号を使って呼び出す機能です。最大 100 件
まで宛先を登録できます。

･ 原稿送信時は、［短縮ダイヤル］を押したあと、2 桁の登録先番号
（00 ～ 99）を入力するだけで宛先を指定できます。

● グループダイヤル（→グループダイヤルを使用する：P.4-12）

･ ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルとして登録済みの各宛先を 1 つ
のグループにまとめて登録する機能です。複数の宛先を 1 つの宛先
として登録するため、1 度に送信する相手先が多い場合でも宛先指
定操作が簡単に行えます。

･ グループダイヤルの登録先は未登録のワンタッチダイヤルになりま
す。1つのグループダイヤルには最大50件まで宛先を登録できます。

･ 原稿送信時の宛先指定操作はワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルと
同様になります。

● 宛先表キーによる指定（→宛先表を使用する：P.4-12）

･ ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤル／グループダイヤルとして登録
済みの宛先を相手先の名前から検索して指定できます。登録先を忘
れてしまった場合などに便利な機能です。

･ 原稿送信時は、［宛先表］を押したあと、相手先の名前から検索して
指定できます。

メモ

･ 文字入力
ださい。

･ スピード
て保存し
について
または「
してくだ

･ 登録済み
（→レポー

■ ワン
編集

ワンタ

1. ［初

2. ［
シヨ

3. ［
ヤル

［OK
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困ったときに

付録

ッチダイヤル／短縮ダイヤルを編集する

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜アテサキヒョウ
ウセッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ワンタッチ　ダイ
＞または＜タンシュク　ダイヤル＞を選択し、
］を押します。

］または［ ］を押して編集するワンタッチ
ヤル（01 ～ 08）または短縮ダイヤル（00 ～

）を選択し、［OK］を押します。
パネル上の以下のキーを使って選択することもできます。
タッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキー（01 ～ 08）を押します。
ダイヤル：［短縮ダイヤル］を押したあと、テンキーを使って 2 桁の
（00 ～ 99）を入力します。

］を押して変更する文字にカーソルを移動し、
リア］を押します。
内容をすべて消去する場合は、［クリア］を長押しします。

キーを使って新しい名前を入力し、［OK］を押
す。

］を押して変更する文字にカーソルを移動し、
リア］を押します。
内容をすべて消去する場合は、［クリア］を長押しします。

キーを使って新しい番号を入力し、［OK］を押
す。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

4. ［ ］または［ ］を押して登録するワンタッチ
ダイヤル（01 ～ 08）または短縮ダイヤル（00 ～
99）を選択し、［OK］を押します。
操作パネル上の以下のキーを使って選択することもできます。
ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキー（01 ～ 08）を押します。
短縮ダイヤル：［短縮ダイヤル］を押したあと、テンキーを使って 2 桁の
番号（00 ～ 99）を入力します。

5. テンキーを使って相手先の名前（スペースを含め最大
20 文字）を入力し、［OK］を押します。

6. テンキーを使って登録するファクス／電話番号（ス
ペースとポーズを含め最大 50 桁）を入力し、［OK］
を押します。

続けて新しいワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録する場合
は、手順 4 からの操作を繰り返し行ってください。

7. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

ワンタ

1. ［初

2. ［
シヨ

3. ［
ヤル

［OK

4. ［
ダイ
99
操作
ワン
短縮
番号

5. ［
［ク

入力

6. テン
しま

7. ［
［ク

入力

8. テン
しま

9. ［ス

_

0 1 2 X X X X X X X _



トップ

戻る 前へ 次へ

4-8

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

プダイヤルに宛先を登録する

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜アテサキヒョウ
ウセッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜グループ　ダイヤ
を選択し、［OK］を押します。

ープダイヤルの登録先を指定し、［OK］を押し
。

録のワンタッチダイヤルを登録先として指定します。
］または［ ］を押して登録先を選択します。また、ワンタッチ

ヤルキー（01 ～ 08）を押して選択することもできます。

キーを使ってグループの名前（スペースを含め最
0 文字）を入力し、［OK］を押します。

ープダイヤルに登録する宛先（最大 50 件）をす
指定し、［OK］を押します。

済みのワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを宛先として指定し
。
タッチダイヤルを指定する場合：ワンタッチダイヤルキー（01 ～
を押します。

ダイヤルを指定する場合：［短縮ダイヤル］を押したあと、2 桁の番
00 ～ 99）を入力します。複数指定する場合は、1 つの宛先を指定
ごとに［短縮ダイヤル］を押します。

メモ

］または［ ］を押すと指定した宛先を確認できます。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

_

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルを削除する

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜アテサキヒョウ
シヨウセッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ワンタッチ　ダイ
ヤル＞または＜タンシュク　ダイヤル＞を選択し、

［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して削除するワンタッチ
ダイヤル（01 ～ 08）または短縮ダイヤル（00 ～
99）を選択し、［OK］を押します。
操作パネル上の以下のキーを使って選択することもできます。
ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキー（01 ～ 08）を押します。
短縮ダイヤル：［短縮ダイヤル］を押したあと、テンキーを使って 2 桁の
番号（00 ～ 99）を入力します。

5. ［クリア］を長押しして名前を削除し、［OK］を押し
ます。

6. ［クリア］を長押しして番号を削除し、［OK］を押し
ます。

メモ

ファクス／電話番号を消去した場合は、相手先の名前も自動的に消去さ
れます。

7. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

■ グループダイヤルを登録／編集する

メモ

グループダイヤルを登録する際は、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに
宛先を登録しておいてください。

グルー

1. ［初

2. ［
シヨ

3. ［
ル＞

4. グル
ます
未登

［
ダイ

5. テン
大 2

6. グル
べて
登録
ます
ワン
08）
短縮
号（
する

［

7. ［ス
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付録

消去する

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜アテサキヒョウ
ウセッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜グループ　ダイヤ
を選択し、［OK］を押します。

を消去するグループダイヤルを指定し、［OK］を
ます。

ープダイヤルは、操作パネル上の対応するワンタッチダイヤルキー
～ 08）を押して選択することもできます。

ープ名が表示されたら、［OK］を押します。

］または［ ］を押して消去する宛先を選択
［クリア］を押します。
て別の宛先を消去する場合は、本手順を繰り返します。

］を押します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

宛先を追加する

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜アテサキヒョウ
シヨウセッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜グループ　ダイヤ
ル＞を選択し、［OK］を押します。

4. 宛先を追加するグループダイヤルを指定し、［OK］を
押します。
グループダイヤルは、操作パネル上の対応するワンタッチダイヤルキー

（01 ～ 08）を押して選択することもできます。

5. テンキーを使って新しい名前を入力し、［OK］を押
します。

6. グループダイヤルに追加する宛先を指定し、［OK］を
押します。
指定操作方法については、「グループダイヤルに宛先を登録する」（→ P.4-8）
を参照してください。

7. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

宛先を

1. ［初

2. ［
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3. ［
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8. ［ス
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付録

プダイヤルを消去する

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜アテサキヒョウ
ウセッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜グループ　ダイヤ
を選択し、［OK］を押します。

を消去するグループダイヤルを指定し、［OK］を
ます。

ープダイヤルは、操作パネル上の対応するワンタッチダイヤルキー
～ 08）を押して選択することもできます。

ープ名が表示されたら、［OK］を押します。

リア］押して登録済みの宛先を 1 件ずつすべて消
、［OK］を押します。

メモ

先をすべて消去すると、グループ名は自動的に消去されます。
録した宛先の数のみ［クリア］を押してください。登録した宛先数を
えて［クリア］を押すと、ディスプレイの表示は＜アテサキヒョウ
ヨウセッテイ＞に戻り、グループダイヤルは消去されません。この場
は、手順 2 からの操作を繰り返し行ってください。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

グループ名を変更する

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜アテサキヒョウ
シヨウセッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜グループ　ダイヤ
ル＞を選択し、［OK］を押します。

4. グループ名を変更するグループダイヤルを指定し、
［OK］を押します。

グループダイヤルは、操作パネル上の対応するワンタッチダイヤルキー
（01 ～ 08）を押して選択することもできます。

5. ［ ］を押して変更する文字にカーソルを移動し、
［クリア］を押します。

名前全体を消去する場合は、［クリア］を長押しします。

6. テンキーを使って新しい名前を入力し、［OK］を押
します。

7. ［OK］を押します。

8. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

グルー

1. ［初

2. ［
シヨ

3. ［
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付録

ダイヤルを使用する

る場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。（→宛先を登
削除する：P.4-6）

をセットします。
を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

ァクス］を押します。
に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（→ P.4-5）
照してください。

縮ダイヤル］を押します。

キーを使って 2 桁の登録先番号（00 ～ 99）を入
ます。

ったキーを押した場合は、［ストップ／リセット］を押したあと、手
から操作をやりなおしてください。

タート］を押します。
台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに｢スタート｣を
ます。すべての原稿の読み込みが完了したら［OK］を押します。

= 0 1 2 3 X X X X X X
 0 1 ]
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11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

宛先を指定する
スピードダイヤルを使って原稿を送信します。

■ ワンタッチダイヤルを使用する

メモ

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。（→宛先を登
録／編集／削除する：P.4-6）

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［ファクス］を押します。
必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（→ P.4-5）
を参照してください。

3. 登録先のワンタッチダイヤルキー（01 ～ 08）を押し
ます。
間違ったキーを押した場合は、［ストップ／リセット］を押したあと、手
順 2 から操作をやりなおしてください。

4. ［スタート］を押します。
原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに｢スタート｣を
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら［OK］を押します。

■ 短縮

メモ

お使いにな
録／編集／

1. 原稿
ADF

2. ［フ
必要
を参

3. ［短

4. テン
力し

間違
順 2

5. ［ス
原稿
押し
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困ったときに

付録

表を使用する
うと、登録済みの宛先を宛先表から検索できます。どのワ

ダイヤルまたは短縮ダイヤルに宛先を登録したか忘れてし
に便利です。
べての宛先を通して探す（＜アテサキリスト　ヒョウジ＞）
ますし、宛先を名前で検索する（＜アテサキ　ケンサク＞）
ます。

する場合は、「宛先を登録／編集／削除する」（→ P.4-6）を参照し
。

スト表示

をセットします。
を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

ァクス］を押します。
に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（→ P.4-5）
照してください。

先表］を押します。
が登録されていない場合は、＜ミトウロクデス＞と表示されます。

］または［ ］を押して＜アテサキリスト
ウジ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して宛先を選択します。

先はワンタッチダイヤルキー（01 ～ 08）、短縮ダイヤル（00 ～
9）の順に表示されます。
ンタッチダイヤルキーと短縮ダイヤルに宛先の名前が登録されてい
い場合は、ファクス番号が表示されます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ グループダイヤルを使用する

メモ

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。（→宛先を登
録／編集／削除する：P.4-6）

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［ファクス］を押します。
必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（→ P.4-5）
を参照してください。

3. グループダイヤルの登録先のワンタッチダイヤル
キー（01 ～ 08）を押します。
間違ったキーを押した場合は、［ストップ／リセット］を押したあと、手
順 2 から操作をやりなおしてください。

4. ［スタート］を押します。
原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに｢スタート｣を
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら［OK］を押します。

■ 宛先
宛先表を使
ンタッチ
まった場合
登録したす
こともでき
こともでき

メモ

宛先を登録
てください

宛先リ

1. 原稿
ADF

2. ［フ
必要
を参

3. ［宛
宛先

4. ［
ヒョ

5. ［

･ 宛
9

･ ワ
な

[ 0 1 ]
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困ったときに

付録

］または［ ］を押して宛先を選択します。

タート］を押します。
台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに｢スタート｣を
ます。すべての原稿の読み込みが完了したら［OK］を押します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

6. ［スタート］を押します。
原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに｢スタート｣を
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら［OK］を押します。

相手先の名称を検索する

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［ファクス］を押します。
必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（→ P.4-5）
を参照してください。

3. ［宛先表］を押します。
宛先が登録されていない場合は、＜ミトウロクデス＞と表示されます。

4. ［ ］または［ ］を押して＜アテサキ　ケンサ
ク＞を選択し、［OK］を押します。

5. テンキーを使って、検索する名称の最初の文字を入力
し、［OK］を押します。
たとえば、「ア」で始まる相手先の名称を検索する場合は、［1］（ア）を
押します。
入力モードを切り替える場合は、［＊］を押してください。ディスプレイ
右上に入力モードを示す＜ア＞（カタカナ入力）、＜ A ＞（アルファベッ
ト入力）または＜ 1 ＞（数字入力）が表示されます。

･ 検索可能な文字数は最大 10 文字です。
･ アルファベットで検索する場合は、大文字と小文字は区別されます。

大文字で登録した宛先を検索するには大文字で、小文字で登録した宛
先を検索するには小文字で入力してください。

･ 検索が完了すると、入力した文字に一致する宛先の数が括弧の中に表
示されます。

･ 新しく検索しなおすには［クリア］を押します。

6. ［

7. ［ス
原稿
押し
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付録

先のファクス／電話番号をダイヤルします。

メモ

クス／電話番号を入力する前に、発信音を確認してください。発信
確認する前に番号を入力すると、通じなかったり、間違った番号に
ったりすることがあります。

器で相手と話します。
4 で［オンフック］を押した場合は、相手先の声が聞こえたら受話

取ります。
先の声ではなく「ピー」という音が聞こえた場合は、手順 8 に進ん
ださい。

クスの受信準備をするよう相手先に依頼します。

ー」という音が聞こえたら［スタート］を押し、
器を置きます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

手動で送信する
原稿を送信する前に相手と話をしたい場合、または相手先のファクス
機が自動受信できない場合は、手動で送信してください。

メモ

･ 手動送信では、原稿台ガラスは使用できません。
･ 手動送信では、グループダイヤルは使用できません。

1. 外付け電話機を本製品に接続します。
外付け電話機の接続方法については、スタートアップガイド「本製品の
セットアップ」「電話回線を接続する」を参照してください。

メモ

本製品に接続する電話機が、黒電話 *（600 型、601 型など）を含む、金
属ベル内蔵電話機の場合は、呼び出し音が小さかったり、呼び出し音が
鳴らない可能性があります。
*黒電話とは、以前に一般家庭で普及していた、旧式の黒い電話機の総称
です。

2. ADF に原稿をセットします。

3. ［ファクス］を押します。
必要に応じて原稿の設定を調整する場合は、「読み込み設定」（→ P.4-5）
を参照してください。

4. ［オンフック］を押すか、外付け電話機の受話器を取
ります。

［オンフック］を押すと、一時期に通信音量を［ ］または［ ］を
押して調整できます。

5. 相手

ファ
音を
かか

6. 受話
手順
器を
相手
でく

7. ファ

8. 「ピ
受話
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困ったときに

付録

キーまたはスピードダイヤルを使って複数の宛
最大 124 件）を指定し、［OK］を押します。

キーを使う場合：テンキーを使って宛先を入力したあと、［OK］を
ます。最大 16 件まで宛先を指定できます。
タッチダイヤルを使う場合：ワンタッチダイヤルキー（01 ～ 08）
します。
ダイヤルを使う場合：［短縮ダイヤル］を押したあと、2 桁の番号
～ 99）を入力します。複数指定する場合は、1 つの宛先を指定する
に［短縮ダイヤル］を押します。
表を使う場合：［宛先表］を押したあと、［ ］または［ ］を押
＜アテサキリスト　ヒョウジ＞または＜アテサキ　ケンサク＞を選
、［OK］を押します。＜アテサキ　ケンサク＞を選択した場合は、検
る相手先の名称の最初の文字を入力し、［OK］を押します。［ ］
は［ ］を押して宛先を選択します。検索可能な文字数は最大 10
です。

メモ

て新しいワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録する場合
手順 4 からの操作を繰り返し行ってください。

タート］を押します。
台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに｢スタート｣を
ます。すべての原稿の読み込みが完了したら［OK］を押します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

送信応用機能
本製品には送信応用機能として、同報送信があります。

■ 同報送信
1 回の操作で複数の宛先（最大 124 件）に同じ原稿を送信できます。

メモ

･ 1 度に指定できる宛先数は最大 124 件です。124 件のうち、テンキーを使っ
て指定できる宛先数は最大 16 件です。グループダイヤルを使用する場合、宛
先件数はグループ単位ではなく、グループに登録されている宛先数単位で計
算されます。たとえば、1 つのグループに 10 件の宛先が登録されている場
合、宛先件数は 1 件ではなく 10 件と計算されます。

･ 複数の宛先に送信する機会が頻繁にある場合は、グループダイヤルとして宛
先を登録しておくと便利です。

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［初期設定／登録］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ドウホウ＞を選択
し、［OK］を押します。

4. テン
先（
テン
押し
ワン
を押
短縮

（00
ごと
宛先
して
択し
索す
また
文字

続け
は、

5. ［ス
原稿
押し
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付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

コンピュータからファクス送信する
以下の手順で、コンピュータからファクスを送信します。
ファクスドライバがインストールされていることを確認してくださ
い。確認方法は、スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェ
ア設定」「ネットワーク接続」または「コンピュータでのソフトウェア
設定」「USB 接続」を参照してください。
ファクスドライバの設定については、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

メモ

OS やアプリケーションによっては、手順や画面に表示される項目が異なる場合
があります。

1. アプリケーションで開いている文書から、［ファイル］
→［印刷］をクリックします。

2. ファクスアイコン（Canon MF4200 Series（FAX））
を選択し、［印刷］または［OK］をクリックします。

3. ［送信の設定］タブで名前とファクス番号を指定し、
［相手先一覧に追加］をクリックします。

4. ［OK］をクリックします。
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付録

］または［ ］を押して＜ソウシン　キノウ
ッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ジドウ　リダイヤ
を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
］を押します。

］または［ ］を押してリダイヤルする回数
力し、［OK］を押します。

キーを使って数値を入力することもできます。

］または［ ］を押してリダイヤルする間隔
）を入力し、［OK］を押します。

キーを使って数値を入力することもできます。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

                2

                2
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ファクスダイヤル機能

■ リダイヤル
手動リダイヤルと自動リダイヤルがあります。自動リダイヤルでは、リ
ダイヤルの回数と間隔を設定することができます。

手動リダイヤル

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［ファクス］を押します。

3. ［リダイヤル／ポーズ］を押します。

4. ［スタート］を押します。
原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに［スタート］
を押します。すべての原稿の読み込みが完了したら、［OK］を押します。

メモ

＜システム　カンリ　セッテイ＞の＜ソウシンキノウノ　セイゲン＞で
＜リダイヤルノ　セイゲン＞が＜ ON ＞に設定されている場合は、リダ
イヤルは使用できません。

自動リダイヤル

工場出荷時の初期値は次のように設定されています。
＜ジドウ　リダイヤル＞：＜ ON ＞
＜リダイヤル　カイスウ＞：＜ 2 カイ＞
＜リダイヤル　カンカク＞：＜ 2 フン＞

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［
　セ

4. ［
ル＞

5. ［
［OK

6. ［
を入

テン

7. ［
（分

テン

8. ［ス
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付録

ヤル時回線確認
使うと、ダイヤル時に回線がつながっているかどうか確認
できます。
の初期値は＜ OFF ＞に設定されています。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ソウシン　キノウ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ダイヤルジカイセ
カクニン＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
］を押します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 一時的にトーン発信へ切り替える
銀行や航空会社、ホテルなどが提供するプッシュホンサービスの中に
は、プッシュ回線での利用を前提とするものがあります。本製品がダ
イヤル回線に接続されている場合は、以下の手順で一時的にトーン信
号を送出することができます。

メモ

通話するには、外付け電話機を本製品に接続する必要があります。

1. ［ファクス］を押します。

2. ［オンフック］を押します。

メモ

ファクス番号を入力する前に、発信音を確認します。発信音を確認する
前に番号を入力した場合、通じなかったり、間違った番号にかかったり
することがあります。

3. テンキーを使って、情報サービスにダイヤルします。

4. 情報サービスの録音メッセージが応答したら、［トー
ン］を押してトーン発信に切り替えます。

5. テンキーを使って、情報サービスに必要な番号を入力
します。

6. ファクスを受信する場合は、［スタート］を押します。
終了すると通信を自動的に切断し、回線は元の設定に戻ります。

■ ダイ
この機能を
することが
工場出荷時

1. ［初

2. ［
を選

3. ［
セッ

4. ［
ン　

5. ［
［OK

6. ［ス
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付録

に応じてファクス／電話番号の末尾に、［リダイ
／ポーズ］を押してポーズを入力します。

ーズを意味する＜ P ＞が番号の末尾に表示されます。

タート］を押します。
台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿 1 枚ごとに｢スタート｣を
ます。すべての原稿の読み込みが完了したら［OK］を押します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 海外にファクスを送る（ポーズの挿入）
海外へのファクス送信時、ファクス番号にポーズの挿入が必要な場合
があります。

1. 原稿をセットします。
ADF を使用しない場合は、1 枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。

2. ［ファクス］を押します。
必要に応じて原稿の設定を調整する場合は、「読み込み設定」（→ P.4-5）
を参照してください。

3. テンキーを使って国際アクセス番号を入力します。
国際アクセス番号の詳細については、最寄りの電話会社にお問い合わせ
ください。

4. 必要に応じて［リダイヤル／ポーズ］を押し、ポーズ
を入力します。

･ ポーズを意味する＜ P ＞が番号の途中に表示されます。
･ 番号の途中に入れるポーズ時間の長さは 2.5 秒です。
･ ポーズを連続して入れる場合は、もう一度［リダイヤル／ポーズ］を

押してください。

5. テンキーを使って相手先の国番号、エリア番号、ファ
クス／電話番号を入力します。

6. 必要
ヤル
･ ポ

7. ［ス
原稿
押し

 = 1 2 3 P
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付録
1

2

3

4

5
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8
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前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

基本的な受信操作
以下の手順に従って、ファクスの受信を設定します。
工場出荷時の初期値は＜ジドウ＞に設定されています。

メモ

以下の用紙を使用してください。
･ 用紙サイズ：A4、オフィシオ、ブラジル－オフィシオ、メキシコ－オフィシ

オ、フォリオ、ガヴァメント－レター、ガヴァメント－リーガル、FOOLSCAP、
レター、リーガル

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ジュシンモード＞
を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して受信モードを選択し、
［OK］を押します。

＜ジドウ＞：すべての着信をファクスとして受信します。
＜ルス TEL ＞：ファクスの場合は自動的に受信し、電話の場合は留守番
電話機が用件を録音します。
＜ FAX/TEL ＞：外付け電話機が接続されている場合は、ファクスと電
話を自動的に切り替えます。（→ファクス／ TEL 詳細設定：P.4-21）
＜シュドウ＞：着信に応答しません。手動でファクスを受信してくださ
い。（→手動で受信する：P.4-22）

メモ

･ ＜ FAX/TEL ＞または＜シュドウ＞の場合は、外付け電話機を本製品
に接続してください。

･ ＜ルス TEL ＞の場合は、留守番電話機を本製品に接続してください。

5. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
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付録

ビダシ　カイシ　ジカン＞を設定する場合は、
］、［ ］、またはテンキーを使って着信してか

び出し音を鳴らす前に、本製品がファクスかどう
検出する時間（4 秒～ 30 秒）を選択し、［OK］
します。

した時間が短いと、ファクス受信時にファクスと検出されず、外付
話機の呼び出し音が鳴る場合があります。呼び出し音が鳴っても
クスは受信できますが、ファクス受信時に呼び出し音が鳴ってしま
合は、＜ヨビダシ　カイシ　ジカン＞を長く設定してください。
した時間は、相手側は呼び出し音が何も聞こえない状態になります。
した時間が長いと、相手側の無音状態が長くなります。
出荷時の初期値は＜ 6 ビョウ＞に設定されています。

ビダシ　ジカン＞を設定する場合は、［ ］、
］、またはテンキーを使って呼び出し音を鳴らす

（10 秒～ 45 秒）を選択し、［OK］を押します。
品がファクスを受信すると、呼び出し音が鳴らずに自動的に受信さ
す。
出荷時の初期値は＜ 22 ビョウ＞に設定されています。

ビダシゴノ　ドウサ＞を設定する場合は、［ ］
は［ ］を押して、呼び出し終了後の本製品の
を選択し、［OK］を押します。

出荷時の初期値は＜ジュシン＞に設定されています。
ュシン＞：ファクスを受信します。
ュウリョウ＞：通信を切断します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

受信応用機能
受信に関する応用的機能として、以下の項目を説明します。

● 受信モード（＜ FAX/TEL ＞）の詳細設定

● ファクス手動受信の操作方法

● 代行受信機能

● メモリ受信設定

● リモート受信設定

● 受信原稿のプリント設定

● DM 制限設定

● 受信画像の両面印刷設定

● 受信画像の縮小設定

■ ファクス／ TEL 詳細設定
＜ファクスセッテイ＞の＜ジュシンモード＞で＜ FAX/TEL ＞を選択
した場合は、以下の項目を設定できます。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ジュシン　キノウ
　セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ F ／ T　ショウサイ
　セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

5. ＜ヨ
［
ら呼
かを
を押
設定
け電
ファ
う場
設定
設定
工場

6. ＜ヨ
［
時間
本製
れま
工場

7. ＜ヨ
また
動作
工場
＜ジ
＜シ

8. ［ス
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付録

ーランプが点灯し、メッセージが交互に表示され
。

リ代行受信した場合は、ディスプレイに＜ジュシンデータプリント
マセン／エラーカイジョゴ　プリント＞と交互に以下のメッセージ
示されます。

：コピーやプリント時、受信文書のプリント時に用紙カセットまた
差しトレイに用紙がセットされていない。
：用紙をセットしてください。用紙カセットの場合は、用紙をセッ
たあとに［OK］を押してください。
を確認する場合は「ディスプレイの表示」（→ P.10-11）を参照して
さい。

：本体内で紙づまりが起きた。
：つまった用紙を取り除いて（→用紙がつまったときには：P.10-3）、
カセットまたは手差しトレイに用紙をセットしなおしてください。
カバーを開閉して実行中のジョブを再開してください。

：用紙カセットまたは手差しトレイにある用紙のサイズが＜ヨウシ
ッテイ＞メニューの＜カセット＞または＜テザシトレイ＞で指定し
紙と違う。
：用紙をセットしなおすか＜ヨウシ　セッテイ＞メニューで指定し
紙サイズを変更してください。（→＜タダシイヨウシヲ　セットシテ
サイ＞と表示された場合：P.10-19）

: B 5

: B 5
1

2

3

4
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前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 手動で受信する
＜ジュシンモード＞で＜シュドウ＞を選択した場合は、以下の手順で
ファクスを受信します。

1. 着信音が鳴ったら、外付け電話機の受話器を取りま
す。

2. ［ファクス］を押します。

3. ビープ音が聞こえたら［スタート］を押します。

4. 受話器を置きます。

■ 代行受信
トナー切れや用紙切れなどでプリントができない場合、本製品は受信
した文書をいったんメモリに蓄積します。この機能を代行受信と呼び
ます。

メモ

･ 本体のメモリは、最大で 256 ジョブまたは約 256 ページ分のデータを蓄積
できます。*
* 相手側のファクスが Canon Satera MF4270 で、ITU-T チャート No.1 を

標準モードで送信した場合のページ数です。メモリに蓄積できる最大の
ページ数は、送信側のファクスによって異なります。

･ 蓄積されたページはプリントされるとメモリから削除されます。
･ メモリがいっぱいになると、残りのページは受信できません。相手に残りの

ページを再送信してくれるよう連絡してください。

1. エラ
ます
メモ
デキ
が表

原因
は手
処置
トし
詳細
くだ

原因
処置
用紙
次に

原因
　セ
た用
処置
た用
クダ
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：用紙が正しくセットされていないか、トナーカートリッジが正し
ットされていない。
：用紙カセットと手差しトレイからセットされている用紙を取り除
ください。そのあと、用紙をセットしなおしてください。
ーカートリッジを正しくセットしてください。
を確認する場合は「ディスプレイの表示」（→ P.10-11）を参照して
さい。

：トナーがなくなった。
：トナーを均一にならしてください。（→トナーを均一にならす：
8）メッセージが引き続き表示された場合は、新しいトナーカート
ジに交換してください。
を確認する場合は「ディスプレイの表示」（→ P.10-11）を参照して
さい。

ーを解消すると、受信文書がプリントされます。
1
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は

原因：トナーカバーが完全に閉じていない。
処置：トナーカバーが完全に閉じているか確認してください。

原因：手差しトレイに用紙がセットされている。
処置：手差しトレイにセットされている用紙を取り除いてください。手
差しトレイに用紙がセットされていると、ファクス、レポートおよびリ
ストはプリントされずにメモリに蓄積されます。

原因：プリントに適切な用紙サイズが設定されていない。
処置：レポート、リスト、受信したデータをプリントする場合は、＜ヨ
ウシセッテイ＞の＜カセット＞を＜ A4 ＞、＜ OFICIO ＞、＜ BRAZIL-
OFICIO ＞、＜ MEXICO-OFICIO ＞、＜ FOLIO ＞、＜ GOVERNMENT-
LETTER ＞、＜GOVERNMENT-LEGAL ＞、＜FOOLSCAP ＞、＜LTR ＞、
または＜ LGL ＞に設定してください。（→用紙のサイズと種類を設定す
る：P.2-13）
詳細を確認する場合は「ディスプレイの表示」（→ P.10-11）を参照して
ください。

原因：本体内で紙づまりが起きた。
処置：つまった用紙を取り除いて（→用紙がつまったときには：P.10-3）、
用紙カセットまたは手差しトレイに用紙をセットしなおしてください。
次にトナーカバーを開閉して本製品をリセットしてください。

原因
くセ
処置
いて
トナ
詳細
くだ

原因
処置
P.9-
リッ
詳細
くだ

2. エラ
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付録

キーを使ってメモリ受信の暗証番号（最大 7 桁）
力し、［OK］を押します。

カン　シテイ＞を設定する場合は、［ ］また
］を押して＜ジカン　シテイ＞を選択し、

］を押します。
リ受信の開始時刻と終了時刻を指定できます。開始時刻になると自
にメモリ受信に切り替わり、終了時刻になると解除されます。

］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
］を押します。

を指定しない場合は、＜ OFF ＞を選択し手順 12 に進んでください。

イシジコク＞を設定する場合は、テンキーを使っ
始時刻（24 時間制）を入力し、［OK］を押します。

ュウリョウジコク＞を設定する場合は、テンキー
って終了時刻（24 時間制）を入力し、［OK］を
ます。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

2 3 4 5 6 7

0 0 : 0 0_

0 0 : 0 0_
1
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前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ メモリ受信
受信した文書をプリントせずにメモリに保存するように設定しておく
ことができます。この機能をメモリ受信と呼びます。メモリ受信機能
を解除すると、保存された文書はプリントされます。（→メモリ受信し
た文書をプリントする：P.4-25）
工場出荷時の初期値は＜ OFF ＞に設定されています。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜システム　カンリ
　セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ツウシン　カンリ
セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜メモリジュシン
セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
メモリ受信の暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
［OK］を押します。

メモ

メモリに保存されている文書がある場合、＜ OFF ＞を選択すると保存さ
れている文書がプリントされます。

6. ＜パスワード＞を設定する場合は、［ ］または
［ ］を押して＜パスワード＞を選択し、［OK］を
押します。
パスワードを指定しない場合は、手順 8 に進んでください。

7. テン
を入

8. ＜ジ
は［

［OK
メモ
動的

9. ［
［OK

時刻

10.＜カ
て開

11.＜シ
を使
押し

12.［ス

1
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付録

ート受信
受信機能を使うと、本製品に接続された外付け電話機から

手動で受信することができます。本製品が離れた場所にあ
たは本製品が使用中の場合に便利です。
の初期値は＜ ON ＞、＜リモート　ジュシン　ID ＞は＜ 25 ＞
ています。

ト受信 ID を登録する

モート受信 ID（初期値：25）を変更する場合は、以下の手
ます。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ジュシン　キノウ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜リモート　ジュシ
を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
］を押します。

キーを使って新しいリモート受信 ID（00 ～ 99）
力し、［OK］を押します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1
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キャン

設定

ナンス

は

メモリ受信した文書をプリントする

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜システム　カンリ
　セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ツウシン　カンリ
セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜メモリジュシン
セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
メモリ受信の暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して＜ OFF ＞を選択し、
［OK］を押します。

メモリに保存されている文書がプリントされます。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

■ リモ
リモート
ファクスを
る場合、ま
工場出荷時
に設定され
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付録

制限
のファクスの受信を拒否できます。工場出荷時の初期値は

に設定されています。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ジュシン　キノウ
ッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ DM セイゲン＞を
し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
］を押します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1
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ファクスをリモート受信する

1. 着信があったら、外付け電話機の受話器を取ります。

2. テンキーを使って、2 桁のリモート受信 ID を入力し、
受信を開始します。

メモ

外付け電話機の回線設定がダイヤル回線になっている場合は、リモート
受信 ID を入力する前に、［トーン］を押してプッシュ回線に切り替えて
ください。

3. 受信が完了したら、受話器を置きます。

■ 受信した文書のプリント方法を選択する
受信した文書をすべてメモリに保存してからプリントするか、受信と
同時に各ページをプリントするかを選択できます。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ジュシン　キノウ
　セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ジュシン　プリン
ト＞を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押してプリント方法を選択
し、［OK］を押します。
＜メモリジュシン＞：受信した文書をすべてメモリに保存してからプリ
ントします。
＜プリントジュシン＞：受信と同時に各ページをプリントします。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

■ DM
番号非通知
＜ OFF ＞

1. ［初

2. ［
を選

3. ［
　セ

4. ［
選択

5. ［
［OK

6. ［ス



トップ

戻る 前へ 次へ

4-27

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

像の縮小

ージに分けて受信した場合、ページ下部 8mm 以内に含ま
は、読みやすいように次のページの先頭に重複してプリン
。また、縮小してプリントしたり、用紙サイズからはみ出
省略してプリントしたりすることもできます。
の初期値は＜ ON ＞に設定されています。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜プリント　セッテ
を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ガゾウ　シュクショ
を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して縮小の仕方を選択し、
］を押します。

N ＞：受信した文書の長さに合わせて自動的に縮小してプリントし
。
FF ＞：縮小しないでプリントします。
ゾウ　ショウリャク＞：1 ページに収まらない文書の末尾を最大
m まで省略します。収まらない部分が 24mm を超える場合は、省
れないで次のページにプリントされます。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 特殊なファクス出力
両面印刷機能、受信画像縮小があります。

両面印刷

受信した画像を用紙の両面にプリントできます。
工場出荷時の初期値は＜ OFF ＞に設定されています。

メモ

両面印刷の対応用紙サイズは＜ A4 ＞または＜ LTR ＞です。両面印刷をお使い
になる場合は、＜ヨウシ　サイズ＞を＜ A4 ＞または＜ LTR ＞に設定してくだ
さい。（→用紙のサイズと種類を設定する：P.2-13）

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜ファクスセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜プリント　セッテ
イ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜リョウメンキロク＞
を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
［OK］を押します。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

受信画

原稿を数ペ
れるデータ
トされます
した部分を
工場出荷時

1. ［初

2. ［
を選

3. ［
イ＞

4. ［
ウ＞

5. ［
［OK

＜ O
ます
＜ O
＜ガ
24m
略さ

6. ［ス
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

送受信ジョブを中止する
原稿の読み込み操作や送受信操作を中止します。

1. ［ファクス］を押します。

2. ［ストップ／リセット］を押します。

3. ＜ツウシンヲ　チュウシ　シマスカ？＞と表示され
たら、［ ］を押して＜ハイ＞を選択します。

メモ

･ ADF に原稿が残っている場合は、取り除いてください。
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困ったときに

付録

る
中または送信待機中のジョブを確認／削
る

ステムモニタ］を押します。

］または［ ］を押して＜ツウシン　ジョウ
ウ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押してメモリ内にある送受
ョブを確認します。

ブを削除する場合は、手順 4 に進んでください。削除しない場合は、
ップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

ブを削除する場合は、［ ］または［ ］を
て削除するジョブを選択し、［OK］を押します。

メモ

ウホウ＞の場合は、ジョブに設定されたすべての宛先への送信が
ンセルされます。

］を押して＜ハイ＞を選択します。
操作を中止する場合は、［ ］を押して＜イイエ＞を選択します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

メモリ内の送受信ジョブを確認／操作す
［システムモニタ］を押して、送受信履歴を確認したり送信中または送
信待機中のジョブを確認／削除できます。

■ 送受信履歴を確認する

1. ［システムモニタ］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜ツウシンリレキ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して送受信履歴を表示し
ます。

4. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

■ 送信
除す

1. ［シ

2. ［
キョ

3. ［
信ジ
ジョ

［スト

4. ジョ
押し

＜ド
キャ

5. ［
削除

6. ［ス
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...........................................................................5-3
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...........................................................................5-4
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1
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設定

ナンス

は

5 プリントとスキャン

コンピュータからプリントする ........................

プリント応用機能..................................................

ソートプリント ...........

2 in 1.................................

両面プリント.................

コンピュータからスキャンする（USB 接続の

スキャンジョブの中止 .........................................

コンピュータへのスキ

ジョブの確認と削除..............................................

プリント状況を確認／
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1
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ナンス

は

コンピュータからプリントする
以下の手順で、コンピュータからプリントします。
プリンタドライバがインストールされていることを確認してくださ
い。確認方法は、スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェ
ア設定」「ネットワーク接続」または「コンピュータでのソフトウェア
設定」「USB 接続」を参照してください。プリンタドライバの設定に
ついては、オンラインヘルプを参照してください。

メモ

OS やアプリケーションによっては、手順や画面に表示される項目が異なる場合
があります。

1. アプリケーションで開いている文書から、［ファイル］
→［印刷］をクリックします。

2. プリンタアイコン（Canon MF4200 
Series CARPS2）を選択したあと、［詳細設定］ま
たは［プロパティ］をクリックして、画面を開きます。

3. 設定が終了したら、［OK］をクリックします。

4. ［印刷］または［OK］をクリックします。
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プリントとス
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リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

リケーションで開いている文書から、［ファイル］
印刷］をクリックします。

ンタアイコン（Canon MF4200 Series 
RPS2）を選択したあと、［詳細設定］または［プ
ティ］をクリックして、画面を開きます。

ージ設定］タブをクリックします。

ージレイアウト］の［2 ページ / 枚］を選択し、
］をクリックします。

刷］または［OK］をクリックします。

メモ

ページ／枚］の他に、［4ページ／枚］、［6ページ／枚］、［8ページ／枚］、
ページ／枚］、［16ページ／枚］の中から選択することができます。［ポ
ター（2 × 2）］、［ポスター（3 × 3）］、［ポスター（4 × 4）］を選
すると、複数枚の原稿を貼り合わせたポスターを出力することがで
ます。
数の原稿を指定のサイズに縮小する場合、プルダウンメニューの［配
順］でレイアウト内容を選択することもできます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

プリント応用機能

■ ソートプリント
プリントをページ順にそろえることができます。例えば、プリントし
た 3 ページの原稿の束を 1、2、3、1、2、3 とページ順に排紙します。

1. アプリケーションで開いている文書から、［ファイル］
→［印刷］をクリックします。

2. プリンタアイコン（Canon MF4200 Series 
CARPS2）を選択したあと、［詳細設定］または［プ
ロパティ］をクリックして、画面を開きます。

3. ［仕上げ］タブをクリックします。

4. ［排紙方法］を選択し、［ソート］を押したあと、［OK］
をクリックします。

5. ［印刷］または［OK］をクリックします。

■ 2 in 1
2 in 1 は、2 枚の原稿を自動的に縮小して指定サイズにプリントしま
す。

1. アプ
→［

2. プリ
CA
ロパ

3. ［ペ

4. ［ペ
［OK

5. ［印

･［2
［9
ス
択
き

･ 複
置

原稿

プリント
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システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

リケーションで開いている文書から、［ファイル］
印刷］をクリックします。

ンタアイコン（Canon MF4200 Series 
RPS2）を選択したあと、［詳細設定］または［プ
ティ］をクリックして、画面を開きます。

上げ］タブをクリックします。

刷方法］の［両面印刷］を選択し、［OK］をク
クします。

刷］または［OK］をクリックします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 両面プリント
両面プリント機能を使って、片面の原稿から両面プリントをすること
ができます。

メモ

両面プリントには以下の用紙を使用してください。
･ 用紙サイズ：A4 およびレター
･ 用紙の重さ：64 ～ 80g/m2

1. アプ
→［

2. プリ
CA
ロパ

3. ［仕

4. ［印
リッ

5. ［印

縦原稿

プリント

長辺とじ
（左）

短辺とじ
（上）

プリント
長辺とじ

（上）

横原稿

短辺とじ
（左）

プリント

プリント
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続のみ）
1

2

3

4

5

6

7

8

9
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前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

コンピュータからスキャンする（USB 接
以下の手順で、USBで接続されたコンピュータに原稿を読み込みます。
スキャナドライバがインストールされていることを確認してくださ
い。確認方法は、スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェ
ア設定」「USB 接続」を参照してください。
スキャナドライバの設定については、スキャナドライバガイド（付属
の CD-ROM に収録されています）を参照してください。

1. 原稿をセットします。

2. ［スキャン］を押します。

3. MF Toolbox を起動し、 マークを選択するボタン
の上にドラッグして、スキャン形式を設定します。
選択したボタンの上にマークが表示されます。

4. ［スタート］を押します。
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キャン

設定

ナンス

は

スキャンジョブの中止
以下の手順で、進行中のジョブを中止します。

■ コンピュータへのスキャンジョブを中止する

1. ［ストップ／リセット］を押します。

2. コンピュータ画面上の［OK］をクリックします。
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ナンス

は

ジョブの確認と削除
［システムモニタ］を押して、処理中のプリントジョブの状態を確認／
削除できます。

メモ

実行／メモリランプが点灯していることを確認してください。実行／メモリラ
ンプが消灯している場合は、メモリに保存されているプリントジョブはすべて
消えています。

■ プリント状況を確認／削除する

1. ［システムモニタ］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜プリント　ジョウ
キョウ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押してメモリ内にあるプリ
ント中のジョブを確認します。
ジョブを削除する場合は、手順 3 に進んでください。削除しない場合は、

［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

4. ［ ］または［ ］を押して削除するジョブを選
択し、［OK］を押します。

5. ［ ］を押して＜ハイ＞を選択します。
削除操作を中止する場合は、［ ］を押して＜イイエ＞を選択します。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
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6 ネットワーク

動作環境...................................................................

コンピュータからプリ

ネットワーク環境で使用するために必要な作

IP アドレス設定 ..........

インタフェースの設定

通信環境の設定 ...........

プリント／ファクス送信の設定 ........................

本製品の設定.................

コンピュータの設定.

プリントサーバを設定

その他のネットワーク設定.................................

TCP/IP 設定..................

起動時間の設定 ...........

ネットワーク設定の確認.....................................

本製品を管理する..................................................

リモート UI を使って

NetSpot Device Ins



トップ

戻る 前へ 次へ

6-2

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

動作環境
本製品をネットワーク環境で使用する場合に必要なシステム環境を説明します。

■ コンピュータからプリントまたはファクス送信する
コンピュータからプリントまたはファクス送信するには、以下のシステム環境が必要です。

● 対応している OS

･ Microsoft Windows 2000 Server 日本語版

･ Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版

･ Microsoft Windows XP Professional 日本語版

･ Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版

･ Microsoft Windows Server 2003 日本語版

･ Microsoft Windows Vista 日本語版

● 対応しているコンピュータ

･ Windows 機、IBM PC 互換機

● 対応しているプロトコル

･ TCP/IP

メモ

Windows 2000 をお使いのときは、ServicePack4 以降をインストールしてください。
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な作業
ドレス設定

DHCP を使用して IP アドレスを自動で取得できるように初
ています。

Pアドレスを確認するには、スタートアップガイド「コンピュー
トウェア設定」「ネットワーク接続」を参照してください。

スを自動で取得できない場合や、手動で設定する場合は、以
設定します。

P アドレスを取得できるように設定されている場合は、ネットワーク
接続し、本製品の電源を入れるだけで自動的に IP アドレスを取得で

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜システム　カンリ
ッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ネットワーク　セッ
＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ TCP/IP セッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ IP アドレス　ジド
ュトク＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ OFF ＞を選択し、
］を押します。

］または［ ］を押して＜ IP アドレス＞を選
、［OK］を押します。
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ネットワーク環境で使用するために必要
本製品をネットワーク環境で使用する場合に必要となる基本的なネッ
トワーク設定について説明します。はじめに以下の作業／設定が済ん
でいるか確認してください。

● ネットワークケーブルの接続

ネットワークケーブルで本製品をネットワークに接続します。
（→スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェア設定」
「ネットワーク接続」）

● TCP/IP の基本的な設定

本製品とネットワーク上のコンピュータが通信できるように、本製
品の IP アドレスなどを設定します。（→スタートアップガイド「コ
ンピュータでのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」）

確認が済んだらこれから基本的なネットワーク設定を行います。設定
が完了したら以下を参照の上、各機能を使用するために必要となる設
定操作を行ってください。

● コンピュータからプリントまたはファクス送信する
（→プリント／ファクス送信の設定：P.6-7）

メモ

各種設定操作はネットワーク管理者が行うことをおすすめします。

■ IP ア
本製品は、
期設定され
取得したI
タでのソフ
IP アドレ
下の手順で

メモ

DHCP で I
ケーブルを
きます。

1. ［初

2. ［
　セ

3. ［
テイ

4. ［
を選

5. ［
ウシ

6. ［
［OK

7. ［
択し
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タフェースの設定

NET ドライバ

ETHERNET 接続の種類を設定します。
の初期値は＜ジドウ　ケンシュツ＞に設定されています。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜システム　カンリ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

テム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
力したあと、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ネットワーク　セッ
＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ ETHERNET ドラ
＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ジドウ　ケンシュ
を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して検出方法を選択し、
］を押します。

ドウ＞：通信モード（半二重／全二重）および ETHERNET の種類
ase-T/100Base-TX）が自動的に検出されます。手順 11 に進ん

ださい。
ュドウ＞：通信モードと ETHERNET の種類を手動で設定します。

メモ

を入れたままネットワークケーブルを再接続する場合（別の
ERNET ハブにケーブルを接続しなおす場合など）、＜ジドウ　ケン
ツ＞を＜ジドウ＞に設定していても、自動検出機能は動作しません。
を切った状態でケーブルを接続してください。）
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8. テンキーを使って IP アドレスを入力し、［OK］を押
します。

9. ［ ］または［ ］を押して＜ TCP/IP セッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

10.［ ］または［ ］を押して＜サブネット　マス
ク＞を選択し、［OK］を押します。

11.テンキーを使ってサブネットマスクを入力し、［OK］
を押します。

12.［ ］または［ ］を押して＜ TCP/IP セッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

13.［ ］または［ ］を押して＜ゲートウェイアド
レス＞を選択し、［OK］を押します。

14.テンキーを使ってゲートウェイアドレスを入力し、
［OK］を押します。

15.［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

16.主電源を入れなおします。

■ イン

ETHER

通信方法と
工場出荷時

1. ［初

2. ［
セッ
シス
を入

3. ［
テイ

4. ［
イバ

5. ［
ツ＞

6. ［
［OK

＜ジ
（10B
でく
＜シ

電源
ETH
シュ

（電源

1 9 2 . 1 6 8 . 0 0 1 . 0 2 1

2 5 5 . 2 5 5 . 2 5 5 . 0 0 0

1 9 2 . 1 6 8 . 0 0 1 . 2 5 4
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環境の設定
ットワーク上のコンピュータの通信環境を設定します。

使うと、本製品の状態の監視や、本製品の情報の入手が簡単
。工場出荷時の初期値は＜ ON ＞に設定されています。以

目を設定できます。

ティメイ＞：
コミュニティ名を設定します。コミュニティ名は 2 つまで設
。
の初期値は＜コミュニティメイ1＞に＜public＞が設定さ
。

　カキコミ　カノウ＞：
ク上のコンピュータから本製品にアクセスし、有効になっ
を変更できます。各コミュニティに対して別々に設定でき

の初期値は＜ SNMP　カキコミ　カノウ　1 ＞に＜ ON ＞
MP　カキコミ　カノウ　2 ＞に＜ OFF ＞が設定されていま

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜システム　カンリ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

テム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
力したあと、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ネットワーク　セッ
＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ SNMP　セッテイ＞
択し、［OK］を押します。
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7. 手順 6 で＜シュドウ＞を選択した場合は、［ ］ま
たは［ ］を押して＜ツウシン　ホウシキ＞を選択
し、［OK］を押します。

8. ［ ］または［ ］を押して通信方式を選択し、
［OK］を押します。

＜ゼンニジュウ＞：同時に送信／受信します。
＜ハンニジュウ＞：交互に送信／受信します。

9. ［ ］または［ ］を押して＜ETHERNETノ　シュ
ルイ＞を選択し、［OK］を押します。

10.［ ］または［ ］を押して ETHERNET の通信
種類を選択し、［OK］を押します。
＜ 100　BASE-TX ＞：100Base-TX ネットワーク接続を設定します。
＜ 10　BASE-T ＞：10Base-T ネットワーク接続を設定します。

11.［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

12.主電源を入れなおします。

■ 通信
本製品とネ

SNMP

SNMP を
にできます
下の 2 項

＜コミュニ
SNMP の
定できます
工場出荷時
れています
＜ SNMP
ネットワー
ている設定
ます。
工場出荷時
が、＜ SN
す。

1. ［初

2. ［
セッ
シス
を入

3. ［
テイ

4. ［
を選
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］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
］を押します。

NMP　カキコミ　カノウ　2＞を設定する場合は、
］または［ ］を押して＜ SNMP　セッテイ＞

択し、［OK］を押します。
NMP　カキコミ　カノウ　2 ＞を設定しない場合は、手順 19 に進ん
ださい。

］または［ ］を押して＜ SNMP　カキコミ
ノウ　2 ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
］を押します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

源を入れなおします。
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5. ＜ SNMP ヲ　シヨウ＞と表示されていることを確認
し、［OK］を押します。

6. ［ ］または［ ］を押して＜ ON ＞または
＜ OFF ＞を選択し、［OK］を押します。
＜ ON ＞：本製品の各項目を設定または確認する場合、SNMP を使用す
るユーティリティで情報を取得します。
＜ OFF ＞：SNMP ユーティリティを使用しません。手順 19 に進んでく
ださい。

メモ

キヤノンのプリンタドライバを使用する場合は、＜ ON ＞を選択してく
ださい。

7. ［ ］または［ ］を押して＜ SNMP　セッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

8. ＜コミュニティメイ 1 ＞と表示されていることを確
認し、［OK］を押します。

9. テンキーを使って「public」以外のコミュニティ名
を入力し、［OK］を押します。

10.［ ］または［ ］を押して＜ SNMP　セッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

11.＜コミュニティメイ 2 ＞を設定する場合は、［ ］ま
たは［ ］を押して＜コミュニティメイ 2 ＞を選
択し、［OK］を押します。
＜コミュニティメイ2＞を設定しない場合は、手順14に進んでください。

12.テンキーを使ってコミュニティ名を入力し、［OK］を
押します。

13.［ ］または［ ］を押して＜ SNMP　セッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

14.［ ］または［ ］を押して＜ SNMP　カキコミ
　カノウ　1 ＞を選択し、［OK］を押します。

15.［
［OK

16.＜ S
［
を選
＜ S
でく

17.［
　カ

18.［
［OK

19.［ス

20.主電
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品の設定
ットワークを使用する場合のプリント方法を設定します。
の初期値は、＜ LPD インサツ＞と＜ RAW インサツ＞が
設定されています。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜システム　カンリ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

テム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
力したあと、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ネットワーク　セッ
＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ TCP/IP セッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ LPD インサツ＞を
し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ ON ＞または＜ OFF ＞
択し、［OK］を押します。

N ＞：プリント用アプリケーションに LPD を使用します。
FF ＞：LPD 印刷を使用しません。

］または［ ］を押して＜ TCP/IP セッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ RAW インサツ＞を
し、［OK］を押します。
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プリント／ファクス送信の設定
プリントやファクス送信するために必要な本製品のネットワーク設定
およびコンピュータの設定をします。
プリントやファクス送信の設定の前に、以下を設定しておく必要があ
ります。

メモ

各種設定操作はネットワーク管理者が行うことをおすすめします。

1. ネットワークケーブルを本製品に接続します。（→ス
タートアップガイド「コンピュータでのソフトウェア
設定」「ネットワーク接続」）
ネットワークケーブルで本製品をネットワークに接続します。

2. TCP/IP の基本的な設定をします。（→ IP アドレス設
定：P.6-3 またはスタートアップガイド「コンピュー
タでのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」）
本製品とネットワーク上のコンピュータが通信できるように、本製品の
IP アドレスなどを設定します。設定には以下を使用します。
･ 本製品の操作パネル（［初期設定／登録］）
･ NetSpot Device Installer（付属の CD-ROM に収録されているキヤ

ノンユーティリティソフトウェア）

3. 基本的なネットワークの設定をします。
確認が済んだらこれから基本的なネットワーク設定を行います。設定に
は以下を使用します。
･ 本製品の操作パネル
･ ウェブブラウザ（リモート UI）

■ 本製
TCP/IP ネ
工場出荷時
＜ ON ＞に

1. ［初

2. ［
セッ
シス
を入

3. ［
テイ

4. ［
を選

5. ［
選択

6. ［
を選
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ンタのプロパティ画面を開きます。
indows Vista の場合は、Windows のタスクバーの［スタート］→
ントロールパネル］→［ハードウェアとサウンド］→［プリンタ］

クリックします。
indows 2000 の場合は、Windows のタスクバーの［スタート］→
定］→［プリンタ］をクリックします。

indows XP Professional/Server 2003 の場合は、Windows の
スクバーの［スタート］→［プリンタと FAX］をクリックします。
indows XP Home Edition の場合は、Windows のタスクバーの
タート］→［コントロールパネル］→［プリンタとその他のハード

ェア］→［プリンタと FAX］をクリックします。

non MF4200 Series CARPS2］または［Canon
4200 Series（FAX）］を右クリックし、［プロパ
］を選択します。

ート］タブをクリックして［ポート］のページを
させます。

ートの追加］をクリックして［プリンタポート］
を開きます。

用可能なポートの種類］から、［Standard TCP/
Port］を選択し、［新しいポート］をクリックし
。

TCP/IP プリンタポートの追加ウィザードが起動します。
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9. ［ ］または［ ］を押して＜ ON ＞または＜ OFF ＞
を選択し、［OK］を押します。
＜ ON ＞：プリント用アプリケーションに RAW を使用します。
＜ OFF ＞：RAW 印刷を使用しません。手順 10 に進んでください。

10.［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

11.主電源を入れなおします。

■ コンピュータの設定
● TCP/IP ネットワークに接続する

本製品を使用するすべてのコンピュータに TCP/IP クライアントソフ
トウェアがインストールされ、TCP/IP ネットワークが利用可能な状態
である必要があります。詳細については、オペレーティングシステム
の取扱説明書を参照してください。

● プリンタドライバのインストールおよび接続先を設定する

コンピュータからプリントするには、プリンタドライバをインストー
ルし、接続先を設定する必要があります。インストール方法は、スター
トアップガイド「コンピュータでのソフトウェア設定」「ネットワーク
接続」を参照してください。接続先設定は、プリント用アプリケーショ
ンによって異なります。以下の情報を基に、お使いになるプリント用
アプリケーションを決定し、必要な手順を実行してください。

LPD：TCP/IP で通常使用するアプリケーションです。
Raw：Windows 2000/XP/Server 2003/Vista で使用するアプリ
ケーションです。LPD より高速でプリントできます。

メモ

手順中の画面や項目名は、Windows XP のものです。OS の種類によっては、
項目名が異なることがあります。

1. プリ
･ W
［コ
を

･ W
［設

･ W
タ

･ W
［ス
ウ

2. ［Ca
MF
ティ

3. ［ポ
表示

4. ［ポ
画面

5. ［利
IP 
ます
標準
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ンタのプロパティボックスで、［ポートの構成］
リックします。［プロトコル］で［LPR］をク
クし、［LPR 設定］で［キュー名］にプリント
ーを入力します。
印刷をお使いになる場合は、［プロトコル］で［Raw］が選択され

ることを確認し、手順 11 に進んでください。

メモ

ー名］にプリントキューを設定できます。以下の 3 つのプリント
ーが利用できます。
スプール設定のとおりにプリントします。通常はこの設定を選択し
。
OL：スプール設定に関係なく、ハードディスク上のプリントジョブ
プールしてからのみプリントします。
CT：スプール設定に関係なく、ハードディスク上のプリントジョブ

プールしないでプリントします。

］をクリックします。

じる］をクリックします。
1
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6. ［次へ］をクリックします。

7. ［プリンタ名または IP アドレス］で、本製品の IP アド
レスかホスト名を入力し、［次へ］をクリックします。

本製品に割り当てた IP アドレスを入力してから［次へ］をクリックする
と、［標準 TCP/IP プリンタポートの追加ウィザードの完了］ウィンドウ
が表示されます。

8. ［完了］をクリックします。
ダイアログボックスに［ポート情報がさらに必要です。］と表示された場
合は、画面の手順に従って再検出を行うか、［標準］をクリックします。
プルダウンリストから［Canon Network Printing Device with P9100］
をクリックし、［次へ］をクリックします。

9. ［閉じる］をクリックして［プリンタポート］画面を
閉じます。

10.プリ
をク
リッ
キュ
Raw
てい

［キュ
キュ
LP：
ます
SPO
をス
DIRE
をス

11.［OK

12.［閉
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のプリンタを共有する］（Windows 2000の場合
共有する］）を選択して、任意の共有名を入力し
。

品を Windows 2000/XP/Server 2003 以外
ソコンと共有するときは、［追加ドライバ］をク
クします。

した OS 用のプリンタドライバインストールの画面が表示されます。
ンタドライバのファイルの場所を入力して、画面の指示に従ってく
い。

メモ

パソコンにプリンタドライバをインストールするときは、［プリンタ
加ウィザード］のプリンタの接続先を選択する画面で［ネットワー
リンタ］を選択して、プリントサーバに設定したパソコンの共有プ
タを選択してください。

］をクリックします。
プリンタの設定が完了しました。
1
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■ プリントサーバを設定する
ネットワーク上の Windows 2000/XP/Server 2003/Vista をプリ
ントサーバに設定することで、ネットワークプリンタを効率よく管理
できるようになります。プリントサーバを設定すると、プリントジョ
ブはプリントサーバによって管理されます。また、あらかじめプリン
トサーバに代替ドライバをインストールしておくと、各パソコンはプ
リンタドライバをネットワークからインストールできるようになりま
す。

1. プリンタドライバのプロパティ画面を表示します。
･ Windows Vista の場合は、Windows のタスクバーの［スタート］→
［コントロールパネル］→［ハードウェアとサウンド］→［プリンタ］
をクリックします。

･ Windows 2000 の場合は、Windows のタスクバーの［スタート］→
［設定］→［プリンタ］をクリックします。

･ Windows XP Professional/Server 2003 の場合は、Windows の
タスクバーの［スタート］→［プリンタと FAX］をクリックします。

･ Windows XP Home Edition の場合は、Windows のタスクバーの
［スタート］→［コントロールパネル］→［プリンタとその他のハード
ウェア］→［プリンタと FAX］をクリックします。

2. 本製品のプリンタドライバアイコンを右クリックし、
［共有］を選択します。

3. Windows Vista の場合は、［共有オプションの変更］
をクリックします。
他の OS をお使いの場合は、手順 4 に進んでください。

メモ

［ユーザーアカウント制御］ダイアログボックスが表示された場合は、
［続行］をクリックしてください。

4. ［こ
は［
ます

5. 本商
のパ
リッ
選択
プリ
ださ

他の
の追
クプ
リン

6. ［OK
共有
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源を入れなおします。

番号の設定

境に応じて各種プロトコルのポート番号を変更します。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜システム　カンリ
ッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

テム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
力したあと、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ネットワーク　セッ
＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ TCP/IP セッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ポートバンゴウ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押してポート番号を変更す
ロトコルを選択し、［OK］を押します。

キーを使ってポート番号を入力し、［OK］を押
す。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

源を入れなおします。
1
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その他のネットワーク設定
お使いのネットワーク環境や用途に応じて必要となるネットワーク設
定について説明します。

メモ

各種設定操作はネットワーク管理者が行うことをおすすめします。

■ TCP/IP 設定

HTTP 設定

HTTP を使用するかどうかを設定します。HTTP はウェブブラウザ（リ
モート UI）を使用する場合に必要です。
工場出荷時の初期値は＜ ON ＞に設定されています。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜システム　カンリ
　セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ネットワーク　セッ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ TCP/IP セッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して＜ HTTP ヲ　シヨウ＞
を選択し、［OK］を押します。

6. ［ ］または［ ］を押して＜ ON ＞を選択し、
［OK］を押します。

7. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

8. 主電

ポート

お使いの環

1. ［初

2. ［
　セ
シス
を入

3. ［
テイ

4. ［
を選

5. ［
セッ

6. ［
るプ

7. テン
しま

8. ［ス

9. 主電
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■ 起動時間の設定
本製品をスイッチングハブなどに接続している場合は、ネットワーク
の設定が正しくてもネットワークへの接続ができないことがありま
す。これは、スイッチングハブ間でのスパニングツリー処理により、本
製品をスイッチングハブに接続した直後は本製品とスイッチングハブ
間の通信ができないためです。この場合は、本製品の通信開始を待機
させる必要があります。
工場出荷時の初期値は＜ 60 ビョウ＞に設定されています。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜システム　カンリ
　セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ネットワーク　セッ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜キドウジカンノ
セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］、［ ］、またはテンキーを使って本製品の
ネットワーク部の起動時間（0 秒～ 300 秒）を設定
し、［OK］を押します。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

7. 主電源を入れなおします。
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ネットワーク設定の確認
ネットワークの設定内容（IP アドレス／サブネットマスク／ゲート
ウェイアドレス）を確認できます。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜システム　カンリ
　セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ネットワーク　セッ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ IP アドレス　カク
ニン＞を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して確認する設定項目を
選択し、［OK］を押します。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
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Spot Device Installer を使って管理す

 Device Installer は、ネットワークに接続されているキヤノ
期設定をするユーティリティソフトウェアです。NetSpot

staller は CD-ROM に収録されています。NetSpot Device
をインストールすることにより、キヤノン製品のネットワー
定を簡単にすばやく行うことができます。

 Device Installer の使いかたについては、NetSport Device
のオンラインヘルプを参照してください。
1
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本製品を管理する
以下のソフトウェアを使って、コンピュータから本製品の状態の確認
や設定をすることができます。

･ リモート UI

･ NetSpot Device Installer（付属の CD-ROM に収録されているキ
ヤノンユーティリティソフトウェア）

■ リモート UI を使って本製品を管理する
本製品にインストールされているリモート UI を使って、ウェブブラウ
ザから本製品を管理できます。
リモート UI の起動方法については、

「リモート UI を使うには」（→ P.7-3）を参照してください。

■ Net
る

NetSpot
ン製品の初
Device In
Installer
クの初期設
NetSpot
Installer
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............................................................ 7-2

............................................................ 7-3

る....................................................................7-3

............................................................ 7-5

............................................................ 7-6

する ............................................................7-6

...........................................................................7-7

............................................................ 7-8

......................................................... 7-12

定をする...............................................7-12

ルから読み込む.......................... 7-15

存する（エクスポート）.............7-15

読み込む（インポート）.............7-16

......................................................... 7-18
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キャン

設定

ナンス

は

7 リモート UI

動作環境...................................................................

リモート UI を使うには.......................................

リモート UI を起動す

本製品の状態と情報を表示する ........................

ジョブを管理する..................................................

プリントジョブを管理

通信履歴を表示する.

宛先表を表示／操作する.....................................

システム管理の設定をする.................................

システム管理情報の設

宛先表の情報をファイルに保存する／ファイ

宛先表をファイルに保

宛先表をファイルから

デバイスの仕様設定をする.................................
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動作環境
リモート UI を使用するには、以下のシステムおよびネットワーク環境
が必要です。

● オペレーティングシステム

･ Microsoft Windows 2000 Professional

･ Microsoft Windows XP

･ Microsoft Windows Vista

● ウェブブラウザ

･ Microsoft Internet Explorer 5.01 SP4 以降（Internet Explorer
6.0 以降を推奨）
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オンするモードを選択します。
者モード］：［管理者モード］を選択し、システム管理暗証番号を入

ます。システム管理暗証番号を設定していない場合は、入力する必
ありません。
ユーザモード］：［一般ユーザモード］を選択し、ユーザ名を入力し

。

メモ

テム管理暗証番号については、「システム管理暗証番号を設定す
→ P.8-2）を参照してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

リモート UI を使うには
リモート UI ソフトウェアを使って、ウェブブラウザからネットワーク
に接続された本製品へのアクセスと管理ができます。

● ネットワーク上のパソコンから本製品の状況を確認できます

● パソコンから本製品の設定や操作ができます

■ リモート UI を起動する

メモ

･ リモート UI を起動する前に、＜システム　カンリ　セッテイ＞にある＜ネット
ワーク　セッテイ＞の＜ IP アドレス　カクニン＞を選択し、本製品の IP アドレ
スを確認します。IP アドレスがわからない場合は、ネットワーク管理者にお問い
合わせください。（→ネットワーク設定の確認：P.6-13）

･ リモート UI には、プロキシサーバ経由では接続できません。プロキシサーバ
をお使いの環境では、ウェブブラウザでプロキシを使用しないアドレスに本
製品の IP アドレスを設定してください。

1. ウェブブラウザを起動します。

2. アドレスバーに本製品の IP アドレスを入力し、キー
ボードの［Enter］キーを押します。
リモート UI 画面が表示されます。

3. ログ
［管理
力し
要は

［一般
ます

シス
る」（
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本製品の現在の状態などを表示します。

リモート UI のトップページに戻ります。

リモートUIのオンラインヘルプを表示しま
す。

現在のプリントジョブなどの状態を表示し
ます。

表示中のページのトップに戻ります。

本製品の設定リストなどを表示します。

本製品に登録されている宛先表の各宛先
（ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルなど）
を表示します。
1
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4. ［OK］をクリックします。
リモート UI にログオンすると［デバイス］の［状態］ページが表示され
ます。

A

B

C

D

E

F

G
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メモ

トワーク設定の変更は、本製品の主電源スイッチを入れなおしたあ
有効になります。設定を変更したあと、一度本製品の主電源を切り、
後に電源を入れなおしてください。

態］ 本製品の現在の状態とエラーメッセージ
が表示されます。エラーの詳細を確認する
には、［エラー情報］をクリックします。

報］ 管理者についての情報や設置場所などの、
本製品に関する情報が表示されます。

備］ 現在のシステム設定で使用可能な機能が
表示されます。

ットワーク］ 利用できるネットワークインタフェース
とネットワークプロトコルについての情
報が表示されます。管理者モードでログオ
ンした場合は、これらの設定を変更するこ
ともできます。

ウンタ確認］ 今までにプリント、コピー、受信印刷ジョ
ブで印刷された総排紙枚数が表示されま
す。
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6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

本製品の状態と情報を表示する
リモート UI を使って、本製品の現在の状態、管理者、設置場所、各種
設定などの情報を表示することができます。

1. ［デバイス］をクリックし、メニューから表示したい
項目を選択します。

ネッ
とに
10 秒

［状

［情

［装

［ネ

［カ



トップ

戻る 前へ 次へ

7-6

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ントジョブを削除する場合は、削除したいジョブ
消去］をクリックします。

メモ

したジョブは、元に戻せません。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ジョブを管理する
リモート UI から、プリントジョブを管理することができます。また、
送受信の結果を表示することもできます。

■ プリントジョブを管理する
リモート UI から印刷中や待機中のプリントジョブを管理できます。

メモ

一般ユーザモードでログオンした場合、［初期設定／登録］→［システム管理］
→［編集］→［暗証番号の登録］で［一般ユーザによるジョブ操作を許可する］
にチェックマークがついていないときは、印刷ジョブを削除できません。［一般
ユーザによるジョブ操作を許可する］にチェックマークがついているときは、ロ
グオンするときに入力したユーザ名と「ユーザ名」が一致するジョブのみ、削
除することができます。（→システム管理の設定をする：P.7-12）

1. ［ジョブ］をクリックし、メニューから［印刷ジョブ］
を選択します。
印刷中や待機中のジョブの一覧が表示されます。

2. プリ
の［

削除



トップ

戻る 前へ 次へ

7-7

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 通信履歴を表示する
リモート UI を使って、送受信ジョブの通信履歴を表示できます。通信
履歴には最新の送受信ジョブが 60 件まで表示されます。

1. ［ジョブ］をクリックし、メニューから［通信ジョブ］
を選択します。

［通信ジョブ］が表示され、通信済みの送受信ジョブの情報を確認できま
す。



トップ

戻る 前へ 次へ

7-8

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

録済みの宛先を表示／編集するには：

の宛先を表示するには、番号または名称をクリックします。

内容を編集するには、［編集］をクリックします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

宛先表を表示／操作する
リモートUIから、宛先表の各宛先の追加や編集をすることができます。

メモ

･［ワンタッチダイヤル］と［短縮ダイヤル］は、本製品のパネルからも設定で
きます。詳細については、「各種機能を登録／設定する」（→ P.11-3）を参照
してください。

･ 管理者モードでログオンした場合のみ、設定を変更できます。

1. ［アドレス］をクリックし、メニューから［ワンタッ
チダイヤル］または［短縮ダイヤル］を選択します。

● 登

現在

登録



トップ

戻る 前へ 次へ

7-9

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

］をクリックします。

クス番号を登録するには、プルダウンリストから［ファクス］を選
、必要な項目を設定して、［OK］をクリックします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

必要な項目を設定して、［OK］をクリックします。

● 新しい宛先を登録するには：

［未登録］または名称に［未登録］と表示されている番号をクリックしま
す。

［編集

ファ
択し



トップ

戻る 前へ 次へ

7-10

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ダウンリストから［ワンタッチダイヤル］または［短縮ダイヤル］を
し、グループに登録する番号のチェックボックスを選択して［OK］
リックします。

バーリスト］に登録した宛先が表示されていることを確認し、［OK］
リックします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

グループダイヤルを登録するには、プルダウンリストから［グループ］を
選択し、［選択］をクリックします。

［グループ名］に名称を入力して、［宛先表］をクリックします。

プル
選択
をク

［メン
をク



トップ

戻る 前へ 次へ

7-11

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

● 登録済みの宛先を削除するには：

削除したい番号のチェックボックスを選択し、［消去］をクリックします。

メモ

削除した宛先は元に戻せません。



トップ

戻る 前へ 次へ

7-12

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

な項目を設定し、［OK］をクリックします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

システム管理の設定をする

■ システム管理情報の設定をする
リモート UI から、本製品のシステムを管理する情報を設定できます。

メモ

［システム管理］は、本製品の操作パネルからも設定できます。詳細については、
「各種機能を登録／設定する」（→ P.11-3）を参照してください。

1. ［初期設定／登録］をクリックし、メニューから［シ
ステム管理］をクリックして、［編集］をクリックし
ます。

2. 必要



トップ

戻る 前へ 次へ

7-13

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ステム管理暗証番号を設定するには：

番号の登録］をクリックします。

な項目を設定して、［OK］をクリックします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

● 宛先の制限を設定するには：

［送信機能の制限］をクリックします。

必要な項目を設定して、［OK］をクリックします。

● シ

［暗証

必要



トップ

戻る 前へ 次へ

7-14

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

暗証番号を設定する： システム管理暗証番号を設定するに
は、このチェックボックスを選択し
ます。

システム管理暗証番
号：

数字（最大 7 桁）を入力します。

確認入力： 暗証番号を再度入力します。もし入
力した数字が［システム管理暗証番
号］に入力した数字と違っている場
合、エラーのダイアログボックスが
表示されます。

一 般 ユ ー ザ に よ る
ジョブ操作を許可す
る：

本製品が一般ユーザモードのとき、
ログインしたユーザ名の印刷ジョブ
の削除を許可するには、このチェッ
クボックスを選択します。



トップ

戻る 前へ 次へ

7-15

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ァイルから読み込む
表をファイルに保存する（エクスポート）
報をファイルとしてパソコンに保存できます。

期設定／登録］をクリックし、メニューから［イ
ート／エクスポート］をクリックします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

宛先表の情報をファイルに保存する／フ
リモート UI を使って、本製品に登録されている宛先表の情報をパソコ
ンのファイルに保存したり、ファイルから読み込んで本製品に登録し
たりすることができます。インポート／エクスポートはデータの交換
を目的としたもので、リモート UI のみの機能です。

注意

インポート／エクスポートは動作が完了するまでに数分かかることがありま
す。動作が完了するまで、本製品の主電源を切らないでください。本製品が故
障する恐れがあります。

メモ

･ 本製品がスリープモードの場合は、インポートする前に操作パネルの［節電］
を押し、スリープモードを解除してください。

･ エクスポートの動作中は、動作が完了するまで、画面は変わりません。砂時
計やポインタが動作中を示している間は、画面上のボタンをクリックしない
でください。

･［インポート／エクスポート］は、管理者モードでログオンした場合のみ表示
されます。

■ 宛先
宛先表の情

1. ［初
ンポ
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目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

表をファイルから読み込む（インポート）
保存したファイルから、宛先表の情報を本製品に読み込む
ます。

ァイルの内容を登録すると、現在登録されている宛先に新しい宛先
きされます。
は最大 108 件の宛先を登録できます。宛先はそれぞれの情報が 1 件
われます。

期設定／登録］をクリックし、メニューから［イ
ート／エクスポート］をクリックします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

2. ［エクスポート開始］をクリックします。

3. 画面の指示に従って、ファイルの保存場所を指定しま
す。
指定した場所に宛先表が保存されます。

■ 宛先
パソコンに
ことができ

メモ

･ 新しいフ
表が上書

･ 宛先表に
として扱

1. ［初
ンポ
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戻る 前へ 次へ

7-17

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

2. ［インポート］をクリックします。

3. ［参照］をクリックしてインポートするファイルを選
択し、［OK］をクリックします。

メモ

他のジョブを実行中は、インポートを行わないでください。
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目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

目を設定したあと、［OK］をクリックします。

仕様設定画面
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

デバイスの仕様設定をする
リモート UI から、デバイスの仕様を設定することができます。

メモ

［仕様設定］は、本製品の操作パネルからも設定できます。詳細については、「各
種機能を登録／設定する」（→ P.11-3）を参照してください。

1. ［初期設定／登録］をクリックし、メニューから［仕
様設定］をクリックして、設定する項目をクリックし
ます。

2. 各項

共通



トップ

戻る 前へ 次へ

8-1

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

............................................................ 8-2

............................................................ 8-3

を再度確認する..................................8-3

する ............................................................8-3
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

8 システム管理設定

システム管理暗証番号を設定する....................

宛先操作／送信機能を制限する ........................

送信前にファクス番号

リダイヤル機能を制限



トップ
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8-2

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

］または［ ］を押して＜システムカンリシャ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜カンリ　アンショ
ンゴウ＞を選択し、［OK］を押します。

キーを使ってシステム管理暗証番号を入力し、
］を押します。

メモ

内容を消去する場合は、［クリア］を押してください。入力内容をす
消去できます。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

システム管理暗証番号を設定する
本製品のシステム管理暗証番号を設定します。システム管理暗証番号
を設定すると、番号を入力した場合のみ＜システム　カンリ　セッテ
イ＞メニューを操作することができます。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜システム　カンリ
セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

3. ［
セッ

4. ［
ウバ

5. テン
［OK

入力
べて

6. ［ス



トップ

戻る 前へ 次へ

8-3

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

イヤル機能を制限する
機能の使用を許可するかどうかの設定をします。制限機能
ると、以前に指定した宛先を［リダイヤル／ポーズ］を押
すことができなくなります。
の初期値は＜ OFF ＞に設定されています。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜システム　カンリ
テイ＞を選択し、［OK］を押します。

テム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
力したあと、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ソウシンキノウノ
ゲン＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜リダイヤルノ　セ
ン＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ ON ＞または
FF ＞を選択し、［OK］を押します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

宛先操作／送信機能を制限する
宛先に関する操作や送信時に使える機能を制限します。設定できる内
容は以下のとおりです。

･ 送信前にファクス番号を再度確認する

･ リダイヤル機能を制限する

■ 送信前にファクス番号を再度確認する
ファクス送信の宛先指定時に、ファクス番号の再入力画面を表示させ
るかどうかの設定をします。ファクス番号を 2 度入力することで、指
定した宛先に誤りがないことを再度確認してから原稿を送信すること
ができます。ファクス番号の再入力画面はテンキーを使って宛先を指
定した場合に表示されます。
工場出荷時の初期値は＜ OFF ＞に設定されています。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜システム　カンリ
セッテイ＞を選択し、［OK］を押します。
システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号
を入力したあと、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜ソウシンキノウノ
セイゲン＞を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ファクス NO. カク
ニンニュウリョク＞を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して＜ ON ＞または
＜ OFF ＞を選択し、［OK］を押します。
＜ OFF ＞：ファクス番号の再入力画面は表示されません。
＜ ON ＞：ファクス番号の再入力画面が表示されます。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

■ リダ
リダイヤル
を有効にす
して呼ぶ出
工場出荷時

1. ［初

2. ［
セッ
シス
を入

3. ［
セイ

4. ［
イゲ

5. ［
＜ O

6. ［ス



トップ

戻る 前へ 次へ

9-1

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

............................................................ 9-2

...........................................................................9-2

...........................................................................9-2

...........................................................................9-5

入れ ............................................................9-6

............................................................ 9-8

.......................................................................9-8

交換する...............................................9-11

......................................................... 9-15
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

9 日常のメンテナンス

日常のお手入れ ......................................................

本体のお手入れ ...........

内部のお手入れ ...........

定着器のお手入れ......

読み取りエリアのお手

トナーカートリッジの交換時期 ........................

トナーを均一にならす

トナーカートリッジを

本製品を移動するとき .........................................



トップ

戻る 前へ 次へ

9-2

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

のお手入れ
リアを定期的に清掃し、トナーの粉や紙ぼこりがたまらな
てください。

源スイッチを切り、電源コードを抜きます。

パネル部の両端を両手で持ちます。

パネル部（A）をロックされるまで両手で持ち上
す。（かちりという音がします。）

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

日常のお手入れ
本製品のお手入れをする前に、以下を確認してください。

･ メモリにジョブが蓄積されていないことを確認してから、主電源ス
イッチを切り、電源コードを抜いてください。

･ 本製品に傷が付かないよう、柔らかい布をお使いください。

･ ティッシュペーパー、紙タオルなどは使わないでください。内部の
部品に付着したり、静電気発生の原因になったりすることがありま
す。

注意

シンナーやベンジン、アセトンなどの溶剤、およびその他の化学クリーナーは
絶対に使わないでください。本体内部の部品を損傷する恐れがあります。

■ 本体のお手入れ

1. 主電源スイッチを切り、電源コードを抜きます。

2. 水または薄めた中性洗剤を含ませてかたく絞った布
で、本体の表面を拭きます。

3. 乾いてから電源コードを接続し、主電源スイッチを入
れます。

■ 内部
プリントエ
いようにし

1. 主電

2. 操作

3. 操作
げま



トップ

戻る 前へ 次へ

9-3

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカートリッジを取り出します。

注意

意高温」の表示がある部分とローラ部は高温になっています。内部
点検するときは、触れないように注意してください。やけどの原因
なることがあります。
ナーカートリッジを光に当てないよう、保護袋に入れるか厚手の布
包んでください。
ナーカートリッジのドラム保護シャッター（A）を開けないでくださ
。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりすると、印字の質が
下することがあります。

メモ

ーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

4. トナーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

5. トナーカバーを開けます。

6. トナ

･「注
を
に

･ ト
で

･ ト
い
低

トナ

A



トップ

戻る 前へ 次へ

9-4

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカートリッジの右端の突起（A）を本体内部の
ド（B）の下側に合わせ、ガイドに沿って収めま

ーカートリッジが完全に本体に収まるまで手で
込みます。

B

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

7. 清潔で柔らかい、乾いた、糸くずの出ない布で、内部
からトナーの粉や紙ぼこりを取り除きます。

注意

･ 定着器（A）は使用中に熱くなります。触らないように注意してくださ
い。

･ 本製品を損傷することがありますので、搬送ローラ（B）に触らないで
ください。

･ 手や衣類にトナーが付着した場合は、冷水で洗ってください。温水を
使うとトナーが定着し、落ちなくなります。

8. トナーカートリッジの取っ手を持ちます。
矢印（A）を本体に向けてください。

9. トナ
ガイ
す。

10.トナ
押し

A

B

A



トップ

戻る 前へ 次へ

9-5

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

パネル部を下げます。

注意

をはさまないよう注意してください。
ナーカバーが閉まらない場合は、無理に閉めないでください。トナー
バーを開けて、トナーカートリッジが正しくセットされているかを
認してください。

コードを接続し、主電源スイッチを入れます。

器のお手入れ
れた用紙に黒いスジが現れる場合は、定着器が汚れている
ります。このような場合は、以下の手順で定着器をクリー
ください。トナーカートリッジを交換したときにもクリー
ください。A4 の白紙を手差しトレイにセットし、クリーニ
します。

グには約 130 秒かかります。

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押して＜チョウセイ／　ク
ニング＞を選択し、［OK］を押します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

11.トナーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

12.トナーカバーを閉じます。

13.操作

･ 指
･ ト

カ
確

14.電源

■ 定着
プリントさ
可能性があ
ニングして
ニングして
ングを開始

メモ

クリーニン

1. ［初

2. ［
リー

A



トップ

戻る 前へ 次へ

9-6

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

含ませてかたく絞った布で、原稿台ガラスと原稿
ラスカバーの下面を拭きます。次に、乾いた柔ら
布で拭きます。

メモ

を含ませすぎた布で拭くと、原稿が破れたり、本製品を損傷したり
可能性があります。布はかたく絞ってください。

台ガラスカバーを閉じます。

注意

はさまないよう注意してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

3. A4 の白紙を 1 枚、手差しトレイにセットします。

4. ［ ］または［ ］を押して＜テイチャクキノ
クリーニング＞を選択し、［OK］を押します。
クリーニングが開始されます。

メモ

･ クリーニング用の用紙は普通紙を使用してください。
･ クリーニングに使用した用紙は、クリーニング終了後、廃棄してくだ

さい。

■ 読み取りエリアのお手入れ
コピーや送信ファクスの品質を保つため、読み取りエリアを清掃して
ください。

原稿台ガラス

1. 原稿台ガラスカバーを開きます。

2. 水を
台ガ
かい

水分
する

3. 原稿

指を



トップ

戻る 前へ 次へ

9-7

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

F を閉じます。

注意

はさまないよう注意してください。

コードを接続し、主電源スイッチを入れます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ADF

ADF を使ってコピーすると、黒いスジが出る場合があります。これは、
ADF の読み取り部分に付着したのり、インク、修正液などが原因です。
柔らかく清潔な布で、読み取り部分を拭いてください。

1. 主電源スイッチを切り、電源コードを抜きます。

2. ADF を開きます。

3. 水を含ませた布で、ADF 内部のローラ（A）を拭きま
す。次に、乾いた柔らかい布で拭きます。

メモ

水分を含ませすぎた布で拭くと、原稿が破れたり、本製品を損傷したり
する可能性があります。布はかたく絞ってください。

4. AD

指を

5. 電源

A



トップ

戻る 前へ 次へ

9-8

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーを均一にならす

パネル部の両端を両手で持ちます。

パネル部（A）をロックされるまで両手で持ち上
す。（かちりという音がします。）

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

トナーカートリッジの交換時期
トナーが残り少なくなってくると、ディスプレイに＜トナーショウ（ケ
イゾクプリントカ）／トナージュンビ＞と表示されます。この場合は、
トナーを均一にならしてください。トナーがなくなった場合にすぐに交
換できるように、新しいトナーカートリッジを用意しておくことをおす
すめします。
＜トナーガ　ナクナリマシタ／トナーヲ　コウカンシテクダサイ＞と
表示された場合には、トナーを均一にならしてください。メッセージが
引き続き表示された場合は、新しいトナーカートリッジに交換してくだ
さい。コピー中およびプリント中にこのメッセージが表示されると、実
行中のコピーまたはプリントは継続して印刷されます。ファクス受信中
にこのメッセージが表示されると、受信したファクスはプリントされず
にメモリに保存されます。
交換用のトナーカートリッジが手元にはなく、取り急ぎトナーカート
リッジを交換しないで、受信したデータやレポートをプリントしたい場
合は、＜ファクスセッテイ＞の＜プリント　セッテイ＞で＜インジケイ
ゾク＞を＜ ON ＞に設定してください。工場出荷時の初期値は＜ OFF
＞に設定されています。トナー交換後は＜インジケイゾク＞を＜ OFF ＞
に戻しておくことをおすすめします。（→メニューの設定内容：P.11-4）

注意

･ ＜インジケイゾク＞を＜ ON ＞に設定した場合、途中で印字が薄くなったり、
かすれて読み取りができなかったりすることがあります。しかしメモリ内の
受信データはプリントと同時に消えるため、再度、プリントすることができ
ません。

･「注意高温」の表示がある部分とローラ部は高温になっています。内部を点検
するときは、触れないように注意してください。やけどの原因になることが
あります。

メモ

［トナー残量］を押し、トナーカートリッジが寿命の場合も、トナーカートリッ
ジを交換してください。（→トナー残量の確認：P.1-13）

■ トナ

1. 操作

2. 操作
げま



トップ

戻る 前へ 次へ

9-9

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカートリッジを取り出します。

ーカートリッジをゆっくりと数回振り、トナーを
にならします。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

3. トナーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

4. トナーカバーを開けます。

5. トナ

6. トナ
均一

A



トップ

戻る 前へ 次へ

9-10

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカートリッジの右端の突起（A）を本体内部の
ド（B）の下側に合わせ、ガイドに沿って収めま

ーカートリッジが完全に本体に収まるまで手で
込みます。

ーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

B

A

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

7. トナーカートリッジの取っ手（A）を持ちます。

注意

トナーカートリッジのドラム保護シャッター（A）を開けないでください。
ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質が低
下することがあります。

メモ

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。

8. トナ
ガイ
す。

9. トナ
押し

10.トナ

A

A



トップ

戻る 前へ 次へ

9-11

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカートリッジを交換する

パネル部の両端を両手で持ちます。

パネル部（A）をロックされるまで両手で持ち上
す。

ーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

A

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

11.トナーカバーを閉じます。

12.操作パネル部を下げます。

注意

･ 指をはさまないよう注意してください。
･ トナーカバーが閉まらない場合は、無理に閉めないでください。トナー

カバーを開けて、トナーカートリッジが正しくセットされているかを
確認してください。

■ トナ

1. 操作

2. 操作
げま

3. トナ



トップ

戻る 前へ 次へ

9-12

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

メモ

袋は保存しておいてください。後で本製品からトナーカートリッジ
り外す際に必要となります。

注意

ーカートリッジのドラム保護シャッター（A）を開けないでくださ
ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質が
することがあります。

ーカートリッジをゆっくりと数回振り、トナーを
にならします。

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

4. トナーカバーを開けます。

5. トナーカートリッジを取り出します。

6. 保護袋から新しいトナーカートリッジを取り出しま
す。

保護
を取

トナ
い。
低下

7. トナ
均一



トップ

戻る 前へ 次へ

9-13

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカートリッジの取っ手（A）を持ちます。

注意

ーカートリッジのドラム保護シャッター（A）を開けないでくださ
ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質が
することがあります。

メモ

ーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。

A

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

8. トナーカートリッジを平らな場所におき、片手でト
ナーカートリッジを押さえながら、シーリングテープ
を完全に引き抜きます。

メモ

シーリングテープはまっすぐに引き抜いてください。

注意

･ 引き抜いたシーリングテープには、トナーが付着していることがあり
ます。手や衣服を汚さないように注意してください。

･ 手や衣類にトナーが付着した場合は、冷水で洗ってください。温水を
使うと、トナーが定着し、落ちなくなります。

9. トナ

トナ
い。
低下

トナ



トップ

戻る 前へ 次へ

9-14

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカバーを閉じます。

パネル部を下げます。

注意

をはさまないよう注意してください。
ナーカバーが閉まらない場合は、無理に閉めないでください。トナー
バーを開けて、トナーカートリッジが正しくセットされているかを
認してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

10.トナーカートリッジの右端の突起（A）を本体内部の
ガイド（B）の下側に合わせ、ガイドに沿って収めま
す。

11.トナーカートリッジが完全に本体に収まるまで手で
押し込みます。

12.トナーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

13.トナ

14.操作

･ 指
･ ト

カ
確

B

A

A



トップ

戻る 前へ 次へ

9-15

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

パネル部（A）をロックされるまで両手で持ち上
す。（かちりという音がします。）

ーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

A

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

本製品を移動するとき
本製品を長距離移動する場合などは、振動による損傷を防ぐため、以
下の手順に従ってください。

1. 主電源スイッチを切ります。

2. 電源コード、およびすべてのケーブルを本製品の背面
から外します。

3. 排紙補助トレイを使用している場合は、排紙ストッ
パーを折りたたみ、排紙補助トレイを本体内部に押し
込みます。

4. 操作パネル部の両端を両手で持ちます。

5. 操作
げま

6. トナ



トップ

戻る 前へ 次へ

9-16

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

注意

ナーカートリッジを光に当てないよう、保護袋に入れるか厚手の布
包んでください。
ナーカートリッジのドラム保護シャッター（A）を開けないでくださ
。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質
低下することがあります。

メモ

ーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。

ーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

A

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

7. トナーカバーを開けます。

8. トナーカートリッジを取り出します。

･ ト
で

･ ト
い
が

トナ

9. トナ



トップ

戻る 前へ 次へ

9-17

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

カバーを用紙カセットから取り外します。

カセットの前面部を開きます。

カセットから用紙を取り出します。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

10.トナーカバーを閉じます。

11.操作パネル部を下げます。

注意

指をはさまないよう注意してください。

12.用紙

13.用紙

14.用紙



トップ

戻る 前へ 次へ

9-18

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

にある取っ手を使って、本製品を持ち上げます。

注意

属品を持って本製品を持ち上げないでください。本製品を落とすと、
がをする恐れがあります。
が悪い方は、持ち上げる前に本製品の重さを確認してください。
操作ガイド（基本編）「第 13 章 付録」「主な仕様」）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

15.用紙カセットの前面部を持ち上げ、手前に引いて取り
外します。

16.原稿給紙トレイを取り外します。

17.すべてのカバーが閉じていることを確認します。

18.左右

･ 付
け

･ 腰
（→



トップ

戻る 前へ 次へ

10-1

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

......................................................... 10-3

を取り除く.............................................10-3

紙を取り除く.....................................10-4

...................................................... 10-11

...................................................... 10-17

と表示された場合 .................. 10-19

................................................................10-19

する .....................................................10-19

...................................................... 10-20

...................................................... 10-21

...................................................... 10-22

....................................................................10-22

....................................................................10-25
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

10困ったときには

用紙がつまったときには.....................................

ADF につまった原稿

本体内部につまった用

ディスプレイの表示..............................................

エラーコード...........................................................

＜タダシイヨウシヲ　セットシテクダサイ＞

用紙をセットしなおす

用紙サイズ設定を変更

一般的なトラブル..................................................

給紙のトラブル ......................................................

ファクスのトラブル..............................................

送信時のトラブル......

受信時のトラブル......



トップ

戻る 前へ 次へ

10-2

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

...................................................... 10-29

...................................................... 10-31

...................................................... 10-34

...................................................... 10-35

...................................................... 10-36

...................................................... 10-37
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

コピーのトラブル..................................................

プリントのトラブル..............................................

電話のトラブル ......................................................

ネットワークのトラブル.....................................

電力供給が止まったら .........................................

トラブルが解決しない場合.................................



トップ

戻る 前へ 次へ

10-3

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

F につまった原稿を取り除く
イに＜ゲンコウヲ　テンケン　シテクダサイ＞と表示され
ADF からつまった原稿を取り除いてください。

F を開きます。

った原稿の両端を持って、ADF から静かに取り
ます。

メモ

を強く引っ張らないでください。原稿が破れることがあります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

用紙がつまったときには
ディスプレイに＜ゲンコウヲ　テンケン　シテクダサイ＞、＜ヨウシ
ガ　ツマリマシタ＞、または＜ヨウシガ　ツマリマシタ／ウシロカ
バーヲ　アケテクダサイ＞と表示された場合は、ADF か本体内部で紙
づまりが起きています。つまった原稿や用紙を取り除いてください。用
紙カセットや手差しトレイにも用紙がつまっていたら、それも取り除
いてください。
紙づまりが繰り返し起こる場合は、以下を確認してください。

･ 本製品に用紙をセットする前に、平らな場所でそろえてください。

･ お使いの用紙が本製品に適しているか、確認してください。
（→使用可能な用紙：P.2-6）

･ つまった用紙の切れ端が本体内部に残っていないか、確認してくだ
さい。

注意

･ つまった原稿や用紙を取り除くときは、原稿や用紙の端で手を切らないよう
注意してください。

･ つまった用紙を取り除くときや、本体内部を点検するときは、ネックレス、
ブレスレットなどの金属製品が本体内部の部品と接触しないようにしてくだ
さい。やけどや感電の恐れがあります。

･ 用紙が破れた場合は、切れ端がつまらないように、すべて取り除いてくださ
い。

･ 手や衣類にトナーが付着した場合は、冷水で洗ってください。温水で洗うと
トナーが定着し、落ちなくなります。

･ つまった原稿や用紙を本体から無理に取り除かないでください。問題が解決
できない場合は、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談セン
ターにご連絡ください。

■ AD
ディスプレ
た場合は、

1. AD

2. つま
除き

原稿



トップ

戻る 前へ 次へ

10-4

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

台ガラスカバーを閉じます。

注意

はさまないよう注意してください。

内部につまった用紙を取り除く
イに＜ヨウシガ　ツマリマシタ＞または＜ヨウシガ　ツマ
ウシロカバーヲ　アケテクダサイ＞と表示された場合は、
らつまった用紙を取り除いてください。用紙カセットや手
にも用紙がつまっていたら、それも取り除きます。

パネル部の両端を両手で持ちます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

3. つまった原稿の両端を持って、排紙トレイから静かに
取り除きます。

4. ADF を閉じます。

注意

指をはさまないよう注意してください。

5. 原稿台ガラスカバーを開き、つまった原稿を取り除き
ます。

6. 原稿

指を

■ 本体
ディスプレ
リマシタ／
本体内部か
差しトレイ

1. 操作



トップ

戻る 前へ 次へ

10-5

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカートリッジを取り出します。

注意

意高温」の表示がある部分とローラ部は高温になっています。内部
点検するときは、触れないように注意してください。やけどの原因
なることがあります。
体内部に触れる際は、時計、ブレスレット、指輪などを外しておい
ください。内部の部品と接触して、損傷する場合があります。
ナーカートリッジを光に当てないよう、保護袋に入れるか厚手の布
包んでください。
ナーカートリッジのドラム保護シャッター（A）を開けないでくださ
。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質
低下することがあります。

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

2. 操作パネル部（A）をロックされるまで両手で持ち上
げます。（かちりという音がします。）

3. トナーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

4. トナーカバーを開けます。

5. トナ

･「注
を
に

･ 本
て

･ ト
で

･ ト
い
が

A

A



トップ

戻る 前へ 次へ

10-6

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

器と搬送ローラの間につまった用紙を、先端が見
まで静かに引き出します。

注意

着器（A）は使用中に熱くなります。触らないように注意してくださ
。
製品を損傷することがありますので、搬送ローラ（B）に触らないで
ださい。

った用紙をゆっくりと引き出します。

A

B

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

メモ

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。

注意

･ 定着器（A）は使用中に熱くなります。触らないように注意してくださ
い。

･ 本製品を損傷することがありますので、搬送ローラ（B）に触らないで
ください。

6. つまった用紙の両端を持って、静かに引き出します。

7. 定着
える

･ 定
い

･ 本
く

8. つま

A

B



トップ

戻る 前へ 次へ

10-7

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ーカートリッジの右端の突起（A）を本体内部の
ド（B）の下側に合わせ、ガイドに沿って収めま

ーカートリッジが完全に本体に収まるまで手で
込みます。

ーカバーの右手前にあるつまみ（A）を持ちます。

B

A

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

9. トナーカートリッジの取っ手（A）を持ちます。

注意

トナーカートリッジのドラム保護シャッター（A）を開けないでくださ
い。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質が
低下することがあります。

メモ

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。

10.トナ
ガイ
す。

11.トナ
押し

12.トナ

A

A



トップ

戻る 前へ 次へ

10-8

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

カセットから用紙カバーを取り除きます。

カセットの前面部を開きます。

カセットの用紙を取り除きます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

13.トナーカバーを閉じます。

14.操作パネル部を下げます。

注意

･ 指をはさまないよう注意してください。
･ トナーカバーが閉まらない場合は、無理に閉めないでください。トナー

カバーを開けて、トナーカートリッジが正しくセットされているかを
確認してください。

15.用紙

16.用紙

17.用紙
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戻る 前へ 次へ
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目次
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原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

カセットの前面部を閉じます。

カバーを用紙カセットに合わせます。

カバーを開きます。
手順は、ディスプレイに＜ウシロカバーヲ　アケテクダサイ＞と表
れたときだけ、必要です。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

18.つまった用紙の両端を持って、静かに矢印の方向に引
き出します。
・用紙カセットから給紙している場合

・手差しトレイから給紙している場合

19.用紙カセットに用紙をセットします。

20.用紙

21.用紙

22.後ろ
この
示さ



トップ

戻る 前へ 次へ

10-10

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

カバーを閉じます。
手順は、ディスプレイに＜ウシロカバーヲ　アケテクダサイ＞と表
れたときだけ、必要です。

注意

はさまないよう注意してください。

メモ

につまった用紙を取り除いた後は、トナーカバーを開閉して本製品
セットしてください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

23.つまった用紙の両端を持って、静かに上方に引き出し
ます。
この手順は、ディスプレイに＜ウシロカバーヲ　アケテクダサイ＞と表
示されたときだけ、必要です。

つまった用紙がひどく折れ曲がっている場合は、用紙を伸ばしてから引
き抜いてください。

24.後ろ
この
示さ

指を

背面
をリ
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原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

シヨウデキマセン

［リダイヤル／ポーズ］を使ってのリダイヤルはできない。
＜システム　カンリ　セッテイ＞の＜ソウシンキノウノ
　セイゲン＞で＜リダイヤルノ　セイゲン＞が＜ ON ＞
に設定されているときに表示される。

＜リダイヤルノ　セイゲン＞を＜ OFF ＞に設定するか、
手動でダイヤルしてください。

トウロク　デキマセン

入力した同報送信の相手先が最大件数（124）に達した。

数回に分けて送信してください。

登録したグループダイヤルの相手先が最大件数（50）に
達した。

別のワンタッチダイヤルキーに登録してください。

ー

本体に何らかのエラーが発生している。＜ XXX ＞はエ
ラーの種類に応じた 3 桁の番号を示す。

主電源スイッチを切り、10 秒以上待ち、再度主電源ス
イッチを入れます。これで問題が解消しない場合は、主
電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜い
て、キヤノンお客様相談センターにご連絡ください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ディスプレイの表示
ディスプレイに表示されるエラーメッセージについては、以下の表を参照してください。

アテサキヲ　カクニンシテクダサイ

原因 2 回目に入力したファクス番号が 1 回目に入力した番
号と異なる。＜ファクスセッテイ＞の＜ソウシン　キノ
ウ　セッテイ＞で＜ダイヤルジ　カイセンカクニン＞
が＜ ON ＞に設定されているときに表示される。

処置 ファクス番号が正しいかどうか、確認してください。［ス
タート］を押してから、1 回目に入力した番号と同じ番
号を入力してください。

ガゾウガ　ウシナワレマシタ

原因 バックアップ時間を超えたため、本体の電源を入れたと
きに、メモリに蓄積されていたデータが失われた。

処置 2 秒後に自動的にエラーが解除され、メモリクリアレ
ポートがプリントされます。

カバーヲ　シメテクダサイ

トナーカバー

原因 トナーカバーが完全に閉じていない。

処置 トナーカバーが完全に閉じているか確認してください。

ゲンコウヲ　テンケン　シテクダサイ

原因 ADF 内で原稿がつまっている。

処置 つまった原稿を ADF から取り除いてください。
（→用紙がつまったときには：P.10-3）

コノキノウハ　

原因

処置

コレイジョウ　

原因

処置

原因

処置

システム　エラ

EXXX

原因

処置
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困ったときに

付録

クサレテイマス

グループダイヤル登録中に、すでに登録済みのワンタッ
チダイヤル、または短縮ダイヤルを登録しようとした。

同報送信入力中に、すでに入力済みのワンタッチダイヤ
ル、または短縮ダイヤルを入力しようとした。

使用する前にワンタッチダイヤル、または短縮ダイヤル
に登録されている情報を確認してください。

ヲ　セットシテクダサイ

用紙カセットまたは手差しトレイにある用紙のサイズが
＜ヨウシ　セッテイ＞メニューの＜カセット＞または
＜テザシトレイ＞で指定した用紙と違う。

用紙をセットしなおすか＜ヨウシ　セッテイ＞メニュー
で指定した用紙サイズを変更してください。（→＜タダシ
イヨウシヲ　セットシテクダサイ＞と表示された場合：
P.10-19）

シヲ　ジョキョ

手差しトレイに用紙がセットされている。

手差しトレイにセットされている用紙を取り除いてくだ
さい。手差しトレイに用紙がセットされていると、ファ
クス、レポートおよびリストはプリントされずにメモリ
に蓄積されます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

シバラク　オマチクダサイ

原因 主電源スイッチを入れたとき、またはプリントの準備が
できていない場合に表示される。

処置 メッセージが消えるまでお待ちください。

ジュシンデータプリントデキマセン

エラーカイジョゴ　プリント

原因 何らかのエラーが発生したため、受信データをメモリに
一時的に保存した。
このエラーメッセージは以下のエラーメッセージと交互
に表示される。
･ ＜カバーヲ　シメテクダサイ／トナーカバー＞
･ ＜タダシイヨウシヲ　セットシテクダサイ＞
･ ＜テザシノ　ヨウシヲ　ジョキョ＞
･ ＜トウロクサイズヲ　ヘンコウ／ -> ヨウシセッテイ＞
･ ＜トナーガ　ナクナリマシタ／トナーヲ　コウカン

シテクダサイ＞
･ ＜パネルヲ　モチアゲテクダサイ／トナーカバーヲ

　アケテクダサイ＞
･ ＜ヨウシガ　ツマリマシタ＞
･ ＜ヨウシガ　ツマリマシタ／ウシロカバーヲ　アケ

テクダサイ＞
･ ＜ヨウシヲ　セット　シナオシテ　クダサイ／ト

ナーヲ　セット　シナオシテ　クダサイ＞
･ ＜ヨウシヲ　ホキュウシテクダサイ＞

処置 このエラーメッセージは他のエラーメッセージと交互に
表示されます。エラーが解消された後、受信データはプ
リントされます。対処方法については、一緒に表示され
るメッセージの対処方法を参照してください。

ジュワキヲ　オイテクダサイ

原因 外付け電話機の受話器が外れている。

処置 受話器を置いてください。

スデニ　トウロ

原因

原因

処置

タダシイヨウシ

原因

処置

テザシノ　ヨウ

原因

処置
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困ったときに

付録

ナリマシタ

カンシテクダサイ

トナーがなくなった。

トナーを均一にならしてください。（→トナーを均一にな
らす：P.9-8）メッセージが引き続き表示された場合は、
新しいトナーカートリッジに交換してください。コピー
中およびプリント中にこのメッセージが表示されると、
実行中のジョブは継続して印刷されます。ファクス受信
中にこのメッセージが表示されると、受信したファクス
はプリントされずにメモリに保存されます。トナーカー
トリッジの交換をしないで受信したファクスをプリント
する場合は、＜ファクスセッテイ＞の＜プリント　セッ
テイ＞で＜インジケイゾク＞を＜ ON ＞に設定してくだ
さい。トナー交換後は＜インジケイゾク＞を＜ OFF ＞に
戻しておくことをおすすめします。（→メニューの設定内
容：P.11-4）

ケイゾクプリントカ）

トナーが残り少なくなっている。

トナーを均一にならしてください。（→トナーを均一にな
らす：P.9-8）トナーがなくなった場合にすぐに交換で
きるように、新しいトナーカートリッジを用意してくだ
さい。

タニチジガチガイマス

＜タイマー　セッテイ＞の＜ヒヅケ／ジコク　セッテイ＞
で、無効な数値が入力された。

正しい数値を入力してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

トウロクサイズヲ　ヘンコウ

-> ヨウシセッテイ

原因 プリントに適切な用紙サイズが設定されていない。

処置 ･ レポート、リスト、受信したデータをプリントする場
合は、＜ヨウシセッテイ＞の＜カセット＞を＜ A4 ＞、
＜ OFICIO ＞、＜ BRAZIL-OFICIO ＞、＜ MEXICO-
OFICIO＞、＜ FOLIO＞、＜ GOVERNMENT-LETTER＞、
＜ GOVERNMENT-LEGAL ＞、＜ FOOLSCAP ＞、
＜ LTR ＞、または＜ LGL ＞に設定してください。

（→用紙のサイズと種類を設定する：P.2-13）
･ 受信したデータを両面印刷する場合は、＜ヨウシセッ

テイ＞の＜カセット＞を＜ A4 ＞または＜ LTR ＞に
設定してください。（→用紙のサイズと種類を設定す
る：P.2-13）

･ 両面コピーする場合は、＜ヨウシセッテイ＞の＜カ
セット＞または＜テザシトレイ＞を＜ A4 ＞または
＜ LTR ＞に設定してください。（→用紙のサイズと種
類を設定する：P.2-13）

トウロクチュウノ　キーデス

トウロク　デキマセン

原因 グループダイヤル登録中に、グループダイヤルとして割
り当てようとしているワンタッチダイヤルキー自体を指
定した。

処置 他のワンタッチダイヤル、または短縮ダイヤルを指定し
てください。

トナーガ　ナク

トナーヲ　コウ

原因

処置

トナーショウ（

トナージュンビ

原因

処置

ニュウリョクシ

原因

処置
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困ったときに

付録

指定したワンタッチダイヤルキーや短縮ダイヤルに、宛
先が登録されていない。

スピードダイヤルに、宛先を登録してください。詳細に
ついては、「ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルを登録／
編集する」（→ P.4-6）を参照してください。

･ ワンタッチダイヤルの登録中に、すでにグループダイ
ヤルとして登録済みのワンタッチダイヤルキーに登
録しようとした。

･ グループダイヤルの登録中に、すでにワンタッチダイ
ヤルとして登録済みのワンタッチダイヤルキーに登
録しようとした。

未使用のワンタッチダイヤルキーに登録してください。

ョウ

利用できるメモリ残量のメッセージで、送信時に原稿を
ADF にセットすると表示される。

メモリ容量が不足する場合は、メモリ内の文書が送信さ
れるまでお待ちください。メモリに保存されている原稿
をプリント、送信、または削除してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

パスワードガ　チガイマス

原因 メモリ受信パスワードまたはシステムパスワードが正し
くありません。

処置 正しいパスワードを入力してください。（→メモリ受信：
P.4-24、システム管理暗証番号を設定する：P.8-2）

パネルヲ　モチアゲテクダサイ

トナーカバーヲ　アケテクダサイ

原因 何らかのエラーが発生した。

処置 このエラーメッセージは、他のエラーメッセージと交互
に表示されます。対処方法は一緒に表示されるエラー
メッセージの対処方法を参照してください。

（例えば＜ヨウシヲ　セット　シナオシテ　クダサイ／
トナーヲ　セット　シナオシテ　クダサイ＞。）

プリンタ　データエラー

プリンタヲ　テンケン　シテクダサイ

原因 本体に何らかのエラーが発生している。

処置 主電源スイッチを切り、10 秒ほど待ち、再度主電源ス
イッチを入れます。これで問題が解消しない場合は、主
電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜い
て、キヤノンお客様相談センターにご連絡ください。

ミトウロクデス

原因

処置

ムコウデス

原因

処置

メモリ　ザンリ

原因

処置
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困ったときに

付録

リマシタ

　アケテクダサイ

本体内で紙づまりが起きた。
このエラーメッセージは＜パネルヲ　モチアゲテクダサ
イ／トナーカバーヲ　アケテクダサイ＞のエラーメッ
セージと交互に表示される。

つまった用紙を取り除いて（→用紙がつまったときには：
P.10-3）、用紙カセットまたは手差しトレイに用紙を
セットしなおしてください。次にトナーカバーを開閉し
て本製品をリセットしてください。

ト　シナオシテ　クダサイ

ト　シナオシテ　クダサイ

用紙が正しくセットされていないか、トナーカートリッ
ジが正しくセットされていない。

用紙カセットと手差しトレイからセットされている用紙
を取り除いてください。そのあと、用紙をセットしなお
してください。用紙カセットに用紙をセットする方法に
ついては、スタートアップガイド「本製品のセットアッ
プ」「用紙カセットを組み立て、用紙をセットする」を参
照してください。手差しトレイに用紙をセットする方法
については、「手差しトレイにセットする」（→ P.2-9）
を参照してください。
トナーカートリッジを正しくセットしてください。（→ス
タートアップガイド「本製品のセットアップ」「トナー
カートリッジをセットする」）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

メモリガ　イッパイデス

原因 ･ ジョブがいっぱいになった。
･ メモリに保存できる送受信ジョブ数が最大件数に達

した。

処置 ･ メモリに保存されている原稿をプリント、送信、また
は削除してください。

･ 原稿または画像データを分割して送信してみてくだ
さい。

･ 解像度を下げて送信してください。
･ 本製品のメモリに保存できるジョブ数は、送受信ジョ

ブ合わせて 256 です（相手側のファクスが Canon
Satera MF4270 で、ITU-T チャート No.1 を標準
モードで送信した場合のジョブ数）。メモリ内の文書
が送信されるまでお待ちください。または、メモリに
保存されている原稿をプリント、送信、または削除し
てください。

ヨウシガ　ツマリマシタ

原因 本体内で紙づまりが起きた。
このエラーメッセージは＜パネルヲ　モチアゲテクダサ
イ／トナーカバーヲ　アケテクダサイ＞のエラーメッ
セージと交互に表示される。

処置 つまった用紙を取り除いて（→用紙がつまったときには：
P.10-3）、用紙カセットまたは手差しトレイに用紙を
セットしなおしてください。次にカバーを開閉して実行
中のジョブを再開してください。

ヨウシガ　ツマ

ウシロカバーヲ

原因

処置

ヨウシヲ　セッ

トナーヲ　セッ

原因

処置
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付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ヨウシヲ　ホキュウシテクダサイ

原因 ･ コピーまたはプリント時に用紙カセットまたは手差
しトレイに用紙がセットされていない。

･ 受信文書のプリント時に用紙カセットまたは手差し
トレイに用紙がセットされていない。また、レポート
やリストのプリント時に適切な用紙サイズが設定さ
れていない。このエラーメッセージは＜トウロクサイ
ズヲ　ヘンコウ／ - ＞ヨウシセッテイ＞または＜ジュ
シンデータプリントデキマセン／エラーカイジョゴ
　プリント＞のエラーメッセージと交互に表示され
る。

処置 ･ 用紙をセットしてください。用紙カセットの場合は、
用紙をセットしたあとに［OK］を押してください。

･ 用紙をセットしてください。用紙カセットの場合は、
用紙をセットしたあとに［OK］を押してください。
レポートやリストのプリント時の場合は、用紙サイズ
を＜ A4 ＞、＜ OFICIO ＞、＜ BRAZIL-OFICIO ＞、
＜ MEXICO-OFICIO ＞、＜ FOLIO ＞、
＜GOVERNMENT-LETTER＞、＜GOVERNMENT-
LEGAL ＞、＜ FOOLSCAP ＞、＜ LTR ＞、または
＜ LGL ＞に設定し、設定したサイズの用紙をセット
してください。
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困ったときに

付録

れる 4 桁のコードです。

処置

できるモードまたは通信速
送ってください。

絡して、再度送信してもらっ
。

蓄積されているジョブをプ
信、または削除してください。

稿を送ってください。相手先
、先方のファクスをチェック
てください。海外に送信する

ァクス／電話番号の前にポー
ください。

するよう、相手先に連絡して

てください。

稿を取り除いてください。
つまったときには：P.10-3）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

エラーコード
エラーコードは、エラーが起きた場合にエラー送信レポートまたはエラー受信レポートに記録さ

詳細については、「レポートを自動でプリントする」（→ P.11-17）を参照してください。

エラーコードについては、以下の表を参照してください。

エラーコード 原因

0001 相手先のファクスがG3ファクスではな
い。

先方が対応
度で原稿を

0070 受信を手動で中止した。 相手先に連
てください

0071 メモリがいっぱいになった。 メモリ内に
リント、送

0080 相手先のファクスから35秒以内に応答
がない。

もう一度原
に連絡して
してもらっ
場合は、フ
ズを入れて

008D 相手機が用紙切れで送信できない。 用紙を補給
ください。

00A0 送信を手動で中止した。 再度送信し

00A1 原稿がつまった。 つまった原
（→用紙が
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困ったときに

付録

号が正しいか、または電話線
続されているか確認してく

処置

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

00FF リダイヤルに失敗した。 相手先の番
が正しく接
ださい。

エラーコード 原因
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付録

イ＞と表示された場合
サイズ設定を変更する

期設定／登録］を押します。

メモ

ー中に＜タダシイヨウシヲ　セットシテクダサイ＞と表示された場
、＜ヨウシセッテイ＞メニューの設定を変更できません。この場合
ジョブを中止してから、［初期設定／登録］を押して用紙のサイズを
してください。コピージョブの中止の詳細については「コピージョ
中止」（→ P.3-8）を参照してください。

］または［ ］を押して＜ヨウシ　セッテイ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜カセット＞または
ザシトレイ＞を選択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押して＜ヨウシ　サイズ＞
択し、［OK］を押します。

］または［ ］を押してセットされている用
サイズを選択し、［OK］を押します。

トップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
で原稿をコピーする準備ができました。
クスジョブの場合は、手順 7 に進んでください。

］を押してジョブを再開します。
で操作は完了です。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

＜タダシイヨウシヲ　セットシテクダサ
＜ヨウシ　セッテイ＞メニューの＜カセット＞または＜テザシトレイ＞
に設定されている用紙サイズと、用紙カセットまたは手差しトレイに
セットされている用紙サイズが異なる場合に表示されるメッセージで
す。このメッセージが表示された場合は、＜ヨウシ　セッテイ＞メニュー
に設定されているサイズの用紙をセットするか、＜ヨウシ　セッテイ＞
メニューに設定されているサイズをセットされている用紙サイズに合わ
せて変更してください。

メモ

プリントジョブの場合は、本製品ではなくコンピュータ側で用紙サイズを指定
してください。

■ 用紙をセットしなおす

1. ディスプレイに表示されているサイズの用紙をセッ
トします。
用紙カセットに用紙をセットした場合は、［OK］を押すとプリントが再
開されます。
手差しトレイに用紙をセットした場合は、そのままプリントが再開され
ます。

■ 用紙

1. ［初

コピ
合は
は、
変更
ブの

2. ［
を選

3. ［
＜テ

4. ［
を選

5. ［
紙の

6. ［ス
これ
ファ

7. ［OK
これ



トップ

戻る 前へ 次へ

10-20

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

紙づまりが起きていない場合や用紙が用紙カセットまた
は手差しトレイにセットされている場合は、本製品の主
電源スイッチをオフにし、10 秒以上待ってからスイッ
チをオンにしてください。問題が解決するとエラーラン
プが消え、ディスプレイは待受画面に戻ります。エラー
ランプが点滅したままの場合は、電源コードを抜き、お
近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談セン
ターにご連絡ください。

何も表示されない

電源コードは確実に差し込まれていますか？

電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ
ているか確認してください。本製品が電源タップに接続
されている場合は、電源タップがコンセントに接続され、
スイッチが入っているか確認してください。

主電源スイッチは入っていますか？

主電源スイッチをオンにしてください。

スリープモードになっていませんか？

操作パネルの［節電］を押して、スリープモードを解除
してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

一般的なトラブル

電源が入らない

Q 電源コードは確実に差し込まれていますか？

A 電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ
ているか確認してください。本製品が電源タップに接続
されている場合は、電源タップがコンセントに接続され、
スイッチが入っているか確認してください。

Q 電源コードから電気は供給されていますか？

A 別の電源コードを使うか、コードが途中で切れていない
か電圧計で確認してください。

Q 主電源スイッチは入っていますか？

A 主電源スイッチをオンにしてください。

エラーランプが点滅する

Q 本製品に用紙が正しくセットされていますか？用紙カ
セットまたは手差しトレイに用紙がありますか？

A 紙づまりが起きている場合は、つまった用紙を取り除い
てください。（→用紙がつまったときには：P.10-3）用
紙カセットまたは手差しトレイに用紙がない場合は、用
紙を補給してください。（→スタートアップガイド「本製
品のセットアップ」「用紙カセットを組み立て、用紙を
セットする」）

A

ディスプレイに

Q

A

Q

A

Q

A
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セットされた用紙は 1 種類だけですか？

1 種類の用紙のみをセットしてください。

本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）

用紙がなくなってから補給してください。異なった用紙
を混ぜないでください。

返し起こる

正しい用紙がセットされていますか？

本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

給紙のトラブル

正常に給紙されない

Q 用紙は正しくセットされていますか？

A 用紙が正しくセットされているか確認してください。
（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用
紙カセットを組み立て、用紙をセットする」）

Q 用紙を入れすぎていませんか？

A 用紙の枚数が適切か確認してください。（→使用可能な用
紙：P.2-6）

用紙が重なって送られる

Q 用紙は正しくセットされていますか？

A 用紙が正しくセットされているか確認してください。
（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用
紙カセットを組み立て、用紙をセットする」）

Q 用紙を入れすぎていませんか？

A 用紙の枚数が適切か確認してください。（→使用可能な用
紙：P.2-6）

Q

A

A

A

紙づまりが繰り

Q

A
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付録

入力したワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番
号は正しく登録されていますか？

ワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番号が正し
く登録されているか確認してください。（→宛先を指定す
る：P.4-11）

正しい番号にダイヤルしましたか？

番号が正しいか確認してください。

スリープモードになっていませんか？

スリープモードでは原稿は読み込まれません。スリープ
モードを解除するには、操作パネルの［節電］を押して
ください。

相手機の記録紙がなくなっていませんか？

記録紙がなくなっていないか、相手先に確認してくださ
い。

メモリから別の原稿を送信中ではありませんか？

送信が終わるまでお待ちください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ファクスのトラブル

■ 送信時のトラブル

ファクスが送信できない

Q 主電源スイッチを入れたばかりですか？

A 原稿の読み込みができる状態になるまで、しばらくお待
ちください。

Q 電話回線の種類（ダイヤル／プッシュ）は正しく設定さ
れていますか？

A 電話回線の種別は自動的に判別されるように設定されて
います。自動的に判別するには、＜カイセン　シュルイ
　センタク＞が＜ジドウ＞に設定されているか確認し、
電源を入れなおしてください。そのあと、ファクスを送
信してください。
上記の手順を行ってもファクスが送信できない場合は、
電話回線の種別を手動で設定してください。（→電話回線
の種類を設定する：P.1-14）

Q ファクスモードになっていますか？

A ［ファクス］を押して、ファクスモードに切り替えてくだ
さい。

Q 原稿は正しくセットされていますか？

A 原稿が正しくセットされているか確認してください。
（→原稿をセットする：P.2-4）

A
操作パネル部と後ろカバーが確実に閉じられていること
を確認してください。（→本体内部につまった用紙を取り
除く：P.10-4）

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A



トップ

戻る 前へ 次へ

10-23

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI

システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

通信中／メモリランプが点滅していますか？

外付け電話機が使用中です。外付け電話機の通話が終了
するまでお待ちください。

本製品が過熱していませんか？

電源コードを抜き 5 分ほど放置して冷やしてください。
そのあとに電源コードを差し込み、もう一度送信してみ
てください。

るとメモリがすぐにいっぱいになる

＜スーパーファイン＞で送信していませんか？

画質（解像度）を高く保ちたい場合は、原稿を分割して、
各部分を別べつに送信してください。

細かい文字や写真のある原稿の場合は、メモリ送信を使
わずに手動で送信してください。

細かい文字や写真のない原稿の場合は、画質（解像度）
を＜ヒョウジュン＞に設定して送信してください。

メモリ残量が少なくなっていませんか？

メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま
たは削除してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

Q 通信中にエラーが発生しませんでしたか？

A 操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ
れていないか確認してください。（→ディスプレイの表
示：P.10-11）

A 通信管理レポートをプリントして、エラーが発生してい
ないか確認してください。

（→通信管理レポート：P.11-19）

Q 電話線は正しく接続されていますか？

A 電話線が正しく接続されているか確認してください。
（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「電
話回線を接続する」）

Q 電話回線は正常ですか？

A ［オンフック］を押したとき、または本製品に接続されて
いる外付け電話機の受話器を取ったときに、発信音が聞
こえるか確認してください。発信音がない場合は、お近
くの電話会社にお問い合わせください。

Q 相手機は G3 機ですか？

A 相手機が本製品と互換性があるか確認してください。

Q 相手機が 35 秒以内に応答しましたか？

A 相手先に連絡して、ファクスを確認してもらってくださ
い。海外へ送信する場合は、登録した番号にポーズを挿
入してください。（→海外にファクスを送る（ポーズの挿
入）：P.4-19）

Q

A

Q

A

送信しようとす

Q

A

A

A

Q

A
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付録

画質（解像度）が＜ファイン＞、＜シャシン＞、または
＜スーバーファイン＞に設定されていませんか？

画質（解像度）を＜ヒョウジュン＞にすると送信時間が
短くなります。

が頻発する

電話回線の状態は良好ですか？確実に接続されています
か？

電子レンジなど、電磁波を発生する機器が近くにないか
確認してください。

ーズ］を使って過去に指定した宛先を呼び出せない

＜リダイヤルノ　セイゲン＞が＜ ON ＞に設定されてい
ませんか？

＜リダイヤルノ　セイゲン＞を＜ ON ＞に設定している
と、リダイヤル機能は使えません。（→リダイヤル機能を
制限する：P.8-3）

ァクス番号の入力を再度求められる

＜ファクス NO. カクニンニュウリョク＞が＜ ON ＞に
設定されていませんか？

＜ファクス NO. カクニンニュウリョク＞を＜ ON＞に設
定していると、宛先指定時にファクス番号を再度入力す
る必要があります。（→送信前にファクス番号を再度確認
する：P.8-3）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

送信したファクスに汚れがある

Q 相手機は正常に動作していますか？

A コピーをとって本製品の動作を確認してください。コ
ピーがきれいな場合は、受信側のファクスに問題がある
可能性があります。コピーが汚れている場合は、原稿台
ガラスまたは読み取りエリアを清掃してください。

（→日常のお手入れ：P.9-2）

Q 原稿は正しくセットされていますか？

A 原稿が正しくセットされているか確認してください。
（→原稿をセットする：P.2-4）

送信したファクスが相手側で縮小して受信される

Q 相手機側の原稿サイズの設定は適切ですか？

A 相手機の原稿サイズの設定が適切かどうか確認するよう
依頼してください。

相手の受信原稿が薄い

Q 濃度が＜ - ウスク＞側に設定されていますか？

A 濃度を＜コク + ＞側に設定します。（→濃度を調節する：
P.4-5）

Q 原稿台ガラスや読み取りエリアはきれいですか？

A 原稿台ガラスや読み取りエリアがきれいか確認してくだ
さい。（→日常のお手入れ：P.9-2）

送信速度が遅い

Q

A

送信中にエラー

Q

A

［リダイヤル／ポ

Q

A

宛先指定時にフ

Q

A
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付録

電話回線は正しく接続されていますか？

ケーブルが正しく接続されていることを確認してくださ
い。（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」

「電話回線を接続する」）

が自動的に切り替わらない

電話とファクスが自動的に切り替わるよう設定されてい
ますか？

自動的に切り替えるには、受信モードを＜ FAX/TEL ＞
または＜ルス TEL ＞に設定する必要があります。＜ルス
TEL ＞に設定してある場合は、留守番電話機が本製品に
接続され、応答メッセージが適切に録音された状態で電
源が入っているか確認してください。（→基本的な受信操
作：P.4-20）

メモリ残量が少なくなっていませんか？

メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま
たは削除してください。

受信中にエラーが発生しましたか？

操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ
れていないか確認してください。（→ディスプレイの表
示：P.10-11）

通信管理レポートをプリントして、エラーが発生していな
いか確認してください。（→通信管理レポート：P.11-19）

用紙はセットしてありますか？

用紙がセットされているか確認してください。
（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用
紙カセットを組み立て、用紙をセットする」）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 受信時のトラブル

ファクスを自動受信できない

Q 自動受信に設定されていますか？

A 自動受信するには、受信モードを＜ FAX/TEL ＞、＜ジ
ドウ＞または＜ルス TEL ＞に設定します。＜ルス TEL ＞
に設定してある場合は、留守番電話機が本製品に接続さ
れ、応答メッセージが適切に録音された状態で電源が
入っているか確認してください。（→基本的な受信操作：
P.4-20）

Q メモリ残量が少なくなっていませんか？

A メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま
たは削除してください。

Q 受信中にエラーが発生しましたか？

A 操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ
れていないか確認してください。（→ディスプレイの表
示：P.10-11）

A 通信管理レポートをプリントして、エラーが発生していな
いか確認してください。（→通信管理レポート：P.11-19）

Q 用紙はセットされていますか？

A 用紙がセットされているか確認してください。
（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用
紙カセットを組み立て、用紙をセットする」）

Q

A

電話とファクス

Q

A

Q

A

Q

A

A

Q

A
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付録

トできない

トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません
か？

トナーカートリッジを取り外して数回ゆっくりと振り、
トナーを均一にならします。

正しい用紙がセットされていますか？

本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）

相手機は正常に動作していますか？

相手機の読み取りガラスが汚れていないか確認しても
らってください。

トナーセーブモードになっていませんか？

＜キョウツウ　シヨウ　セッテイ＞の＜トナーセーブ
モード＞を＜ OFF ＞に設定してください。

（→メニューの設定内容：P.11-4）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

Q 相手機は、受信信号がファクスであることを本製品に知
らせる切替信号を送信できますか？

A この機能に対応していないファクス機もあります。対応
していない場合は、ファクスは手動で受信してください。

手動受信できない

Q 手動受信に設定されていますか？

A 受信モードを＜シュドウ＞に設定してください。
（→基本的な受信操作：P.4-20）

Q 受話器を置いたあとに、［スタート］を押したりリモート
受信 ID を入力したりしていませんか？

A 受話器を置く前に、［スタート］を押すかリモート受信
ID を入力してください。先に受話器を置くと、通信が切
れてしまいます。

Q ADF に原稿がセットされていませんか？

A ADF から原稿を取り除いたあと、再度、手動受信を行っ
てください。
ADF に原稿がセットされている状態で［スタート］を押
した場合、手動送信となってしまいます。

きれいにプリン

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
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付録

はムラがある

相手機は正常に動作していますか？

相手機の読み取りガラスが汚れていないか確認しても
らってください。

トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません
か？

トナーカートリッジを取り外して数回ゆっくりと振り、
トナーを均一にならします。

一部が欠けている

用紙カセットのペーパーガイドは用紙サイズに合わせて
ありますか？

用紙カセットのガイドを用紙サイズに合わせてくださ
い。

用紙カセットの用紙サイズに合ったものを指定してあり
ますか？

用紙カセットの用紙サイズに合ったものを指定してくだ
さい。

トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません
か？

トナーカートリッジを取り外して数回ゆっくりと振り、
トナーを均一にならします。

受信画像のプリント方法が＜ガゾウ　ショウリャク＞に
設定されていませんか？

受信した原稿を省略せずにプリントする場合は、＜ガゾ
ウ　シュクショウ＞を＜ ON ＞または＜ OFF ＞に設定
してください。（→受信画像の縮小：P.4-27）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

プリントできない

Q トナーカートリッジのシーリングテープは外しました
か？

A トナーカートリッジのシーリングテープが外されている
か確認してください。（→スタートアップガイド「本製品
のセットアップ」「トナーカートリッジをセットする」）

Q トナーカートリッジは正しくセットされていますか？

A トナーカートリッジが正しくセットされているか確認し
てください。（→スタートアップガイド「本製品のセット
アップ」「トナーカートリッジをセットする」）

Q トナーカートリッジにトナーは残っていますか？

A ［トナー残量］を押し、トナー残量の確認をしてくださ
い。（→トナーカートリッジ：P.1-11）
トナーカートリッジが寿命の場合は、トナーカートリッ
ジを新しいトナーカートリッジに交換してください。

（→トナーカートリッジの交換時期：P.9-8）

Q 正しい用紙がセットされていますか？

A 本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）

A ＜ヨウシ　セッテイ＞メニューの設定内容を変更してく
ださい。（→用紙のサイズと種類を設定する：P.2-13）

画像に汚点また

Q

A

Q

A

受信した原稿の

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
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が頻発する

電話回線の状態は良好ですか？確実に接続されています
か？

電子レンジなど、電磁波を発生する機器が近くにないか
確認してください。

相手機は正常に動作していますか？

相手機が正常に動作しているか、確認してもらってくだ
さい。

スを用紙の両面にプリントできない

両面印刷が設定されていますか？

＜リョウメンキロク＞を＜ ON ＞に設定してください。
（→両面印刷：P.4-27）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ECM（エラー訂正モード）で受信できない

Q 送信側のファクスは ECM に対応していますか？

A 送信側のファクスが ECM に対応していない場合は、エ
ラー訂正をしない通常モードで原稿が受信されます。

受信速度が遅い

Q 相手機の解像度が高く設定されていませんか？

A 相手先に連絡して、解像度の設定が適切かどうか確認す
るよう依頼してください。

情報サービスからファクスを受信できない

Q 電話回線の種類はプッシュ回線に設定されていますか？

A ダイヤル回線に設定されている場合は、［トーン］を押し
て一時的にトーン発信に切り替えてください。

Q 情報サービス側から「発信音が聞こえたらスタートボタ
ンを押してください。」などのアナウンスがありました
か？

A 発信音が聞こえたら［スタート］を押してください。

受信中にエラー

Q

A

Q

A

受信したファク

Q

A
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字ムラが出る

トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません
か？

トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていると、
薄くなったりムラになることがあります。
トナーカートリッジを取り外して数回ゆっくりと振り、
トナーを均一にならしてください。トナー残量は［トナー
残量］を押すことで確認できます。（→トナーカートリッ
ジ：P.1-11）

にスジが入る

トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません
か？

トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていると、
用紙に白いスジが入ることがあります。
トナーカートリッジを取り外して数回ゆっくりと振り、
トナーを均一にならしてください。トナー残量は［トナー
残量］を押すことで確認できます。（→トナーカートリッ
ジ：P.1-11）

本製品の読み取り部分や内部が汚れていませんか？

本製品の読み取り部分や内部が汚れていると黒いスジが
入ることがあります。読み取り部分や定着器の清掃をし
てください。（→日常のお手入れ：P.9-2）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

コピーのトラブル

白紙が排出される

Q トナーカートリッジのシーリングテープは外しました
か？

A トナーカートリッジのシーリングテープが外されている
ことを確認してください。（→スタートアップガイド「本
製品のセットアップ」「トナーカートリッジをセットす
る」）

Q トナーカートリッジは正しくセットされていますか？

A トナーカートリッジが正しくセットされていることを確
認してください。（→スタートアップガイド「本製品の
セットアップ」「トナーカートリッジをセットする」）

Q トナーカートリッジにトナーは残っていますか？

A ［トナー残量］を押し、トナー残量の確認をしてくださ
い。（→トナーカートリッジ：P.1-11）
トナーカートリッジが寿命の場合は、トナーカートリッ
ジを新しいトナーカートリッジに交換してください。

（→トナーカートリッジの交換時期：P.9-8）

Q 正しい用紙がセットされていますか？

A 本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）

印字が薄い、印

Q

A

コピーした用紙

Q

A

コピーが汚い

Q

A
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くない

正しい用紙がセットされていますか？

本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）

用紙の正しい面にコピーしていますか？

用紙によっては裏と表があります。プリントの質が悪い
場合は、用紙の別の面にプリントしてみてください。

で両面コピーしたのに、上下（左右）開きで両面コピーされる

横原稿でコピーしていませんか？

横原稿で両面コピーした場合、＜サユウビラキ＞のとき
は上下開き、＜ジョウゲビラキ＞のときは、左右開きで
コピーされます。（→両面コピー：P.3-6）

ームが鳴る、またはディスプレイに＜メモリガ　イッパイデ
る

メモリがいっぱいになっていませんか？

メモリ残量を確認してください。（→メモリ残量を確認す
る：P.11-23）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

用紙がつまる

Q 操作パネル部と後ろカバーは閉じられていますか？

A 操作パネル部と後ろカバーが確実に閉じられていること
を確認してください。（→本体内部につまった用紙を取り
除く：P.10-4）

Q 用紙は正しくセットされていますか？

A 用紙が正しくセットされているか確認してください。
（→用紙をセットする：P.2-9）

Q 正しい用紙がセットされていますか？

A 本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）

コピーが曲がっている

Q 原稿は正しくセットされていますか？

A 原稿が正しくセットされているか確認してください。
（→原稿をセットする：P.2-4）

Q 用紙は正しくセットされていますか？

A 用紙が正しくセットされているか確認してください。
（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用
紙カセットを組み立て、用紙をセットする」）

A 原稿排紙トレイや排紙トレイの排紙口がふさがれていな
いか確認してください。

（→各部の名称とはたらき：P.1-2）

コピーの質が良

Q

A

Q

A

左右（上下）開き

Q

A

コピー中にアラ
ス＞と表示され

Q

A
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紙にスジが入る

トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません
か？

トナーカートリッジを取り外し数回ゆっくりと振り、ト
ナーを均一にならします。トナー残量は［トナー残量］
を押すことで確認できます。（→トナーカートリッジ：
P.1-11）

本製品の読み取り部分や内部が汚れていませんか？

本製品の読み取り部分や内部が汚れていると黒いスジが
入ることがあります。読み取り部分や定着器の清掃をし
てください。（→日常のお手入れ：P.9-2）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

プリントのトラブル

白紙が排出される

Q トナーカートリッジにトナーは残っていますか？

A ［トナー残量］を押し、トナー残量の確認をしてくださ
い。（→トナーカートリッジ：P.1-11）
トナーカートリッジが寿命の場合は、トナーカートリッ
ジを交換してください。（→日常のお手入れ：P.9-2）

Q トナーカートリッジは正しくセットされていますか？

A トナーカートリッジが正しくセットされていることを確
認してください。（→スタートアップガイド「本製品の
セットアップ」「トナーカートリッジをセットする」）

Q トナーカートリッジのシーリングテープは外しました
か？

A トナーカートリッジのシーリングテープが外されている
か確認してください。（→スタートアップガイド「本製品
のセットアップ」「トナーカートリッジをセットする」）

印字が薄い、印字ムラが出る

Q トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません
か？

A トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていると、
薄くなったりムラになることがあります。トナーカート
リッジを取り外して数回ゆっくりと振り、トナーを均一
にならしてください。トナー残量は［トナー残量］を押
すことで確認できます。（→トナーカートリッジ：
P.1-11）

プリントした用

Q

A

プリントが汚い

Q

A
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付録

れない

正しい用紙がセットされていますか？

本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）

用紙の正しい面にプリントしていますか？

用紙によっては裏と表があります。プリントの質が悪い
場合は、用紙の別の面にプリントしてみてください。

リントできない

プリンタドライバの両面印刷を設定しましたか？

印刷方法を両面印刷に設定してください。詳細はプリン
タドライバのオンラインヘルプを参照してください。

らプリントできない

電源コードは確実に差し込まれていますか？

電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ
ているか確認してください。本製品が電源タップに接続
されている場合は、電源タップがコンセントに接続され、
スイッチが入っているか確認してください。

本製品の主電源スイッチは入っていますか？

本製品の主電源スイッチをオンにしてください。
1
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10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

用紙がつまる

Q 操作パネル部と後ろカバーは閉じられていますか？

A 操作パネル部と後ろカバーが確実に閉じられていること
を確認してください。（→本体内部につまった用紙を取り
除く：P.10-4）

Q 用紙は正しくセットされていますか？

A 用紙が正しくセットされているか確認してください。
（→原稿をセットする：P.2-4）

Q 正しい用紙がセットされていますか？

A 本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ
さい。（→使用可能な用紙：P.2-6）

プリントが曲がっている

Q 用紙は正しくセットされていますか？

A 用紙が正しくセットされているか確認してください。
（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用
紙カセットを組み立て、用紙をセットする」）

A 排紙トレイの排紙口がふさがれていないか確認してくだ
さい。（→各部の名称とはたらき：P.1-2）

トナーが定着さ

Q

A

Q

A

用紙の両面にプ

Q

A

コンピュータか

Q

A

Q

A
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付録

コンピュータにプリントジョブ（印刷待ちデータ）が残っ
ていませんか？

コンピュータからプリントを実行したあと、何らかの原
因でプリントが中断した場合などに、プリントしたデー
タがプリントジョブ（印刷待ちデータ）として、コン
ピュータに残ることがあります。その場合、プリントを
実行しても本製品が動作しない、または反応しないこと
があります。以下の手順にて、プリントジョブ（印刷待
ちデータ）を削除してから、再度プリントを実行してみ
てください。上記作業を行っても解決しない場合は、「プ
リント状況を確認／削除する」（→ P.5-7）を参照し、本
体側でのプリントジョブも確認し、削除してみてくださ
い。

Windows 2000/XP/Server 2003/Vista の場合：
1.［CanonMF4200 Series CARPS2］のプリンタアイ

コンをダブルクリックします。

･ Windows Vistaの場合は、Windowsのタスクバー
の［スタート］→［コントロールパネル］→［ハー
ドウェアとサウンド］→［プリンタ］をクリックし
ます。

･ Windows 2000の場合は、Windowsのタスクバー
の［スタート］→［設定］→［プリンタ］をクリッ
クします。

･ Windows XP Professional/Server 2003の場合
は、Windows のタスクバーの［スタート］→［プ
リンタと FAX］をクリックします。

･ Windows XP Home Edition の場合は、Windows
のタスクバーの［スタート］→［コントロールパネ
ル］→［プリンタとその他のハードウェア］→［プ
リンタと FAX］をクリックします。

2. プリントジョブの一覧が表示されます。

･ すべてのプリントジョブを削除する場合：
［プリンタ］→［すべてのドキュメントの取り消し］
をクリックします。

･ 特定のプリントジョブを削除する場合：
削除したいプリントジョブを選択し右クリック→

［キャンセル］をクリックします。
1

2

3
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7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

Q お使いのコンピュータにプリンタドライバは正しくイン
ストールされていますか？

A プリンタドライバが正しくインストールされていること
を確認してください。（→スタートアップガイド「コン
ピュータでのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」ま
たは「コンピュータでのソフトウェア設定」「USB 接続」）

Q プリンタドライバの設定（用紙サイズや出力サイズ）は
正しいですか？

A 設定内容を確認してください。詳細はプリンタドライバ
のオンラインヘルプを参照してください。

Q USB ケーブルは正しく接続されていますか？

A プリンタとコンピュータが USB ケーブルで正しく接続
されているかを確認してください。
接続されている場合は、きちんと奥まで差し込まれてい
るか、ゆるくなっていないか抜けかかっていないかを確
認してください。可能であれば、別の USB ケーブルに
変更してみてください。
USB ケーブルの接続方法についてはスタートアップガ
イド「コンピュータでのソフトウェア設定」「USB 接続」
を参照してください。

Q お使いのコンピュータの USB ポートは正常に動作して
いますか？

A お使いのコンピュータと本製品の再起動を行ってみてく
ださい。お使いのコンピュータに複数の USB ポートが
複数ある場合は別の USB ポートに接続してみてくださ
い。

Q

A
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付録

切れる

電話回線は正しく接続されていますか？

電話線コードが正しく接続されているか確認してくださ
い。（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」

「電話回線を接続する」）

電源コードは確実に差し込まれていますか？

電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ
ているか確認してください。本製品が電源タップに接続
されている場合は、電源タップがコンセントに接続され、
スイッチが入っているか確認してください。

電話線に不具合がありませんか？

別の電話線コードを使って、電話線コードが正常かどう
か確認してください。

、または間違った番号にかかる

電話番号を入力する前に、発信音を確認しましたか？

電話番号を入力する前に、発信音を確認してください。
発信音を確認する前に番号を入力した場合、通じなかっ
たり、間違った番号にかかったりすることがあります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

電話のトラブル

ダイヤルできない

Q 電話回線は正しく接続されていますか？

A 電話線コードが正しく接続されているか確認してくださ
い。（→スタートアップガイド「本製品のセットアップ」

「電源コードを接続し、電源を入れる」）

Q 電源コードは確実に差し込まれていますか？

A 電源コードが、本製品と電源コンセントに確実に差し込
まれているか確認してください。本製品が電源タップに
接続されている場合は、電源タップが電源に接続され、
スイッチが入っているか確認してください。

Q 主電源スイッチは入っていますか？

A 主電源スイッチをオンにしてください。

Q 電話回線の種類（ダイヤル／プッシュ）は正しく設定さ
れていますか？

A 電話回線の種類が正しく設定されているか確認してくだ
さい。（→スタートアップガイド「本製品のセットアッ
プ」「電話回線を接続する」）

通話中に電話が

Q

A

Q

A

Q

A

電話が通じない

Q

A
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ト（P）＞にプリンタポート名称が表示されない

本製品とケーブルが正しく接続されていない。

本製品がネットワークに正しいケーブルを使って接続
されていることを確認したあと、本製品の電源を入れな
おしてください。（→スタートアップガイド「コンピュー
タでのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」）

印刷を行うコンピュータが正しく設定されていない。

正しいプリンタドライバがインストールされているこ
とを確認します。（→スタートアップガイド「コンピュー
タでのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」または

「コンピュータでのソフトウェア設定」「USB 接続」）

印刷を行うコンピュータの出力先が正しいプリンタに
設定されているか確認します。出力先は、［コントロー
ルパネル］の［プリンタと FAX］または［プリンタ］で
確認できます。

ーティリティソフトウェアで本製品を認識できない

SNMP のコミュニティ名が異なっている。

本製品に設定されている SNMP のコミュニティ名と異
なるコミュニティ名でユーティリティソフトウェアか
ら本製品にアクセスすると、本製品を認識できません。
SNMP のコミュニティ名を確認してください。

（→ SNMP：P.6-5）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ネットワークのトラブル

TCP/IP ネットワークから印刷できない

Q 本製品とケーブルが正しく接続されていない。

A 本製品がネットワークに正しいケーブルを使って接続
されていることを確認したあと、本製品の電源を入れな
おしてください。（→スタートアップガイド「コンピュー
タでのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」）

Q TCP/IP ネットワークが正しく設定されていない。

A IP アドレスが正しく設定されていることを確認します。
DHCP、BOOTP、RARP のいずれかを使用して IP アド
レスを設定する場合は、DHCP、BOOTP、RARP が動
作していることを確認してください。

Q 印刷を行うコンピュータが正しく設定されていない。

A 正しいプリンタドライバがインストールされているこ
とを確認します。（→スタートアップガイド「コンピュー
タでのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」または

「コンピュータでのソフトウェア設定」「USB 接続」）

A 印刷を行うコンピュータの出力先が正しいプリンタに
設定されているか確認します。出力先は、［コントロー
ルパネル］の［プリンタと FAX］または［プリンタ］で
確認できます。

Q 印刷するファイル名が長すぎる。

A 通常 LPR は、印刷に使用するアプリケーションソフト
ウェア名やファイル名を元にしたジョブ名を送信しま
す。しかし、ジョブ名が 255 バイト以上になると、正
常に送信できなくなります。このときは、印刷するファ
イル名を短くしてください。

＜印刷するポー

Q

A

Q

A

A

リモート UI やユ

Q

A
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1

2

3

4

5

6

7

8

9
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設定

ナンス

は

電力供給が止まったら
突然停電が起きたり、電源コードが抜けた場合でも、内蔵バッテリに
よりユーザデータ設定内容やスピードダイヤルの登録内容は記憶され
ています。メモリ内に蓄積されたジョブは、約 10 分間保存されます。
電力供給が止まっている間の機能は、以下のように制限されます。

･ 送受信、コピー、スキャン、プリントはできません。

･ 外付け電話機を使っての電話はかけられないことがあります。ただ
し、お使いの電話機の種類によって異なります。

･ 外付け電話機を使って電話を受けられることがあります。ただし、
お使いの電話機の種類によって異なります。

メモ

内蔵バッテリを完全に充電するには主電源を入れてから約 6 時間かかります。
充電が不十分だとメモリ内にデータがきちんと保存されない場合があります。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9
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設定

ナンス

は

トラブルが解決しない場合
本章の説明を参照してもトラブルが解決しない場合は、お近くのキヤ
ノン販売店またはキヤノンお客様相談センター（巻末参照）にご連絡
ください。
ご連絡の際には、以下をお手元にご用意ください。

･ 製品名（Satera MF4270）

･ シリアル番号（本体裏面のラベルに記載されています）

･ 購入先

･ トラブルの内容

･ トラブルにどのような対処をされたか、およびその結果

注意

本製品から変な音がしたり、煙が出たり変なにおいがする場合は、すぐに主電
源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜いて、お近くのキヤノン販
売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。ご自分で分解した
り、修理したりしないでください。

メモ

ご自分で分解修理した場合、保証の対象外になることがあります。
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プリントする.....................................11-3
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........................................................................11-5

........................................................................11-5

........................................................................11-6

........................................................................11-7

....................................................................11-10

....................................................................11-10

....................................................................11-11

....................................................................11-11

....................................................................11-12

....................................................................11-13

...................................................... 11-16
1

2

3

4

5

6

7

8

9
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11
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取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

11付録

各種機能を登録／設定する.................................

ユーザデータリストを

設定メニューを使う.

メニューの設定内容..............................................

用紙設定...........................

音量調整...........................

同報 .....................................

共通仕様設定.................

コピー仕様設定 ...........

ファクス設定.................

宛先表仕様設定 ...........

プリント設定.................

タイマー設定.................

調整／クリーニング.

レポート設定.................

システム管理設定......

レポート／リストの概要.....................................
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...................................................... 11-25

...................................................... 11-30
1

2

3

4
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7

8
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レポートを自動でプリントする ........................

送信結果レポート......

受信結果レポート......

通信管理レポート......

レポートサンプル......

レポート／リストを手動でプリントする .......

メモリ残量を確認する .........................................

プリント／スキャンのカウントを確認する...

用語集 .......................................................................

索引............................................................................
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メニューを使う

期設定／登録］を押します。

］または［ ］を押してメニューを選択し、
］を押します。

ウシ　セッテイ＞
ンリョウ　チョウセイ＞
ウホウ＞
ョウツウ　シヨウ　セッテイ＞
ピー　シヨウ　セッテイ＞
ァクスセッテイ＞
テサキヒョウ　シヨウセッテイ＞
リント　セッテイ＞
イマー　セッテイ＞
ョウセイ／　クリーニング＞
ポート　セッテイ＞
ステム　カンリ　セッテイ＞

］または［ ］を押してサブメニューを選択
［OK］を押します。

メモ

メニューの詳細は「メニューの設定内容」（→ P.11-4）を参照して
さい。

内容を登録するか、サブメニュー項目に進む場合
［OK］を押します。

したら、［ストップ／リセット］を押して待受画
戻ります。

メモ

K］の前に［ストップ／リセット］を押した場合は、設定内容は保
されません。
期設定／登録］を押して直前の画面に戻ります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

各種機能を登録／設定する
設定メニューから機能内容を設定／変更することができます。現在の
設定内容を確認するには、ユーザデータリストをプリントしてくださ
い。

■ ユーザデータリストをプリントする

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜レポート　セッテ
イ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜リストプリント＞
を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ユーザ　データ
リスト＞を選択し、［OK］を押します。
プリントが始まり、自動的に待受画面に戻ります。

■ 設定

1. ［初

2. ［
［OK

＜ヨ
＜オ
＜ド
＜キ
＜コ
＜フ
＜ア
＜プ
＜タ
＜チ
＜レ
＜シ

3. ［
し、

サブ
くだ

4. 設定
は、

5. 終了
面に

･［O
存

･［初
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設定内容

を選択します。

します。
4 ゴウ、ヨウガタ　2 ゴウ、ハガキ、オウフクハガキ、
、FOLIO、GOVERNMENT-LETTER、GOVERNMENT-

す。
H、OHP　フィルム）

を選択します。

します。
ゴウ、ヨウガタ　2 ゴウ、ハガキ、オウフクハガキ、OFICIO、
、GOVERNMENT-LETTER、GOVERNMENT-LEGAL、

す。
H、OHP　フィルム）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

メニューの設定内容
以下の項目を設定できます。

メモ

以下、表中の太字は工場出荷時の設定です。

用紙設定

設定項目

1 カセット 用紙カセットにセットした用紙のサイズと種類
（→用紙のサイズと種類を設定する：P.2-13）

1. ヨウシ　サイズ 用紙カセットにセットした用紙のサイズを選択
（A4、B5、A5、エグゼクティブ、ヨウガタ　
OFICIO、BRAZIL-OFICIO、MEXICO-OFICIO
LEGAL、FOOLSCAP、LTR、LGL）

2. ヨウシノ　シュルイ 用紙カセットで使用する用紙の種類を選択しま
（フツウシ、フツウシ L、アツガミ、アツガミ

2 テザシトレイ 手差しトレイにセットした用紙のサイズと種類
（→用紙のサイズと種類を設定する：P.2-13）

1. ヨウシ　サイズ 手差しトレイにセットした用紙のサイズを選択
（A4、B5、A5、エグゼクティブ、ヨウガタ　4
BRAZIL-OFICIO、MEXICO-OFICIO、FOLIO
FOOLSCAP、LTR、LGL）

2. ヨウシノ　シュルイ 手差しトレイで使用する用紙の種類を選択しま
（フツウシ、フツウシ L、アツガミ、アツガミ
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設定内容

3（2））

3（2））

設定します。

設定内容

まで指定できます。（→同報送信：P.4-15）

設定内容

します。

す。

になります。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

音量調整

設定項目

1 ツウシン　オンリョウ ファクス送信中の通信音を設定します。（0 ～

2 ニュウリョクオン 操作パネルキーの入力音を設定します。（0 ～

3 ケイコクオン 送信失敗などのエラーが起きたときの警告音を
（0 ～ 3（2））

同報

設定項目

1 ドウホウ 同報送信の宛先を指定します。1 度に 124 件

共通仕様設定

設定項目

1 ショキキノウノ　セッテイ 電源を入れたときに表示される待受画面を選択
･ コピー
･ ファクス
･ スキャン

2 トナーセーブモード トナーの消費量を節約するかどうかを設定しま
･ OFF
･ ON
* この機能は、プリントジョブについては無効
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設定内容

質モードを選択すると読み取り濃度は自動的に＜シュド

的に＜モジ＞に切り替わります。

、129% STMT→LTR、141% A5　→A4、200% MAX.、
 LGL → LTR、81% B5　→ A5、86% A4　→ B5）

（100%））

す。

。

で選択できる拡大縮小率が切り替わります。
1

2

3
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設定

ナンス

は

コピー仕様設定

設定項目

1 ヒョウジュンモードノ　ヘンコウ コピーの初期値を設定します。

1. ガシツ コピーする原稿の種類を設定します。*

･ モジ／シャシン
･ モジ
･ シャシン
･ モジ／シャシン +
* 濃度が＜ジドウ＞に設定されている場合、画

ウ＞に切り替わります。

2. ヨミトリ　ノウド コピー濃度を設定します。
･ シュドウ（1 ～ 9（5））
･ ジドウ *

* ＜ジドウ＞を設定すると、画質モードは自動

3. バイリツ コピーの倍率を設定します。

テイケイヘンバイ 用紙の規格に合わせた倍率を選択します。
（100%、115% B5　→A4、122% A5　→B5
50% MIN.、64%、70%　 A4　→ A5、78%

シュドウ 1％刻みで倍率を入力します。（50% ～ 200%

4. ジドウソート コピーを自動でソートするかどうかを設定しま
･ OFF
･ ON

5. リョウメン 自動的に両面コピーするかどうかを設定します
･ OFF
･ ON（ジョウゲビラキ、サユウビラキ）

2 サイズ　ケイレツ 用紙サイズグループを選択します。*

･ AB
･ インチ
･ A
* 用紙サイズグループを変更すると、定形変倍
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設定内容

ガイド「ファクス受信の設定」「受信モードを設定する」）

20 文字）を登録します。（→スタートアップガイド「ファ

最大 32 文字）を登録します。（→スタートアップガイド
る」）

設定します。

ゴウトウロク＞と
た情報が各ページに印字されます。

するかを選択します。（→電話回線の種類：P.1-14）

9（5））
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

ファクス設定

設定項目

1 ジュシンモード 受信モードを選択します。（→スタートアップ
･ ジドウ
･ ルス TEL
･ FAX/TEL
･ シュドウ

2 キホントウロク ファクスの基本機能を設定します。

1. ユーザ TEL バンゴウトウロク お使いのファクス番号（スペースを含め最大
クス送信の設定」「発信元の情報を登録する」）

2. ユーザリャクショウ　トウロク 発信元のユーザ名／会社名（スペースを含め
「ファクス送信の設定」「発信元の情報を登録す

3. ハッシンモト　キロク 発信元情報を、各ページに印字するかどうかを
･ ON*

* ＜ ON ＞を設定すると、＜ユーザ TEL バン
＜ユーザリャクショウ　トウロク＞に登録し

･ OFF

4. カイセン　シュルイ　センタク 電話回線の種類を自動で設定するか手動で設定

ジドウ 電話回線の種類を自動で設定します。

シュドウ 電話回線の種類を手動で選択します。
･ プッシュカイセン
･ ダイヤルカイセン（20PPS、10PPS）

5. ヒョウジュンモードノ　ヘンコウ ファクスの初期値を設定します。

1. ヨミトリ　ノウド ファクスの読み取り濃度を設定します。（1 ～

2. ガシツ ファクスの画質を設定します。
･ ヒョウジュン
･ ファイン
･ シャシン
･ スーパーファイン
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合、自動的にリダイヤルするかどうかを設定します。（→

10 回（2 回））

99 分（2 分））

す。

。（→ファクス／ TEL 詳細設定：P.4-21）

時間を設定します。（4 秒～ 30 秒（6 秒））

設定します。（10 秒～ 45 秒（22 秒））

えるか、通話を終了するかを設定します。

いる場合、外付け電話機の呼び出し音を鳴らすようにす

信時は、呼び出し音でファクスを受信したことがわかるよ
鳴っている間に受話器を取れば、相手と通話できます。

し音を鳴らします。

を設定します。（1 回～ 16 回（2 回））

入っているときに、外付け電話機が鳴る場合があります。）

モート受信：P.4-25）

を開始することができます。
（初期値：25）
1
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キャン
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3 ソウシン　キノウ　セッテイ 送信機能を設定します。

1. ジドウ　リダイヤル 相手先が話し中、または送信エラーが起きた場
リダイヤル：P.4-17）

ON リダイヤル方法を設定します。

リダイヤル　カイスウ 何回リダイヤルするかを設定します。（1 回～

リダイヤル　カンカク リダイヤルまでの時間を設定します。（2 分～

OFF リダイヤルしません。

2. ダイヤルジカイセン　カクニン ダイヤル時に回線確認するかどうかを設定しま
･ ON
･ OFF

4 ジュシン　キノウ　セッテイ 受信機能を設定します。

1. F/T　ショウサイ　セッテイ ＜ FAX/TEL ＞モードの詳細項目を設定します

ヨビダシ　カイシ　ジカン 着信に応答してから呼び出し音を鳴らすまでの

ヨビダシ　ジカン 音声通話の場合に、呼び出し音を鳴らす時間を

ヨビダシゴノ　ドウサ 呼び出し時間が経過したら受信モードに切り替
･ ジュシン
･ シュウリョウ

2. チャクシン　ヨビダシ ＜ジュシンモード＞が＜ジドウ＞に設定されて
るかどうかを設定します。
この設定を＜ ON ＞にした場合、ファクス受
うになります。電話着信時は、外付け電話機が

ON 外付け電話機が接続されている場合は、呼び出

ヨビダシ　カイスウ 本製品が応答するまでの着信呼び出し音の回数

OFF 呼び出し音は鳴りません。（スリープモードに

3. リモート　ジュシン リモート受信するかどうかを設定します。（→リ

ON リモート受信します。

リモート　ジュシン　ID 外付け電話機から ID 番号をダイヤルして受信
0 ～ 9 を使用した 2 桁の ID が設定できます。

OFF リモート受信しません。

ファクス設定
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らプリントするか、受信と同時に各ページをプリントす
ト方法を選択する：P.4-26）

リントします。

字するかどうかを設定します。

→ DM 制限：P.4-26）

場合に、受信画像を縮小してプリントするかどうかを設

を縮小します。

で省略してプリント

を設定します。

続するかどうかを
のプリント時にの

期：P.9-8）
1
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4. ジュシン　プリント 受信したファクスをすべてメモリに保存してか
るかを設定します。（→受信した文書のプリン

メモリジュシン 受信した文書をすべてメモリに保存してからプ

プリントジュシン 受信と同時に各ページをプリントします。

5. アイテサキ　ハッシンモトキロク 相手先の発信元情報を、受信したファクスに印
･ OFF
･ ON

6. DM セイゲン 番号非通知のファクスの受信を制限できます。（

OFF すべてのファクスを受信します。

ON 番号非通知のファクスは受信しません。

5 プリント　セッテイ 受信時のプリンタ機能を設定します。

1. ガゾウ　シュクショウ 受信画像がセットされている用紙よりも大きい
定します。（→受信画像の縮小：P.4-27）

ON セットされている用紙のサイズに合わせて画像

OFF 画像を縮小しません。

ガゾウ　ショウリャク 用紙サイズからはみ出す部分を最大 24mm ま
します。

2. リョウメンキロク 受信画像を用紙の両面にプリントするかどうか
（→両面印刷：P.4-27）
･ OFF
･ ON

3. インジケイゾク トナーが残り少なくなった場合にプリントを継
設定します。受信したファクスおよびレポート
み有効です。（→トナーカートリッジの交換時
･ OFF
･ ON

ファクス設定
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設定内容

まで登録できます。
／編集する：P.4-6）

を登録します。

最大 50 桁）を登録します。

登録できます。
／編集する：P.4-6）

を登録します。

最大 50 桁）を登録します。

ヤルは 8 件まで登録できます。1 つのグループダイヤル
グループダイヤルに宛先を登録する：P.4-8）

登録します。

ヤルの中から、グループダイヤルとして登録する宛先を

設定内容

エラーになるまでの時間を設定します。

～ 300 秒（15 秒））
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

宛先表仕様設定

設定項目

1 ワンタッチ　ダイヤル ワンタッチダイヤルの情報を登録します。8 件
（→ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルを登録

ナマエ 相手先の名前（スペースを含め最大 20 文字）

デンワバンゴウ 相手先のファクス／電話番号（スペースを含め

2 タンシュク　ダイヤル 短縮ダイヤルの情報を登録します。100 件まで
（→ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルを登録

ナマエ 相手先の名前（スペースを含め最大 20 文字）

デンワバンゴウ 相手先のファクス／電話番号（スペースを含め

3 グループ　ダイヤル グループダイヤルを登録します。グループダイ
には最大 50 件まで宛先を登録できます。（→

ナマエ グループ名（スペースを含め最大 20 文字）を

NO.0##= 登録済みのワンタッチダイヤルまたは短縮ダイ
指定します。

プリント設定

設定項目

1 エラータイムアウト コンピュータからデータが受信されない場合、

ON エラータイムアウト時間を設定します。（5 秒

OFF エラータイムアウトを設定しません。
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設定内容

ップ」「日付／時刻を設定する」）

。

用されない場合に、自動的にスリープモードに入るかどう

設定内容

のにじみを防ぐかどうかを設定をします。
くなる可能性があります。

改善します。

定します。
を改善する場合に設定します。

定します。

プリント中にカールするのを防ぐかどうかを設定します。
1
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タイマー設定

設定項目

1 ヒヅケ／ジコク　セッテイ 現在の日付と時刻を設定します。
（→スタートアップガイド「本製品のセットア

2 ヒヅケ／ジコク　タイプ 日付／時刻タイプ日付の表示形式を設定します
･ YYYY MM/DD
･ MM/DD/YYYY
･ DD/MM YYYY

3 オートスリープ 本製品が一定時間（3 分～ 30 分（5 分））使
かを設定します。

（→スリープモードを設定する：P.1-15）
･ ON
･ OFF

調整／クリーニング

設定項目

1 テイチャクキノ　クリーニング 定着器ローラをクリーニングします。
（→定着器のお手入れ：P.9-5）

2 トクシュモード T コピー、受信記録、レポートの印刷時に、印字
この設定を＜ ON ＞にした場合、印字濃度が薄
･ OFF
･ ON

3 トクシュモード U 高温多湿、または低温低湿環境での印字品質を

OFF 通常環境では、この設定を使用します。

モード 1 低温低湿環境での印字品質を改善する場合に設
また厚紙や封筒、はがきなど使用時の印字品質

モード 2 高温多湿環境での印字品質を改善する場合に設

4 トクシュモード V 小型用紙（B5、A5、エグゼクティブなど）が
･ OFF
･ ON
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定します。
ーにかかる時間と、スリープモードから復帰するのにかか

設定内容

定します。

す。

定します。

動的にプリントするかどうかを設定します。

トします。

プリントします。

プリントします。

トします。
1
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5 トクシュモード Y 低温環境でのトナーの定着を改善する場合に設
この設定を＜ ON ＞にした場合、最初のコピ
る時間が長くなります。
･ OFF
･ ON

調整／クリーニング

レポート設定

設定項目

1 シヨウセッテイ レポート設定を設定します。
（→レポート／リストの概要：P.11-16）

1. ソウシンケッカ　レポート 送信結果レポートをプリントするかどうかを設

エラージノミ　プリント エラー時のみ、レポートをプリントします。

プリントシナイ レポートをプリントしません。

プリントスル 原稿を送信するごとにレポートをプリントしま

2. ジュシンケッカ　レポート 受信結果レポートをプリントするかどうかを設
･ プリントシナイ
･ プリントスル
･ エラージノミ　プリント

3. ツウシンカンリ　レポート 60 回通信するごとに、通信管理レポートを自
･ プリントスル
･ プリントシナイ

2 リストプリント 各種レポート／リストをプリントします。

1. ソウシンケッカ　レポート 送信結果レポートを手動でプリントします。

2. ジュシンケッカ　レポート 受信結果レポートを手動でプリントします。

3. ツウシンカンリ　レポート 通信管理レポートを手動でプリントします。

4. メモリデータ　リスト メモリに保存されているジョブの一覧をプリン

5. メモリイメージ　プリント 予約されているジョブの情報と最初のページを

6. ワンタッチ　ダイヤル　リスト ワンタッチダイヤルに登録された宛先の一覧を

7. タンシュク　ダイヤル　リスト 短縮ダイヤルに登録された宛先の一覧をプリン
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付録

をプリントします。

。（→ユーザデータリストをプリントする：P.11-3）

設定内容

するため、システム管理者についての情報を設定します。
セッテイ＞に接続するたびに暗証番号を入力する必要があ

トワーク）

します。

0.000.000.000）

どうかを設定します。

どうかを設定します。
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8. グループ　ダイヤル　リスト グループダイヤルに登録されたグループの一覧

9. ユーザ　データ　リスト メニューで登録した設定一覧をプリントします

レポート設定

システム管理設定

設定項目

1 システムカンリシャ　セッテイ ＜システム　カンリ　セッテイ＞の内容を保護
暗証番号を設定すると、＜システム　カンリ　
ります。

1. カンリ　アンショウバンゴウ システムパスワード 7 桁を登録します。

2 ネットワーク　セッテイ ネットワーク設定を行います。（→第 6 章 ネッ

1. TCP/IP セッテイ TCP/IP ネットワークを設定します。

1. IP アドレス　ジドウシュトク IP アドレスを自動的に取得するかどうかを設定

ON IP アドレスが自動的に割り当てられます。
･ 1. DHCP（ON/OFF）
･ 2. BOOTP（OFF/ON）
･ 3. RARP（OFF/ON）

OFF IP アドレスを手動で割り当てます。

2. IP アドレス 固定 IP アドレスを登録します。（初期値：00
（→ IP アドレス設定：P.6-3）

3. サブネット　マスク 固定サブネットマスクを登録します。
（初期値：000.000.000.000）

4. ゲートウェイアドレス 固定ゲートウェイアドレスを登録します。
（初期値：000.000.000.000）

5. LPD インサツ プリント用アプリケーションに LPD を使うか
･ ON
･ OFF

6. RAW インサツ プリント用アプリケーションに RAW を使うか

ON RAW を使用します。

OFF RAW を使用しません。
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ansfer Protocol）を有効にするかどうかを設定します。

を設定します。

クセスでき、設定を変更できるようにします。

クセスでき、設定を変更できるようにします。

et の種類（10Base-T/100Base-TX）を自動的に検出す

ます。
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7. HTTP ヲ　シヨウ リモート UI に対して HTTP（HyperText Tr
･ ON
･ OFF

8. ポートバンゴウ　セッテイ ポート番号を設定します。

1. LPD 0 ～ 65535（初期値：515）

2. RAW 0 ～ 65535（初期値：9100）

3. HTTP 0 ～ 65535（初期値：80）

4. SNMP 0 ～ 65535（初期値：161）

2. SNMP　セッテイ SNMP の詳細を設定します。

1. SNMP ヲ　シヨウ SNMP を有効にするかどうかを設定します。
･ ON
･ OFF

2. コミュニティメイ 1 SNMP コミュニティ名 1（初期値：public）

3. コミュニティメイ 2 SNMP コミュニティ名 2 を設定します。

4. SNMP　カキコミ　カノウ　1 ネットワーク上のコンピュータから本製品にア
･ ON
･ OFF

5. SNMP　カキコミ　カノウ　2 ネットワーク上のコンピュータから本製品にア
･ OFF
･ ON

3. ETHERNET ドライバ ネットワークの接続タイプを指定します。

1. ジドウ　ケンシュツ Ethernet ドライバの検出方法を選択します。

ジドウ 通信モード（半二重／全二重）および Ethern
るよう設定します。

シュドウ 通信モードと Ethernet の種類を手動で設定し

1. ツウシン　ホウシキ 通信モードを選択します。
･ ゼンニジュウ
･ ハンニジュウ

システム管理設定
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せる時間を設定します。（0 秒～ 300 秒（60 秒））

リントしないようにするかどうかを設定します。（→メモ

証番号を登録します。

ます。

します。

る機能を無効にするかどうかを設定します。

番号を確認するかどうかを設定します。

る必要がある場合に実行します。
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2. ETHERNETノ　シュルイ Ethernet の種類を選択します。
･ 100　BASE-TX
･ 10　BASE-T

2. MAC アドレス MAC アドレスを確認します。

4. IP アドレス　カクニン 現在のネットワーク設定を確認します。

1. IP アドレス IP アドレスを確認します。

2. サブネット　マスク サブネットマスクを確認します。

3. ゲートウェイアドレス ゲートウェイアドレスを確認します。

5. キドウジカンノ　セッテイ 本製品がネットワーク通信を開始するのを遅ら

3 ツウシン　カンリセッテイ ファクス機能を設定します。

1. メモリジュシン　セッテイ 受信原稿はすべてメモリで受信し、自動的にプ
リ受信：P.4-24）

OFF メモリ受信を無効にします。

ON メモリ受信を有効にします。

1. パスワード メモリを不正なアクセスから保護するための暗

2. ジカン　シテイ メモリ受信の時間を指定するかどうかを設定し

OFF メモリ受信の時間を設定しません。

ON メモリ受信の時間を設定します。
･ カイシジコク（初期値：00:00）
･ シュウリョウジコク（初期値：00:00）

4 ソウシンキノウノ　セイゲン 宛先に関する操作や送信時に使える機能を制限

1. リダイヤルノ　セイゲン ［リダイヤル／ポーズ］を押してリダイヤルす
･ OFF
･ ON

2. ファクス NO. カクニンニュウリョク ファクスを送信するときに、入力したファクス
･ OFF
･ ON

5 ファームウェア　コウシン 本製品のファームウェアをバージョンアップす

システム管理設定
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付録

明

す。

す。

トします。

の一覧です。手動ではプリントできません。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

レポート／リストの概要
本製品で、以下のレポートとリストをプリントできます。

レポート／リスト 説

グループダイヤルリスト グループダイヤルに登録された宛先の一覧です。

受信結果レポート 受信結果です。自動的にプリントするよう設定できま

送信結果レポート 送信結果です。自動的にプリントするよう設定できま

短縮ダイヤルリスト 短縮ダイヤルに登録された宛先の一覧です。

通信管理レポート 最新 60 件の送受信履歴です。

メモリイメージプリント 予約されているジョブの情報と最初のページをプリン

メモリクリアレポート 電極供給が止まったためにメモリから削除された文書

メモリデータリスト メモリに保存されているジョブの一覧です。

ユーザデータリスト 現在の設定の一覧および登録された発信元情報です。

ワンタッチダイヤルリスト ワンタッチダイヤルに登録された宛先の一覧です。
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付録

ト項目

ポートには、以下の項目が表示されます。

NO.：受付番号

モード：通信モード（G3/ECM）

信番号

キ：相手先の名前／番号

コク：通信した日付と時刻

送信ページ数

ケッカ：通信結果

信は正常に終了しました。

信できませんでした。

終了前に通信が手動でキャンセルされました。

ナシ：相手先から応答がありませんでした。

リ：手動で送信中に ADF で紙づまりが起きました。

ード：エラーコードの詳細については、「エラーコード」（→
7）を参照してください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

レポートを自動でプリントする
送信結果レポート、受信結果レポート、通信管理レポートを自動で
プリントするよう設定することができます。

メモ

レポートのプリントには以下の用紙を使用してください。
･ 用紙サイズ：A4、オフィシオ、ブラジル－オフィシオ、メキシコ－オフィシ

オ、フォリオ、ガヴァメント－レター、ガヴァメント－リーガル、FOOLSCAP、
レター、リーガル

■ 送信結果レポート
工場出荷時の初期値は＜エラージノミ　プリント＞に設定されていま
す。
レポートのサンプルは、「送信結果レポート」（→ P.11-20）を参照し
てください。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜レポート　セッテ
イ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜シヨウセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ソウシンケッカ
レポート＞を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して設定項目を選択し、
［OK］を押します。

＜エラージノミ　プリント＞：送信エラーが起きた場合のみレポートを
プリントします。
＜プリントスル＞：原稿を送信するたびにレポートをプリントします。
＜プリントシナイ＞：レポートをプリントしません。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

レポー

送信結果レ

● ウケツケ

● ツウシン

● NO.：通

● アイテサ

● カイシジ

● ページ：

● ツウシン

･ OK：通

･ NG：通

･ STOP：

･ オウトウ

･ カミヅマ

● エラーコ
P.10-1
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付録

ト項目

ポートには、以下の項目が表示されます。

NO.：受付番号

モード：通信モード（G3/ECM）

信番号

キ：相手先の名前／番号（本製品に登録されている場合の

コク：通信した日付と時刻

受信ページ数

ケッカ：通信結果

信は正常に終了しました。

信できませんでした。

終了前に受信が手動でキャンセルされました。

ル：受信中にメモリがいっぱいになりました。

ードの詳細については、「エラーコード」（→ P.10-17）を
ください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 受信結果レポート
工場出荷時の初期値は＜プリント　スル＞に設定されています。
レポートのサンプルは、「受信結果レポート」（→ P.11-20）を参照し
てください。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜レポート　セッテ
イ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜シヨウセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ジュシンケッカ
レポート＞を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して設定項目を選択し、
［OK］を押します。

＜プリントシナイ＞：レポートをプリントしません。
＜プリントスル＞：原稿を受信するたびにレポートをプリントします。
＜エラージノミ　プリント＞：受信エラーが起きた場合のみレポートを
プリントします。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

レポー

受信結果レ

● ウケツケ

● ツウシン

● NO.：通

● アイテサ
み表示）

● カイシジ

● ページ：

● ツウシン

･ OK：受

･ NG：受

･ STOP：

･ メモリフ

● エラーコ
参照して
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付録

ト項目

ポートには、以下の項目が表示されます。

信番号（01 ～ 60）

NO.：受付番号

コク：通信した日付と時刻

モード：通信モード（G3/ECM）

キ：相手先の名前／番号

送信／受信ページ数

ケッカ：通信結果

信は正常に終了しました。

信できませんでした。

ードの詳細については、「エラーコード」（→ P.10-17）を
ください。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ 通信管理レポート
工場出荷時の初期値は＜プリント　スル＞に設定されています。
レポートのサンプルは、「通信管理レポート」（→ P.11-21）を参照し
てください。

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜レポート　セッテ
イ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜シヨウセッテイ＞
を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押して＜ツウシンカンリ
レポート＞を選択し、［OK］を押します。

5. ［ ］または［ ］を押して希望の設定を選択し、
［OK］を押します。

＜プリントスル＞：60 通信ごとにレポートをプリントします。
＜プリントシナイ＞：レポートをプリントしません。

6. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

レポー

通信管理レ

● NO.：通

● ウケツケ

● カイシジ

● ツウシン

● アイテサ

● ページ：

● ツウシン

･ OK：受

･ NG：受

● エラーコ
参照して
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付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

■ レポートサンプル
以下のレポートを自動でプリントできます。

送信結果レポート

受信結果レポート
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付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

通信管理レポート



トップ

戻る 前へ 次へ

11-22

目次

索引

お使いになる

原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス

ネットワーク

リモート UI
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困ったときに

付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

レポート／リストを手動でプリントする
以下のレポートとリストを手動でプリントできます。

･ 送信結果レポート

･ 受信結果レポート

･ 通信管理レポート

･ メモリデータリスト

･ メモリイメージプリント

･ ワンタッチダイヤルリスト

･ 短縮ダイヤルリスト

･ グループダイヤルリスト

･ ユーザデータリスト
メモリにデータが何も登録されていない場合は、ディスプレイに
＜データガ　アリマセン＞と表示されます。

メモ

･ 各レポートとリストの情報は、「レポート／リストの概要」（→ P.11-16）を
参照してください。

･ レポートのプリントには以下の用紙を使用してください。
･ 用紙サイズ：A4、オフィシオ、ブラジル－オフィシオ、メキシコ－オフィ

シオ、フォリオ、ガヴァメント－レター、ガヴァメント－リーガル、
FOOLSCAP、レター、リーガル

1. ［初期設定／登録］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜レポート　セッテ
イ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押して＜リストプリント＞
を選択し、［OK］を押します。

4. ［ ］または［ ］を押してレポートまたはリス
トを選択し、［OK］を押します。
プリントが始まり、自動的に待受画面に戻ります。
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システム管理

日常のメンテ
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付録
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

メモリ残量を確認する
本製品の状態に応じたメモリ残量を確認できます。

1. ［システムモニタ］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜メモリ　ザンリョ
ウ＞を選択し、［OK］を押します。

3. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。

7 5 %
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る
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

プリント／スキャンのカウントを確認す

1. ［システムモニタ］を押します。

2. ［ ］または［ ］を押して＜カウントヒョウジ＞
を選択し、［OK］を押します。

3. ［ ］または［ ］を押してプリントまたはスキャ
ンのカウント数を確認します。

4. ［ストップ／リセット］を押して待受画面に戻ります。
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原稿と用紙の

コピー

送信と受信

プリントとス
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システム管理

日常のメンテ

困ったときに

付録

ynamic Host Configuration Protocol）
/IP ネットワーク上のパソコンのネットワーク設定を自動的に行う
トコルです。インターネットの標準プロトコルである TCP/IP のセッ
ップに必要な設定の多くは自動設定が可能です。

main Name System）
/IP ネットワーク環境において、ホスト名から、対応する IP アドレ
取得できるようにするサービスを提供するシステムです。

バ
インネームシステムサーバ。IP アドレスとサーバのドメイン名との
関係を記述したデータベースを管理し、要求に応じてホストサーバ
えば、www.w3.org）からその IP アドレス（例えば、18.176.0.27）

照できるようにします。このため、クライアントは覚えにくい IP ア
スではなく、ホストサーバ名を指定してネットワークにアクセスす
とができます。

ンチあたりのドット数（dots per inch）で、プリンタの解像度を表
位です。

ー訂正モードです。ECM 対応ファクス機からの送受信の際に、シス
やラインエラーを軽減する機能です。ECM は、電話回線の状態が良
い場所、または回線に干渉が頻発する場合に特に効果的です。

切り替え
機能を使って、着信が電話かファクスかを自動的に検出するよう設
きます。着信がファクスの場合は、自動的に受信します。着信が電
場合は、着信音が鳴ります。この機能を使って、1 本の電話回線で
とファクスが利用できます。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

前に

取り扱い

キャン

設定

ナンス

は

用語集

数字

10Base-T
Ethernet の規格で、ツイストペアケーブルを使用します。「10」は伝送
速度が 10Mbps（1 秒間 10 メガ bit）であることを表しています。

100Base-TX
Fast Ethernet の規格で、2 つのツイストペアからなるカテゴリ 5（デー
タグレード）の UTP ケーブルを使用します。「100」は伝送速度が
100Mbps（1 秒間 100 メガ bit）であることを表しています。

A

ADF
自動給紙装置のことです。送信、コピー、およびスキャンする原稿を給
紙します。

ASCII コード
米国規格協会が定めたデータ通信用の英数字のコード体系の 1 つです。
7bit で 1 文字の数字、アルファベット、制御符号を表現します。

B

BOOTP（BOOTstrap Protocol）
TCP/IP ネットワーク上のサーバから各パソコンがネットワーク設定情
報を自動的に取得するためのプロトコルです。BOOTP を利用すると、ホ
スト名、ドメイン名、IP アドレスなどを各パソコンが自動的に検出でき
ます。

bps
1 秒あたりのビット数です。ファクス機のデータ送受信速度を表します。

C

CNG
ファクス機が送信する信号で、ファクスの着信であることを識別します。
受信機がこの信号を検出すると、ファクスの受信を自動的に開始します。
ほとんどのファクス機は、CNG 信号を送信／検出します。

D

DHCP（D
TCP
プロ
トア

DNS（Do
TCP
スを

DNS サー
ドメ
対応
名（例
を参
ドレ
るこ

dpi
1 イ
す単

E

ECM
エラ
テム
くな

F

FAX/TEL
この
定で
話の
電話
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付録

コン側からプリント環境の統一的管理・設定ができるキヤノンの
トワークプリンティング管理ソフトです。

rtable Document Format）
be 社の提唱する業界標準のフォーマットです。さまざまなアプリ
ションデータやイメージデータを、Adobe Acrobat を使用して圧
た形式です。Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader（無償）で
でき、異なるアプリケーションで作成した文書でも、元のレイアウ
維持したまま表示することが可能です。PDF ファイル形式の文書に
キストやグラフィック、画像など複数の要素を含めることができま

everse Address Resolution Protocol）
トワークアダプタのアドレス（MAC アドレス）から IP アドレスを
るのに使われるプロトコルです。

dows 2000/XP/Server 2003で用いられる印刷アプリケーション
。LPD より高速で印刷できます。

rver Message Block）
、Intel、Microsoft が共同で開発した、ネットワーク上のコンピュー
の通信プロトコルで、Windows ネットワークもこれを利用していま
ファイルサービスやプリントサービスを実現するためのネットワー
ロトコルです。

Simple Network Management Protocol）
/IP ネットワークにおいて、ルータやコンピュータ、端末など、ネッ
ークに接続された通信機器をネットワーク経由で監視・制御するた
プロトコルです。

imultaneous Peripheral Operations On-Line）
ンタ出力やファクス送信などにおいて、データを直接プリンタやモ
に送るのではなく、一時的に別の場所に貯めておき、あとでまとめ
辺機器に送信することです。
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G

G3、グループ 3 ファクス機
CCITT/ITU-T による定義です。送信に必要なデータ量を減らして画像を
送信するエンコード方式を採用しています。このため、送信時間が短く
なります。G3 ファクス機は、1 ページを 1 分以内で送信できます。G3
ファクス機で利用するエンコード方式は、Modified Huffman (MH)、
Modified READ (MR)、Modified Modified READ (MMR)、および
Joint Bi-level Image expert Group (JBIG*) です。
* 本製品は、JBIG 圧縮形式に対応していません。

H

HTTP（Hypertext Transfer Protocol）
サーバと各パソコンの通信に使用される TCP/IP プロトコルです。HTML

（Hyper Text Markup Language）形式のドキュメントをインターネッ
ト上で転送するために使用されます。

I

IP アドレス（Internet Protocol address）
インターネット上でパソコンを特定するために用いられる32ビットの数
値によるアドレスです。128.121.4.5 のようにピリオドで 4 つに区切っ
て記述します。

ITU-T
国際電気通信の標準を策定する委員会です。

L

LAN（Local Area Network）
同じ建物または比較的近い場所にあるサーバ、ワークステーション、パ
ソコンを接続して構築されるネットワークシステムです。

LPD（Line Printer Daemon）
印刷ジョブの流れを制御するデーモンです。Daemon（デーモン）は特
定のタスクを実行するため自動的に実行されるプログラムです。

LPR（Line PRinter daemon protocol）
TCP/IP ネットワークを経由して印刷を行うプロトコルです。

M

MAC アドレス（Media Access Control address）
LAN に接続されたパソコン、ネットワークプリンタなどのネットワーク
アダプタに割り当てられた固有のハードウェアアドレスです。
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付録

ースポート
品の背面にUSBポートが1つ搭載されています。本製品とコンピュー
接続にはこのポートにケーブルをつなぎます。

品に番号や名前を登録するときに、ディスプレイに表示される、下
記号です。

装置のドットの密度です。dpi で表します。解像度が低いと、文字や
が荒く見えます。解像度が高いと、丸みや角がなめらかで、通常の
のように見えます。解像度は、600 × 600dpi のように横と縦のデー
表されます。

を本製品の用紙パスに送りこむことです。

Cookie）
ブサイトにアクセスしたときに、ユーザのパソコンに記憶される
イルです。再度そのウェブサイトにアクセスしたときに、以前にも
セスしたユーザであることがクッキーによって分かるため、サイト
動的にアクセスしたり、サイトの機能をカスタマイズしたりすると
使われます。

イヤル
タッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録済みの各宛先を、グループと
まとめて指定できます。同じ原稿を複数の相手先に送信する場合、1
キー操作で複数の宛先を指定できます。

イアドレス
トワークまたはウェブサイトの既定のアドレスです。単一のドメイ
とサイト入口が提供されます。

信データを含む文書全般を指します。

ィ名
P のための識別キーワードです。

ドレスはネットワークアドレス番号とホストアドレス番号から構成
ており、そのうちネットワークアドレスをさらに分割したものです。
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T

TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）
インターネットや WAN に接続するためのプロトコルです。

U

URL（Uniform Resource Locator）
インターネット上のウェブページなどの場所を特定する標準的な方法で
す。http://www.w3.org/default.html のように記述します。“http:”は
ウェブページでのクライアント、サーバー間の通信プロトコル、

“www.w3.org”はそのウェブページが格納されているサーバのアドレ
ス、“default.html”はそのウェブページのトップページのファイル名を
意味します。

W

WAN（Wide Area Network）
遠隔地にあるコンピュータ同士（LAN 同士）を公衆回線網を使って接続
したネットワークです。

あ

宛先表
宛先をあらかじめ登録しておくことのできる機能です。宛先登録機能で
は、よく利用する宛先ファクス番号をあらかじめ登録しておくことで原
稿送信時に宛先を入力する手間を省くことができます。

イーサネット
複数のパソコンを接続するための業界標準 LAN システムです。イーサ
ネットでは、複数のパケットに分割された状態でデータが転送されるた
め、パケットが他のパケットと衝突することなくスムーズに宛先のパソ
コンに届けられます。

インターネットプロトコル（Internet Protocol: IP）
インターネット上をデータがどのように転送されるかを記述したネット
ワーキングの一連の基本ルールです。インターネットプロトコルによっ
てあるパソコンからのデータがパケットに分割され、特定の IP アドレス
を持つ別のパソコンに届くようになります。

インタフェース
2 台のデバイスがお互いに通信できるようにする、デバイス間の接続を
指します。本製品には USB インタフェースが搭載され、IBM や互換機に
対応しています。

インタフェースケーブル
プリンタとコンピュータを接続するケーブルです。

インタフェ
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付録

ル
キーを使って、宛先を指定します。

ポート
品で送受信された通信の記録です。

パネル上の数字が書いてある丸いキーで、通常の電話機のキーと同
置です。

のダイヤルには、テンキーを使います。名前の登録や、短縮ダイヤ
号の入力にも使用します。

したファクスを、ほかの宛先に転送することです。例えば、オフィ
コピープリンタで受信した文書を、自宅の宛先に転送することがで
す。

ヤル発信から一時的にトーン発信に切り替えることができるキーで
オンラインデータサービスを利用するには、トーン発信が必要なこ
あります。

の操作で、複数の相手先に原稿を送信します。（本製品のメモリを利
ます。）

タッチダイヤルや短縮ダイヤルを利用して、よくかける相手先を簡
指定できるよう、本製品のメモリにファクス番号や名前などを保存
処理のことです。

ーカートリッジに入っている、黒い樹脂コートされた粉末のことで
本製品の内部にある感光性ドラムの表面に、静電記録式の仕組みを
してトナーを付けてプリントします。

品質をわずかに落として、トナーの消費量を少なくする機能です。

式（TIFF、PDF、JPEG）
データの保存に用いるファイルフォーマットです。本製品では
G、PDF、TIFF の 3 つのファイルフォーマットに対応しています。

い文字や線のある原稿用の画質（解像度）設定です。

線
ヤルした数字をピポパという音の信号で送る種類の電話回線です。
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サブネットマスク
TCP/IP ネットワーク上で、ある IP アドレスがどの下位グループ（サブ
ネット）に属するかを決める方法です。同じサブネットに属するデバイ
スは、IP アドレスのプリフィクスが共通しています。ネットワークをサ
ブネットに分割すると、セキュリティとパフォーマンスの両面で効果的
です。

自動リダイヤル
ファクスの相手先が話し中または応答しない場合、あるいは送信中にエ
ラーが発生した場合、一定の時間をおいて同じ番号に自動的にダイヤル
します。

シャシン
中程度の色調で、写真などの原稿を送信またはコピーするときの設定で
す。

受信
文書を受け取ることです。本製品では、複数のファクス受信方法の中か
らカスタマイズすることができます。

手動受信
外付け電話機を使ってすべての着信に応答する、ファクス受信方法です。
受話器を取り、［スタート］を押してファクスを受信します。

スイッチングハブ
スイッチング機能が追加されたハブです。受信したパケットの送信先ア
ドレスと内部のアドレステーブルを照らし合わせ、送信先の端末がつな
がっているポートにのみパケットを送出します。

スピードダイヤル
キーを数回押すだけで宛先を指定します。スピードダイヤルを使用する
には、本製品に宛先を登録する必要があります。ワンタッチダイヤル、短
縮ダイヤル、グループダイヤルも参照してください。

送信
文書を送ることです。本製品では、ファクス機能を使い、原稿をスキャ
ンして送信することができます。

送信速度
電話回線を介してファクスが送られる速度です。bps も参照してください。

た

ダイヤル回線
ダイヤル発信信号をパルス信号で電話交換システムに送ります。

短縮ダイヤル
［短縮ダイヤル］とテンキーを使って 2 桁の番号を押すだけで、宛先を指定
します。
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付録

ダイヤル
タッチダイヤルキーを 1 回押すだけで、登録された宛先を呼び出し
。

ダイヤルキー
タッチダイヤルまたはグループダイヤルとして登録した宛先を呼び
ときに使う操作パネル上のキーです。キーを 1 回押すだけで 1 件ま
複数の宛先を指定することができます。
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プロキシサーバ
ファイアーウォールの内側にあるクライアントからアクセス要求

（HTTP、FTP など）を受け付け、クライアントの代理を務めるサーバの
総称です。

プロトコル
ネットワークを流れるデータを制御する一連のルールです。FTP、
DHCP、BOOTP、RARP、IPP、TCP/IP などがあります。

ポーズ
長距離電話番号を登録する場合、または一部の電話システムや内線番号
から外線にかける場合に必要な区切り時間です。［リダイヤル／ポーズ］
を押すと、電話番号の間にポーズが挿入されます。

ま

待ち受け
本製品の電源が入っていて、いつでも使用できる状態のことです。

モデム
電話回線で送信するためにデジタルデータを変換するデバイスです。受
信元のモデムが、変換されたデータをコンピュータが理解できるデジタ
ル形式に変換します。

ら

リモート UI（Remote User Interface）
ネットワーク接続されたパソコンから、Internet Explorer などのウェブ
ブラウザを使って、本製品の機能を設定したり状態を確認したりできる
機能です。離れた場所から本製品を操作できるので便利です。

リモート受信
本製品から離れたところにある外付け電話機で応答して、ファクスを受
信します。リモート受信には、リモート受信 ID 番号を入力する必要があ
ります。

リモート受信 ID
外付け電話機を使ってファクスを手動で受信する場合に必要な 2 桁の番
号です。

レポート
本製品でプリントされた文書で、送受信されたファクスの情報が記載さ
れています。

ログオン
認証のためパスワードを入力して、パソコンのセッションまたはサービ
スへのアクセスを開始することです。
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付録

イル

ト）

ト）

画質

コピー 3-3
ファクス 4-5

画質キー 1-5

き
基本的な受信操作 4-20

基本的な送信操作 4-4

共通仕様設定 11-5

く
クリアキー 1-6

グループダイヤル

宛先を消去する 4-9
宛先を追加する 4-9
グループダイヤルに宛先を登録する 4-8
グループダイヤルを消去する 4-10
グループダイヤルを使用する 4-12
グループ名を変更する 4-10

グループダイヤルリスト 11-16

け
原稿

受信する 4-20
セットする 2-4
送信する 4-4
つまり 10-3
取り扱い 2-1
プリントする 5-2
読み取り範囲 2-3

原稿ガイド 1-2, 2-5

原稿給紙トレイ 1-2

原稿台ガラス 1-3, 2-4

原稿と用紙の取り扱い 2-1
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索引

英数字
2 in 1 3-6, 5-3

ADF 1-2, 2-5

ADF 読み取りエリア 1-3

DM 制限 4-26

FAX/TEL 4-20

LAN ポート 1-4

OK キー 1-6

USB ポート 1-4

あ
宛先操作／送信機能を制限する

ファクス番号 8-3
リダイヤル機能 8-3

宛先表

宛先の削除 7-11
宛先の登録 7-9
宛先の表示 7-8
宛先の編集 7-8
登録／編集／削除 4-6
ファクス番号 4-6

宛先表キー 1-7

使用する 4-12

宛先表仕様設定 11-10

宛先を指定する 4-11

アドレスボタン 7-4

い
インポート／エクスポート

宛先表の情報をファイルに保存する／ファ
から読み込む 7-15
宛先表をファイルから読み込む（インポー
7-16
宛先表をファイルに保存する（エクスポー
7-15

う
後ろカバー 1-4

え
エラーコード 10-17

エラーランプ 1-6

お
お使いになる前に 1-1

オンフックキー 4-18, 1-7, 4-14, 10-23

音量調整 11-5

か
海外のファクス番号 4-19

各種機能を登録／設定する 11-3

拡大／縮小キー 1-5

確認する

受信履歴 4-29
送信履歴 4-29
プリント状況 5-7
プリント／スキャンのカウント 11-24
メモリ内の送受信ジョブ 4-29

各部の名称とはたらき 1-2

各部名称 1-2
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付録

ジョブ管理

ジョブを管理する 7-6
通信履歴 7-7
プリントジョブ 7-6

ジョブボタン 7-4

す
スキャンキー 1-5

スキャンする 5-5

コンピュータ 5-5

スキャンモード 1-10

スタートキー 1-6

ストップ／リセットキー 1-6

スリープモード 1-15

せ
設定確認キー 1-5

設定メニュー

宛先表仕様設定 11-10
音量調整 11-5
共通仕様設定 11-5
コピー仕様設定 11-6
システム管理設定 11-13
タイマー設定 11-11
調整／クリーニング 11-11
同報 11-5
ファクス設定 11-7
プリント設定 11-10
用紙設定 11-4
レポート設定 11-12

設定メニューを使う 11-3

節電キー 1-5

セットする

原稿 2-4
はがき 2-10
封筒 2-9
用紙 2-9
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原稿排紙トレイ 1-2

ゲンコウヲ　テンケン　シテクダサイ 10-3

こ
コピー 3-1

2 in 1 3-6
ソートコピー 3-5
両面コピー 3-6

コピーキー 1-5

コピー仕様設定 11-6

コピージョブ

中止 3-8

コピーの設定をする 3-3

コピー倍率を設定する 3-4

ズーム変倍 3-4
定形変倍 3-4

コピーモード 1-10

困ったときには

一般的なトラブル 10-20
エラーコード 10-17
給紙 10-21
コピー 10-29
送受信 10-22
ディスプレイの表示 10-11
電力供給が止まったら 10-36
電話 10-34
トラブルが解決しない場合 10-37
ネットワーク 10-35
プリント 10-31
用紙がつまったときには 10-3

コンピュータからファクス送信する 4-16

コンピュータからプリントする 5-2

さ
削除する

送信中または送信待機中のジョブ 4-29
プリント 5-7

し
システム管理

設定をする 7-12

システム管理設定 8-1, 11-13

システムモニタ 4-29, 5-7

システムモニタキー 1-5

実行／メモリランプ 1-6

ジドウ 4-20

自動原稿給紙装置 1-2

受信応用機能 4-21

受信画像の縮小 4-27

受信結果レポート 11-16

自動でプリントする 11-18

受信した文書のプリント方法 4-26

受信する 4-20

基本的な受信操作 4-20
受信応用機能 4-21
代行受信 4-22

受信モード
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